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乱☆恋３


婚約者は16人!?





舞阪　洸
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富士見ファンタジア文庫







本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。










口絵・本文イラスト　得能正太郎











　ｃｏｎｔｅｎｔｓ







序の序




序章　　　　水と油のようでいて、じつは似た者同士なんですよね、このおふたり


第１章　　　一難去ってまた一難……いや、もう三難とか四難まで来てるんじゃないか？


第２章　　　俺は、俺の直感と危機察知能力を誉めてやりたいわ


第３章　　　こいつは厄介な婚約者だ。俺に扱えるのか、この王女様が!?


第４章　　　こんな結末を迎えるとは、さすがの俺も読めなかったな


終章その１　天に唾吐けば自分のところに落ちてくるとは、よく言ったものだ


終章その２　次は三つ子登場……って、また危ない薫りが漂ってるぞ







　あとがき
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　侍じ従じゆうのマリウス。


　近衛姫き士しのアイオリッタ。


　ニンジャのカオルゥ。


　料理人のネゥネゥ。


　ここまではいい。


　この四人は、いちばん最初にリディア王国を出るときから俺の供だった奴やつらだ。


　それから侍じ女じよ（を装う）ふたり。


　そのうちのひとりは隣りん国ごく、シュールティス王国の第六王女、俺の婚こん約やく者しやであるセフィア・セレニゥス・シュールティス。


　もうひとりはセフィアの侍女長だったリィシャ。


　ここまでも……まぁ、いい。


　シュールティス王国で勃ぼつ発ぱつした反乱騒さわぎ。そのせいで故国を脱だつ出しゆつせざるを得なくなったセフィアのため、俺は王女の地位を取り返してやると彼女に約束した。


　だからセフィアが俺と一いつ緒しよに行動したいと思う気持ちも判らないでもない。


　だがしかし。





　問題は新たに増えた侍女（を装う）ふたり。


　そのうちのひとりは、隣国、イ・ウー・ハン国の王女である……いや、だったユーリ・ユァン・ハン。


　どうして「だった」などと過去形で言うのかは以前のお話を読んでもらいたいのだが、それはともかく。


　ユーリは王女ではなくなっても、俺の婚約者ではある……らしい。


　どうして「らしい」などと未確定のように言うのかは以前の……以下同文。


　もうひとりがユーリの侍女であるギ・アナ。


　ユーリが俺の旅に同道することになったので、ユーリの侍女である彼女も俺たちについてくることになった。





　これで旅の一団が、俺を含ふくめて九人に膨ふくれあがったわけだ。


　最初は五人だった。


　それが今では九人。


　俺がどこかの国に寄る度たびに同行者が増えていくのは何な故ぜだ!?


　ただでさえ厄やつ介かいな旅だというのに。





　そう、俺、リディア王国の王太子であるリカルド・ライアス・リディアは、父王が決めた婚約者十六人（！）を巡めぐって、今後どうするのか──婚約を継けい続ぞくするのか、破談にするのか、それとも具体的に結けつ婚こんの準備に入るのか──を決める旅を始めたばかりだった。


　最初に訪れたシュールティス王国では王族の反乱騒そう動どうに巻き込まれ、行き場を失った婚約者、第六王女のセフィアを引き取り、匿かくまうことになった。自じ動どう的てきに、セフィアの侍女長だったリィシャもついてきた。


　二番目に訪れたイ・ウー・ハン国では、王女なのに王女ではなくなったユーリが、王女に戻る機会を逃のがさないようにと、俺についてくることになった。自動的に、ユーリの侍女だったギ・アナもついてくる。





　予定外だ。


　予定外のことが行く先々で起きている。


　こうなると、次に行く国、次に訪れる婚約者のところでも、何か予定外のことが起きる気がしてならない。


　しかも、婚約者がふたり、俺の隣となりにいて常に顔をつきあわせているという、いつ爆ばく発はつするか判らない埋まい伏ぶく魔ま術じゆつに足を載のせているような危うい状じよう況きよう。





　気が重い。


　体も重い。


　頭が痛い。


　寒さむ気けもする。





　……ん？　寒気？　この先のことを考えると、気が重くなったり頭が痛くなったりするのは判るけど、寒気とか怠だるさとか、あんまり関係ないんじゃないか？　あれ？　あれれ？　もしかしてひょっとして、俺……。
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　　　　１





「エメ様、エメ様」


　栗り鼠すを思わせるくりくりとした目が印象的な小こ柄がらな侍女、エルエラが王おう女じよの部屋に入ってきた。そう思ってみると、身のこなしまで栗鼠っぽく感じる。忙せわしないというか、落ち着きがないというか。


　膝ひざ丈たけの侍女服を揺ゆらしながら、エルエラは自分の主人であるエルメンネッラ王女の下もとへせかせかと近づいてくる。


　一方、高価そうな青あお絹ぎぬの長なが裳もに身を包み、高価そうな革張りの長なが椅い子すの上に寝ねそべって絵物語を読んでいるロサ・ロゼ王国の三女、エルメンネッラ・ノリスノーラ・ローゼゥス王女は、どちらかというと肉にく食しよく獣じゆう的な印象だ。優ゆう雅がに寝そべっていながらも、どことなく危険な薫かおりを醸かもしだしているその様は、獅し子しか何かを連想させる。


「なぁに、エルエラ？」


　エルメンネッラが大たい儀ぎそうに顔だけをエルエラに向けてきた。


　エルエラは呆あきれた顔と非難がましい視線を王女に向けて返す。


「……相変わらずお行ぎよう儀ぎが悪いですね、エメ様は」


「誰だれも見ていないのだから、わたくしが寝そべって本を読もうと逆立ちして本を読もうと全ぜん裸らで本を読もうと、わたくしの勝手でしょう」


「いえ、逆立ちしていては本は読めないと思いますけど」


「あら。突つっ込こむところはそちらなの？　全裸のほうは突っ込まないの？」


「だって……エメ様、お風ふ呂ろ上あがりに、よく全裸で部屋を闊かつ歩ぽしてるじゃないですか」


「暑いんですもの。夏は特にね」


「それがお行儀が悪いと。国王様や王おう妃ひ様が知ったら嘆なげかれますよ？」


「そうかしら」


「そうですって」


「ということは、知られなければいいってことよね？」


「……話をそちらへねじ曲げますか」


　この王おう女じよ様には今さら何を言っても無む駄だですよね。


　諦あきらめたエルエラは本題に戻ろうとする。


「ご到とう着ちやくされたようです」


「あら、ようやく来たの。たかが小国リディアの王子のくせに、随ずい分ぶんと待たせるものね」


　気のなさそうな返事をしたが、その実、エルメンネッラは少し期待をしている。自分の婚こん約やく者しやがどんな男なのかということを。少し心配もしている。自分に相応ふさわしい男なのかということを。


　まぁ、相応しくなければ、玩具おもちやにした挙げ句、放りだしてしまえばよいのですけどね。それに……。


　隣りん国ごくシュールティスで起きた謀む反ほんとその後の騒動に、何やらリカルド王子が一働きしたのではないかという情報がエルメンネッラのところへもたらされていた。


　エルメンネッラは自分のために働く情報組織を持っている。彼女が危険な薫りを醸しだしているのは、見た目から来る印象に限った話ではない。草原に寝そべっていても、獅子は鋭するどい爪つめを隠かくし持もっているものだ。


　エルメンネッラは、もたらされた情報の真しん偽ぎを、自分の目で確かめたいと思っている。ところが侍じ女じよのエルエラは彼女の期待を否定することを言った。


「あ、いえ、ご到着されたのはリカルド様ご一行ではなくて」


　エルメンネッラが目を瞬しばたたかせる。


「え？」


「セイラ様です」


　宙を見上げ、瞬しゆん時じ、何かを考えるような仕草を見せたエルメンネッラだが。


「……なんだ、あの娘こでしたの」


「エメ様、すっかり忘れてらっしゃいましたね」


「ええ、忘れていたわね。それが何か？」


「開き直った！」


「わたくしのところをリカルド王子が訪れることを聞きつけたセイラが、『ボクもリカルド王子を早く見たいから、そちらに行く』とか言って寄よ越こしたのでしたっけね」


「そうですよ。で、リカルド王子様ご一行が訪れる頃ころ合あいを見計らって、こちらにお出いでになると、そういう話になったではありませんか」


「そんな大昔のことを持ちだされてもねぇ」


「いぇえぇ、大昔って、まだほんの数日前のお話ですけど？」


「うるさい子ねぇ、エルエラは。いいこと？　わたくしにとって大事なのは今日という日なの。重要なのは今というこの瞬間なの。次に大事なのは明日あしたなの。その次は明後日あさつてなの。昨日のことなど、どうでもいいの」


　長椅子に寝そべっていたエルメンネッラは不意に上体を起こすと、手にしていた絵物語を放りだし、空いた右手を空中に泳がせながら歌うように言った。


「そう～～、わたくしは過去を～～振ふり返かえらない女～～♪」


「恰かつ好こういいこと言ってるようで、よく聞くと無反省の極み！」


　エルメンネッラは眉まゆを寄せ、いかにも不本意だという表情を作ってみせた。


「まぁ、そんな人聞きの悪い。前を、未来だけを見て歩いていきましょうという前向きな姿勢の表れだと言ってちょうだい」


「いえいえ、たまには振り返りましょうよ。振り返って少し反省しましょうよ。エメ様の生き方とか人生とかを」


「わたくし、反省するような人生を送ってはいないわね。というより、一度きりの人生、反省した者が負けよ」


　とエルエラは、はぁ、とため息を吐ついて肩かたを落とす。


　エメ様ったら、ああ言えばこう言うなんですから。屁へ理り屈くつばっかお上手で。家庭教きよう士しが匙さじを投げたのも判りますよ。


　そんな我わが儘ままで怠たい惰だで唯ゆい我が独どく尊そんな王女の侍女になってしまった不幸を恨うらめしく思いながらも、エルエラは己おのれの職務を果たそうと頑がん張ばった。


「エメ様が前向きで、とても前向きで、恐おそろしいほどに前向きなのはよく判りました。で、それはともかく。セイラ様をお通ししてもよろしいですね？」


「わたくしが駄だ目めだと言っても、あの娘こは聞きはしないでしょうに」


「ええ……まぁ、なんと言いますか、思い込みの激しいお方ですものね」


　エメ様の視野が百八十度くらいはあるとすると、セイラ様は前方向に三十度くらいしかないものなぁ。もっとも、エメ様の場合、視野に入っていても、自分に興味のないものは見ようとしないから、そこがまた厄やつ介かいなんですけど。


「いいわ、通してあげて頂ちよう戴だい」


「それには及およばないよ、エメ王ひ女め」


　エルメンネッラの部屋の入り口で、凜りんとした声が上がった。





　　　　２





「勝手知ったるエメ王ひ女めの館やかた、君の手を煩わずらわせるまでもない。案内など無用さ」


　細身の筒つつ袴ばかまを穿はいて腰こしに剣けんを吊つるした瘦そう身しんのセイラ王女が、颯さつ爽そうとした足取りでエルメンネッラの部屋に踏ふみ込んできた。後ろに束ねた髪かみの先を三本に束ねて垂らしている。


　エルエラを栗鼠、エルメンネッラを獅子に喩たとえたついでにセイラも何か動物に喩えるとすれば……しなやかで俊しゆん敏びんなガゼルとか、そういった類たぐいであろうか。能よく走り、能く跳とびそうな印象だ。


「やぁ、お久しぶりだね、エメ王ひ女め」


　セイラはわざとらしい仕草で自分の髪を手で梳すいた。


「相変わらず無駄に大きい胸は健在のようだ。重ちよう畳じよう重畳」


　一言発する度に、いちいち芝しば居いがかった所作を見せる女子が、セイラ・セリーン・サンクトファウレ。サンクトファウレ王国の第四王女である。つまりは、十六人いるリカルドの婚約者の一人ということだ。


　エルメンネッラが、はぁ、と短いため息を吐ついた。尊大で我が儘で自己中心的なエルメンネッラがこんなふうにため息を吐くのは珍めずらしい。


「わたくしの胸が大きいのは無駄ではありませんわよ。あなたこそ、その残念な胸は残念なまま成長していないようですわね」


　むっ、と眉を寄せたセイラは、しかし、そのエルメンネッラ言うところの残念な胸を思い切り張って応こたえた。


「胸に余分な脂し肪ぼうがつけば剣けん術じゆつの上達の妨さまたげになるだけだよ、エメ王ひ女め。胸の脂肪よりも剣術の上達こそが、今のボクにとって大事なことなのだからね」


　そう言ってからセイラは、やや腰を折り曲げ気味にして、
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「お判りかな？」


　と、伸のばした右の人差し指を顔の前で振ってみせた。


「さっぱりまったく少しも判らないわね。わたくしには剣術の腕うで前まえより胸の脂肪のほうがずっと大事だと思うわ。女としてね」


「それは価値観の違ちがいだな、エメ王ひ女め」


　すたすたと歩み寄ってきたセイラは、素早く腰の剣を外すと、エルメンネッラの対面の長なが椅い子すに勝手に腰を下ろしてしまう。


「いくら君が自じ己こ中ちゆーで自分勝手で独りよがりで傍ぼう若じやく無ぶ人じんだとしても、世の中すべてが君の価値観どおりというわけではないのだ。覚えておくといいよ」


　うわぁ、エメ様にこんなこと言えるの、世界中探してもセイラ様くらいじゃないかな。いい度ど胸きようをしているよなぁ、本当に。


　エルエラは震ふるえあがる。


　しかしエルメンネッラは、ふふん、とせせら笑うだけで、怒おこる様子を見せなかった。


「果たしてどちらの価値観が勝まさっているのか、この辺りで一度、判定によって白黒つけてみるのも一興だわね」


　セイラは、んん？　と小首を傾かしげた。


「どういうことかな、エメ王ひ女め。というより、誰だれに判定してもらうのだい？」


「誰って、ちょうどこれからここに来るではないの。わたくしとあなたの婚約者が」


「ああ、なるほど」


　セイラが大げさに頷うなずいた。


「わたくしは無む駄だに脂肪の詰つまったこの大きな胸を思う存分使ってリカルド王子を籠ろう絡らくするから、あなたはその剣術の腕前で彼を虜とりこにすればよろしいのではなくて」


「しかし……」


　セイラは腕うで組ぐみをして少しだけ考え込む仕草を見せた。


「あらあら、もう降参かしら？」


「いや、そうではなく。ボクはリカルド王子を虜にするべきかどうか、まだ決めてはいないんだ」


　エルメンネッラが不ふ審しんそうに眉を寄せた。


「……どういうこと？　あなた、リカルド王子に会いたくて、わざわざここまで来たのではないの？」


「会いたくて、というのはそのとおりなのだが……正確に言えば、王子の人ひと柄がらと剣の腕うでを確かめたくて、だね。ボクの婚こん約やく者しやというなら、少なくともボクと互ご角かくの剣の腕を持っていてくれなければ話にならない」


「あなたと互角の剣の腕って……そんな王子がこの世界にいったい何人いるかしら」


　エルメンネッラがそう言う以上、セイラの剣の腕は並なみ大たい抵ていではないということだ。


「ボクより弱い男に用はない」


　凄すごいこと言い切った！


　エルメンネッラの横に立ったままふたりのやり取りを聞いていたエルエラは、セイラの言葉に驚おどろき、同時に感心した。


　この世界、この時代では、婚こん姻いんというのはある種の契けい約やくで、国と国、家と家の結びつきを深めるための一手段である。


　といっても、女性の地位がそれほど低いわけではない。実際、女王を戴いただく国だって多いのだ。


　婚約に関しても、本人に拒きよ否ひ権がないわけではないから、どうしても嫌いやだったら婚姻を拒否することもできる。


　という原則論はたしかにあるのだが、拒否した場合、先方への謝罪やら違い約やく金きんやらという別の問題が出てくるので、なかなか個人の我が儘を貫つらぬき通とおすのは難しいのも事実だった。


　そんな世界、そんな時代で「婚約者に用はない」と言い切ってしまうセイラに、エルエラはある種の驚きと羨せん望ぼうを抱いだいてしまう。


　もっともエメ様だって、相手の殿との方がたが気に入らなければ「こんな婚約は破談だ」と言い立てるんでしょうけど。なんていうか、このおふたり、水と油のようでいて、根っ子の部分では似た者同士なのかも。


　そんなことを思ってしまうエルエラである。


「あら、そうなの」


　セイラの断言にも、エルメンネッラは眉を少し動かしただけだった。


「それにしても、婚約者の判断基準が剣の腕だけというのもどうなのかしらね。例えば、頭がいいとか悪いとか、そういうところは気にならないの？」


「ボクは馬ば鹿かだからね。ボクより頭のいい男、では、大たい抵ていの王子が基準を超こえてしまう」


　自分が馬鹿なことを弁わきまえているだけで、あなたが本当の馬鹿ではないことの証あかしだわね。馬鹿のくせに自分の馬鹿さ加減を知らない者がいちばんの馬鹿なのだわ。


「たしかにあなたは馬鹿だけれど、そんなに悲観するほどの馬鹿ではないと思うわよ」


「やぁ、エメ王ひ女めに誉ほめられたぞ」


　全然、誉めてはいませんけど。


　エルメンネッラは小さく肩をすくめた。


「では、リカルド王子は遠えん慮りよなくわたくしが頂戴しますわよ」


「あ、いや、べつに要いらないと言ったわけではないよ。もしかすると、予想以上にできる男子かもしれないじゃないか」


「さぁ、どうかしらね」


「というか、君だって会ったことはないのだろう？　どうして会う前から頂戴するなんて言うのかな？」


「あら。見たことも触さわったこともないからといって、新しい玩具おもちやを拒否する必要などないでしょう？　むしろ、初めて手にする玩具だからこそ楽しく遊べるのではないの」


「なるほど。君はそういう奴やつだったね」


　セイラは、くすっと小さく笑った。


「けれど、君がリカルド王子で遊ぶ前にボクが仕合を挑いどむからね。もしかすると君が遊ぶ前に傷物にしてしまうかもしれないが、許してくれ給え」


「仕方がないわね。わたくしは度量も胸も大きな女ですから、そのくらいのことは認めてあげてもよいわ」


　あくまでそこを強調するんだ。


「何か言いたいことがあるの、エルエラ？」


　ぶんんぶんと、エルエラが首を左右に振ふる。


「では、ふたりでリカルド王子が訪れるのを待つとしましょうか」


「そうしよう。で、彼はいつ来るのだい？」


「もうとっくに着いていてもいいはずなのですけれど、まだ来ていないわね。随ずい分ぶんと到とう着ちやくが遅おくれているわ」


「途と中ちゆうで何かあったのかな？　それとも、ここに来る前の国で何かあったとか」


「そうねぇ。このあいだシュールティスで大騒そう動どうがあったばかりですしねぇ」


　エルメンネッラがエルエラのほうに顔を向けた。


「エルエラ、国くに境ざかいまで誰か迎むかえを出してくれるかしら」


「あ、はい、承知しました」


「いや……エメ王ひ女め」


「セイラ、何か問題が？」


「問題ではないが、ひとつ提案があるんだ」


「何かしら」


「どうせ迎えを出すのなら、ボクが行きたいのだけど、どうだろう？」


「あなたが？　リカルド王子を迎えに？」


「どうせここまで来たのだから、もう少し足を延ばしても大して変わらないしね。迎えの一行に加えてもらえば、一いつ緒しよについていくよ」


「随分と急ぐのね」


「なんというか、一刻も早く婚約者殿どのの顔を見て、一刻も早く剣けんの仕合をしてみたいじゃないか」


「そうねぇ……」


　エルメンネッラは宙を見上げて何かを考えていたが。


「たしかに新しい玩具で早く遊びたいわねぇ」


　あくまで遊ぶんだ。といいますか、セイラ様の剣の仕合だって、見方によっては遊んでいると言えますよねぇ。


「エルエラ」


「ははは、はい？」


「リカルド王子を迎えるための使節団、わたくしが率います」


「おお、それはありがたい、エメ王ひ女め」


　セイラは満面に笑みを浮うかべたが。


「えぇぇ!?　あの……本気なんですか、エメ様!?」


　エルエラは苦虫をかみつぶしたような顔だ。


「むろん本気よ。わたくしが本気でないのは、政務を司つかさどるときくらいだわね」


「自じ慢まんしないでください、そういことを。というより、いちばん本気にならなくちゃいけないところなのに」


「わたくしは前向きに、かつ本音で生きる女」


「開き直った！」


「ということで」


　エルメンネッラは、じろりとエルエラを睨にらんだ。


「さっそく、使節団を仕立てる準備をするように家か老ろうに言ってちょうだい」


　このお方には何を言っても無駄だ。


　肩かたを落としたエルエラは、


「承知しました」


　と、エルメンネッラに向かって頭を下げた。


「リカルド王子はお忍しのびの訪問ですからね、大げさにしては駄だ目めよ？」


「それも承知しております」


「それと、リディア王国からの使節団、あるいはそれらしい一団を見かけた者がいないかどうかも調べておくようにね」


「仰おおせのままに」


「では、セイラ、わたくしたちも旅の準備を始めましょうか」


　あ～あ、エメ様の退たい屈くつの虫が動きだしちゃったなぁ。まぁ、それはいいんだけど。いつものことだから。でも。


　エルエラが心配なのは、むしろエルメンネッラがリカルドに会ったあとのことだ。


　これで、リカルド王子様がエルメンネッラ様をがっかりさせるような愚ぐ物ぶつだったら……エメ様ってば怒おこりだすんじゃないかなぁ。そうなったら……嫌だなぁ。


　エルメンネッラが怒ると、その理由はなんであれ、その対象がなんであれ、たいていの場合、エルエラにもとばっちりが及およぶのだ。


　どうかリカルド様が、エメ様の期待を裏切らないお方でありますように。


　そう祈いのりつつ、エルエラは城代家老に面会するためにエルメンネッラの私室から退出していった。
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　馬車の固い座席に座って車体に力なく背を預けたリカルドを、全員が覗のぞき込んでいる。狭せまい馬車の中は、ぎゅうぎゅう詰づめだ。


「熱がありそうですね、王子」


　とマリウスが深刻そうな顔で言った。


「汗あせが酷ひどいです、王子様」


　いつもはあまり表情を変えないカオルゥも不安そうな顔になっている。


「顔色も悪いで寿す司し」


　料理駄だ洒落じやれは相変わらずだが、ネゥネゥも心配そうな顔つきだ。


「おまけに顔も悪い」


　アイオリッタだけはいつもと変わらぬ口の悪さを思う存分発揮している。


「それは関係ないだろっ！」


　と思い切り突つっ込こんだところで、リカルドはへなへなと頽くずおれてしまう。


「だ、大だい丈じよう夫ぶか、リカルド殿？」


　座席に上体を横たえたリカルドの額に、セフィアが手を伸のばす。


「これは……かなり熱が高いの」


「ということは……リカルド様、お風か邪ぜを召めしてしまったのですね」


　セフィアの背後からリカルドを覗き込んでいたリィシャがそう言うと。


　アイオリッタが、ふん、と鼻を鳴らした。


「馬ば鹿かは風邪を引かんというのに」


「…………」


「むむ。王子から突っ込みが返ってこない。これは本当に風邪かもしれんな」


「……俺が突っ込むかどうかで俺の体調を測るなよ」


　と文句を言うリカルドの言葉は、しかし、とても弱々しかった。


「う～～ん、困りました。まだロサ・ロゼ王国に入ったばかりで、エルメンネッラ王おう女じよ様のいらっしゃるノリス城はだいぶ先ですし」


　とマリウスが言うと、アイオリッタも頷うなずいた。


「たしかに。この状態で馬車に揺ゆられていては、いくら鈍どん感かんで面つらの皮が厚い王子といえど、体が保もたないかもしれないな」


「言いたい放題だな、アイオリッタ」


「あのぅ、如何いかがですか、リカルド様のご様子は？」


　御ぎよ者しや台だいのほうから遠えん慮りよがちな声がかかった


「ユーリ王おう女じよ……ユーリ様」


　顔だけ背後に向けたアイオリッタが軽く会え釈しやくをする。


　イ・ウー・ハン国の王女であるユーリも、とある理由からリカルドの婚こん約やく者しや巡めぐりの旅に同道することになり、こうして一緒に旅をしている。


　リカルドの身分は秘密なので、当然、ユーリの身分も明かせない。セフィアと同じく、リカルドの侍じ女じよという扱あつかいになっていた。


「どうやら王子は風邪を引いてしまったようです。馬鹿のくせに」


　とアイオリッタが言うと、リカルドから弱々しい突っ込みがあった。


「おまえは、いっつも一言余計だっつ～～の」


「風邪ですか。それはいけませんね。ジョ・ウハ宮きゆうまで引き返しますか？」


　ユーリが、アイオリッタとマリウスの顔を交こう互ごに見る。


　ジョ・ウハ宮はユーリが暮らしている宮きゆう殿でんで──イ・ウー・ハン国では、王子・王女は各地にある宮殿に住まっている──リカルド一行が昨日まで訪れていた場所だ。


　だが、ジョ・ウハ宮があるのは山の中。というか、イ・ウー・ハン国そのものが険しい山さん岳がくに囲まれた国なのだ。


「いえ、ここまで下りてきてしまっていますから、もう一度、山道を登り返すほうが王子の体調には響ひびくのではないかと」


　マリウスがそう応えると。


「あ、そうですね」


　ユーリが肩を落とした。


「しかし、どうする、マリウス」


　アイオリッタに訊きかれて、マリウスが思案げに首を捻ひねった。


「ん～～、ともかく街道を進み、いちばん近い街まで行って宿を取って、王子を休ませるしかないのでは。たしか、この先にガルテンの街があったはずです。街まで行けば医い士しも薬くす士しいるでしょうし。あとは……エルメンネッラ王女のところへ遣つかいを出さなくてはなりませんね」


「……そうだな。そうするしかないか」


　渋しぶい顔で頷いたアイオリッタが、きつい目でリカルドを見下ろす。


「まったく、軟なん弱じやくで惰だ弱じやくな王子のおかげで、我ら供回りがいい迷めい惑わくだ」


「そう言わないでくださらんか、アイオリッタ殿どの。リカルド殿は吾われやリィシャを救うために無理をしてくれたせいで心労が積み重なって風邪を引いてしまったのに相そう違いないのじゃ。つまりこれは吾のせいでもあるのじゃから、責めるのなら吾も一いつ緒しよに責めてほしい」


　セフィアがそう言うと、ユーリもこくこくと首を縦に振ふった。


「僕もリカルド王子様を驚おどろかせてしまいました。リカルド様が心労で風邪を引いてしまわれたのは、僕にもその原因の一いつ端たんがあります。リカルド様を責めるのでしたら、どうか僕もご存分に」


「あ、いえ、そういうわけには」


　やれやれとアイオリッタが首を横に振る。


「たしかにセフィア様やユーリ様の仰おつしやるとおり、王子の心労は並なみ大たい抵ていのことではなかったのでしょう……ということにしておきましょう」


「しておきましょうって、なんだよ！」


「はいはい、王子、おとなしく横になっててください」


「けどな、マリウス……」


「いいですから、病人はおとなしく寝ねていてください」


　リカルドは持ちあげた頭を力なく下ろした。


「ここでこうしていても王子の具合がよくなるわけじゃないですし、そろそろ出発するとしませんか」


　マリウスが周りの者を見み渡わたすと。


「そうだな。早くしないと日が暮れる。夜になってしまえば医士も薬士も店じまいだろう。思い切り馬車をぶっ飛ばして……」


「いえいえ、アイオリッタ、それだと街に着く前に、王子の病状がさらに悪化してしまいますよ」


　ったく！　とアイオリッタがこれ見よがしに舌打ちする。


「馬車を走らせたくらいで具合の悪くなるような軟弱者など、生きている価値がないな」


「違ちがうよ。俺は馬車を走らせる前から、もうこうして具合が悪いんだよ」


「それが軟弱だと！」


「はいはい、アイオリッタ様、ちょっと失礼し鱒ます」


「なんだ、ネゥネゥ？」


「王子様の額にこれを」


　ネゥネゥが濡ぬれた布を差しだした。


「どうしたのだ、それは？」


「先ほど水場で汲くんだ湧わき水みずが冷たかったので、それに浸ひたして濡らしてきました。これを額に載のせておく榎えのき茸だけでだいぶ違うと思いますよ」


　載せておく榎茸……載せておくだけ、か。って、風邪を引いてるのにいちいち反応する俺も俺だな。


　ネゥネゥは座席に横たわっている王子の額に濡れた布をそっと載せた。


「あ～～、冷たくていい気持ちだ」


「馬車はあまり揺らさないように静かに走らせるとして、王子の介かい護ごは……」


　マリウスがもう一度、周りを見渡すと、すかさずセフィアとユーリが手を挙げた。


「吾がやろう」


「僕もやります」


　むっ。


　にこっ。


　セフィアはユーリを睨にらむが、ユーリのほうは笑顔を返すだけだ。それでセフィアも毒気を抜ぬかれたのか、マリウスに向かって、


「吾とユーリ殿のふたりが看病につくことにしよう」


　と言った。


「では、セフィア様、これを」


　ネゥネゥが小さな桶おけに入った水を差しだした。


「直すぐに温ぬるくなってしまうでしょうけど、何も梨なしよりはマシかと」


「……すまんの、ネゥネゥ」


　食べ物駄洒落のほうは無視し、セフィアは礼を言って手桶を受け取った。


　横たわっているリカルドも弱々しい声で礼を言う。


「ありがとうな～～、ネゥネゥ～～」


「どういたしまして、王子様」


　手桶を渡わたして、ネゥネゥが下がっていく。


「今夜は精のつく美お味いしい物を作ります。美味しい食事を摂とって一晩ぐっすり休めばる、明日あしたには回復します」


「……ああ、めばる、な」


　にっこりと微笑ほほえんだネゥネゥは、


「では、わたしは自分の馬車のほうに戻もどりますので」


　と言って馬車から飛び降りた。


「えっと、じゃあ、この馬車にはセフィア様とユーリ様と……あと、カオルゥ、お願いできますか」


「もちろんであります、マリウス様。このカオルゥ・ユゥミ、命に代えても王子様と王女様をお護まもりするのであります」


「うん、まぁ、頑がん張ばってね」


「「よろしくお願いします、カオルゥ殿」」


　リィシャとギ・アナがカオルゥに向かって頭を下げた。


「では、わたしも自分の馬に戻る」


　アイオリッタが馬車を降り、マリウスは御者台へと移動する。


　彼の隣となりにカオルゥが遠慮がちに腰こしを下ろし。


　リィシャとギ・アナがネゥネゥの馬車まで歩いていき、リィシャは御者台へ登り、ギ・アナは荷台へと回る。


　現状、リカルド一行は、馬車一台と荷馬車一台、それに馬一頭で移動している。


　四頭立て馬車にリカルドとセフィア、ユーリが乗って、御者台にマリウスとカオルゥ。


　カオルゥはときどき御者台を下り、自分の足で先行して前方の様子を探っている。


　荷馬車の御者台にネゥネゥとリィシャ（かギ・アナ）が座り、ギ・アナ（かリィシャ）が荷台に乗る。


　リィシャもギ・アナも、本音を言えば自分の主人──セフィアとユーリ──の隣にいたいのだが、リカルド王子と王女ふたりが乗っている馬車に同乗するのも躊躇ためらわれるため、ネゥネゥの荷馬車のほうに乗っている。


　アイオリッタだけは、いつもどおり馬での移動である。


　彼女の馬の横っ腹には槍やりが括くくりつけてある。アイオリッタは槍が得意なのだ。


「では、行きますよ～～」


　御者台のマリウスがネゥネゥとアイオリッタに向かって手を振り、ゆっくりと馬を歩ませ始めた。


　こうしてリカルド王子を乗せた馬車は、イ・ウー・ハン国からロサ・ロゼ王国を繫つないでいる街道を、次の街──ガルテンの街──目指して南下を開始した。
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　がたごとと不規則に揺ゆれる馬車の中で、リカルドは目を瞑つぶったまま、大きく息を吸ったり吐はいたりしている。傍はたで見ていてもかなり苦しそうなのが伝わってくる。


「リカルド殿、具合はどうじゃ？　辛つらくはないか？　額の布を取とり替かえるか？　ん？」


「ぁあ？」


　セフィアの呼びかけに、リカルドがうっすらと目を開けた。


「ん……頼たのむわ」


　セフィアがリカルドの額に載っている濡れた布を取りあげようとしたとき、横からすっとユーリの手が伸のびてきた。


「これは僕にお任せください」


　ユーリが右手の指で布を持ちあげようとするのと同時に、セフィアもぐわしっと布を摑つかんだ。


「なんの、ユーリ殿にそのようなことをしていただかなくとも、吾がいたす故ゆえ、お気き遣づかいはご無用じゃ」


「いえいえ、こんなことは僕がやりますよ。セフィア様のようなか弱い女の子にさせてはおけませんもの」


「いやいや、吾は全然か弱くはないのでご心配めされるな。ユーリ殿こそ、吾よりもか弱いのではないか？　そんな白しら魚うおのような綺き麗れいな手を冷水に浸つけたりしては大変じゃ」


「いえいえ、僕は、ほら、いま女子じゃありませんし、大だい丈じよう夫ぶですよ？」


「ほっほ～～、女子ではないのか、ユーリ殿は。なのにリカルド殿の婚こん約やく者しやだと言い張るのじゃな？」


「だって、僕、リカルド様にあんなことやこんなことをしてもらえれば、女子を取り戻せますもの。だから、今は女子じゃなくても大丈夫なんですよ？」


「ほっほ～～。しかし、いつ女子になるかは判らなかったように思うのじゃが？　ということは、もしかすると二度と女子に戻らない可能性もあるのではないのかな？」


「そんなことはありません。セフィア様に心配していただかなくても、僕は必ず女子に戻れますから。セフィア様も他人の心配をするより、ご自分の体をもう少し女子らしい方向へ持っていくことを考えたほうがよいのではありませんか？」


「なんじゃと？　それはどういう意味なのじゃろうか？」


「ですから、もう少し胸とか腰とかを豊かにされたほうが」


「むっき～～っ。吾を馬ば鹿かにするでない。吾はあと三年もすれば、ばいんばいんのたゆんたゆんになることが決まっておるのじゃ！　約束されておるのじゃ！　そう言うユーリ殿こそ、そんな何もない胸で大丈夫なのか？」


「何もなくはありません。まだ多少はあります。それに僕は、女の子に戻れば少なくともセフィア様よりは大きいので問題ありません」


　自分の頭上で、ばちばちと大きな火花が飛び散っている気がして、リカルドはおちおち寝ねていられない。たとえ火花が散っていなくても、揺れる馬車の固い座席の上では横になったところで寝られないのだが。


　それより、飛び散った火花で馬車が燃えださないだろうな、おい。


　婚約者ふたりが常に顔をつき合わせていればこうなるのではないかとリカルドが恐おそれたとおりの展開になってきて、なんだか笑ってしまいそうだ。


　リカルドは内心で大きくため息を吐くのだが、彼の心配などどこ吹ふく風かぜで、セフィアとユーリは言い合いを続けている。


「なっなんじゃと！　ユーリ殿どのは股こ間かんに変なモノをぶら下げておるくせに！」


「へっ変なモノとはなんですか、変なモノとは!?」


「それが変なモノでなくて、何が変なモノじゃ!?」


「こっこれはリカルド様の股間にだってぶら下がっているんです。セフィア様は、リカルド様の股間にも変なモノがあると仰おつしやるんですか!?」


「そ……それは……それはリカルド殿のモノだから変ではないのじゃ。むしろ、いいモノなのじゃ」


「そのリカルド様のいいモノで、僕は女子に戻していただくのですから、邪じや魔まをしないでくださいませんか」


「わっ吾われだって、リカルド様の股間についておるとってもいいモノで女子にしていただくのじゃ！」


「僕が先です」


「何を言うか。吾が先に決まっておろうが。何しろ吾はリカルド殿の股間のとってもいいモノをすでに見ておるのじゃからな」


　ごへほっぐほっ。


　リカルドは激しく咳せき込み、ユーリが驚おどろきの色を浮うかべて仰のけ反ぞった。


「な……なんですって？」


「ふふふ、そうとも。色、艶つや、形、吾はすべて確認済みなのじゃ。いや、あれはなかなか大したモノじゃった。いま思いだしても、吾は胸の鼓こ動どうの高まりを抑おさえ切れん」


「が～～～～ん！」


　手て触ざわりとかはまだじゃが、そこはしらを切る。というか、いずれ近いうちに？


　リカルドの「なかなか大したモノ」の手触りを確認する自分を想像したセフィアは、顔を赤らめつつも勝かち誇ほこったような笑い声を上げた。


「うはははは、恐れ入ったか」


「ぼ、僕もリカルド様の股間の素敵なモノの色艶形を確認しておかなくては……」


「あ、こら、どこに手を伸ばしておる！」


「セフィア様はもう確認済みなのですから、いいじゃないですか。僕にも確認させてください！」


「そ、そうはいかん。吾もまだ触さわっては……」


「え？」


「あ、いや、なんでもない。とにかくユーリ殿だけにそんないい思いはさせんぞ！」


「邪魔しないでくださいってば」


「邪魔するに決まっておろうが」


　などと、ふたりはリカルドの「いいモノ」を巡めぐって闘たたかっていたが、そのうち。


「判りました。では、こうしましょう」


　どうやら妥だ協きよう点を見いだしたようだ。


「どうするのじゃ？」


「ふたり一いつ緒しよに確認するということで」


「む……まぁ、仕方がないか」


　リカルドは堪たまらず悲鳴を上げた。


「お～～い、誰だれかこいつらを止めてくれ～～。でないと俺は、熱がどんどん上がって、脳のう味み噌そが沸ふつ騰とうして死んでしまうぞ～～」
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　セフィアとユーリが、馬車の中でどたばた騒さわぎを繰くり広ひろげていると、御ぎよ者しや台だいから屋根に乗り移って前方を見張っていたカオルゥが、騒ぎに気づいて窓から中を覗のぞき込んだ。


　王子が直じき々じきに遣つかわした使者の馬車ということで、窓には高価な硝子グラウスが嵌はまっているから、遮しや光こう布で覆おおっていなければ外から覗けるのだ。


　王女ふたりに襲おそわれそうになっているリカルドに気づいたカオルゥが、器用に扉とびらを開けて中に入ってきた。それでようやく、リカルドの「いいモノ」を巡るふたりの悶もん着ちやくに終しゆう止し符ふが打たれた。


　助かったぁ。


　リカルドは静かに、しかし、大きく安あん堵どの息を吐はいた。


「どうされましたか？」


　と訊きくカオルゥに、ふたりは揃そろって掌てのひらを激しく振ふり、首を左右に振った。


「なんでもない。なんでもないのじゃ、カオルゥ。のう、ユーリ殿」


「ええ、本当になんでもありません。ねぇ、セフィア様」


「はぁ」


　値ね踏ぶみするような顔でふたりを見やっていたカオルゥだが、直ぐにリカルドの額に載のっていた濡ぬれた布が床ゆかに落ちていることに気づいた。


「あ、いけません、これは濡らして王子様の額に載せておかなくては」


　カオルゥは落ちている布を拾いあげ、手て桶おけの中の水に浸ひたすと、ぎゅうっと絞しぼり、広げて畳たたんで、王子の額に載せた。


「あ～～、すまんな、カオルゥ」


「なんというもったいないお言葉。このカオルゥ・ユゥミ、王子様のありがたいお言葉を末代まで語かたり継つぐでありましょう」


「そんなものは語り継がんでいいからな？」


「では、書面にして」


「書面も要いらんから」


　一方、セフィアとユーリは、思い切り情けない顔で、あるいは恨うらめしそうな顔で、カオルゥと王子を見やっていた。


　鳶とんびに油あぶら揚げとはこのことじゃな。


　せっかくリカルド様と大接近する好機でしたのに。


　ふたり揃って、カオルゥを睨にらみつけた。


　このお邪魔虫さんめ！


　びくぅっ。


　何やら背筋が寒くなり、思わず震ふるえるカオルゥであった。
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　二台の馬車とアイオリッタの乗る馬がガルテンの街の城門を潜くぐったとき、すでに日は西に傾かたむきかけていた。


　この時代では、街の大門は日の出と共に開けられ、日にち没ぼつの一刻かそこら後に閉められる場合が多い。


　ガルテン城も例外ではないはずで、そうなれば城内に入れないから、リカルドは医士に診みてもらえない。とりあえず間に合ってよかったと一同は安心した。


　街はそこそこ大きな街で、宿屋街には何軒けんもの宿屋が軒のきを連ねている。


　マリウスは、その中でも比ひ較かく的てき大きくて作りのしっかりした宿屋を選び、料金を交こう渉しようして二泊はく分の宿代を先さき払ばらいした。


　身分を隠かくしているとはいえ、仮にも一国の王太子と王女ふたりが泊とまるのだから、それなりの宿屋とそれなりの部屋を限られた予算で確保しなくてはならないわけで、マリウスもなかなか大変だ。しかし、女好きでいい加減という人間的欠けつ陥かんを抱かかえながら、人当たりがよく話術も巧たくみな彼は、この手の交渉事にはその手しゆ腕わんを遺い憾かんなく発揮する。


「二階に部屋を四つ、確保しましたから」


　四つというのは、リカルドとマリウスの部屋、女子その一（アイオリッタ、ネゥネゥ、カオルゥ）の部屋、女子その二の部屋（セフィアとリィシャ）、女子その三の部屋（ユーリとギ・アナ）の四部屋だ。


「これで王子の風か邪ぜがこれ以上悪化するのは防げますね。あとは医士による診しん察さつと投薬、それに栄養のある物を食べさせれば」


　そこで言葉を切ったマリウスは、宿屋の入り口に控ひかえているネゥネゥのほうを見る。


「はい、食事はお任せ白はく菜さい！」


　街中の宿屋は、高級な宿であっても自じ炊すいか外食が基本だ。王族が泊まるような特別な宿でもない限り、この時代のこの世界では食事付きの宿のほうが珍めずらしいのである。


「ええ、任せましたよ、ネゥネゥ」


　と彼女に向かって頷うなずいてみせてから、マリウスは宿屋の主人から部屋の鍵かぎを預かる。


「さて、二階の部屋しか空いていなかったので、まずは王子を部屋まで運びあげなくてはなりませんね」


　足取りが覚おぼ束つかないリカルドの様子を見て、マリウスとアイオリッタが肩かたを貸して階段を上ることにする。


　最初は、


「肩を貸すなら吾われが」


「僕も」


「では、吾が右肩を支えるので、ユーリ殿どのは左肩を」


「そうしましょう」


　などと言って勇ゆう躍やく進みでたセフィアとユーリだったが、いざリカルドの肩を支える段になって、ふたりでは彼の体重を支えて階段を上れないことが判明。呆あつ気けなくその役目をマリウスとアイオリッタに譲ゆずることとなった。


　リカルドは背の高いほうだし、それなりに鍛きたえているので筋肉質。同じ身長の者に比べると体重がある部類だ。


「吾ももう少し体を鍛えたほうがよいかのぅ、リィシャ」


「いえ、王ひ女め様は今のままでよいかと」


「そうじゃの。吾は女子なのじゃからな。むしろ、ユーリ殿はもう少し体を鍛えておいたほうがいいのではないかな？」


「どういう意味です？」


「いやほら、女子に戻もどれんかったときのことに備えて。な？」


「大きなお世話ですね！」


　またも睨み合いが始まり、仕方なくカオルゥとネゥネゥがあいだに割って入ってふたりを収めるのだった。


「セフィア様、あまり突つっかからないでください」


「ユーリ様、落ち着いてください」


「ああ、うむ」


「あ、すみません」


　ふたりは直ぐに矛ほこを収める。


　どうせ直ぐに、収めた矛を振り回すのでしょうけど。


　カオルゥは内心で諦あきらめ気味だ。


　ふたりの鞘さや当あてがとりあえず終しゆう了りようすると、マリウスは横の王子の顔を覗き込む。


「王子、大だい丈じよう夫ぶですか？　ちゃんと歩けそうです？　さすがに王子を背負って階段は上れませんよ？」


「あ～～、なんとかな」


　右肩をマリウスに、左肩をアイオリッタに支えられ、リカルドがよろよろと足を運び始めた……のだが。


　アイオリッタが階段の途と中ちゆうで不意に足を止めた。


「ん？　どうかしましたか、アイオリッタ？」


　王子の体の向こうからマリウスが顔を覗かせる。


　アイオリッタが、これこれ、と言うように、王子の左手を指さした。


　マリウスがアイオリッタの指先を目で追うと。


　アイオリッタの首に回した王子の左ひだり腕うでがアイオリッタの体の前面にだらりと垂れさがっている。その掌てのひらがちょうどアイオリッタの鎧よろいの胸部に触ふれているのだ。


「脳のう味み噌そ桃もも色いろ王子は、風邪にかこつけてわたしの胸を触さわり放題というわけか」


　リカルドが、ぼ～～っとした顔を上げ、とろんとした眼を向けてきた。


「なんのことだ？」


「これのことだ！」


　アイオリッタが左手でリカルドの左手の甲こうを思い切り抓つねった。


「痛いてえぇぇぇ」


　慌あわてて左手をアイオリッタの首から引ひき剝はがしたリカルドは、大きく足をよろめかせてしまう。それをマリウスが、なんとか抱だきかかえ支えた。


「な……いきなり何するんだ、アイオリッタは!?」


「何をするとはこちらの台詞せりふだな、王子。どさくさに紛まぎれて人の胸を触りおってからに。貴様が王子でなければ階段から蹴けり落とした挙げ句に、みじん切りにしているところだ」


「触ってないだろ。ただそこに垂れていただけで、鎧にちょっと触れてただけだろ。おまえにはなんの影えい響きようもないだろ」


「人の胸を触っておきながら、その開き直りはなんだ！　こうなったら貴様のその手を、本気でみじん切りに……」


　マリウスに抱きかかえられているリカルドを睨みつけたまま、アイオリッタが腰こしの剣けんの柄つかに手をかけると、背後からネゥネゥの声が上がった。


「アイオリッタ様、王子様は風邪で意識が耄もう碌ろくとなっているんで酢すよ。そのように難なん癖くせをつけてはいけません」


　おお、さすがはネゥネゥ、アイオリッタの奴やつに対する立派な防ぼう波は堤ていになってくれるぜ。ただし、耄碌じゃなくて朦もう朧ろうだけどな。


　朦朧としながらも、脳内突っ込みだけは忘れないリカルドである。


「みじん切りにするなら、せめて熱がなく、意識がはっきりとしているときに」


　全然防波堤じゃなかった！


「む……そうだな。今日は風邪のせいで間ま違ちがったということにしておいてやる」


「どうしておまえは一国の王子に対して、そう上から目線なんだよ!?」


「では、とっとと王子を寝しん台だいに寝ねかせてしまおう」


「無視かよ」


　やれやれと、マリウスは苦笑しつつ頷いた。


「はいはい、そうですね。王子、部屋まで歩けますか？」


「ああ……大丈夫だ」


　マリウスとアイオリッタに支えられながら、リカルドは必死で足を動かして階段を上り、なんとか宿屋の部屋の寝台に体を横たえた。
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「さて、では、わたしはお湯を沸わかして薬やく湯とうを用意し鯛たいと思います」


　調理服の腕うでをまくったネゥネゥが、大きな荷に袋ぶくろを抱え、意い気き揚よう々ようとした態度で部屋から出ていった。


　その背中へ、リィシャとギ・アナが声をかける。


「あ、荷物を置いたらお手伝いに行きますので」


「わたしも行きます」


　調理用の水場や竃かまどは階下にあるから、そこでお湯を沸かして薬草を煎せんじるのだ。


　リィシャとギ・アナは、宛あてがわれた部屋に自分と王女の荷物を運び込もうと部屋を出ていった。


「アイオリッタとカオルゥもとりあえず荷物を置いて着き替がえてきたらどうです？　王子は僕が看みていますから」


　アイオリッタは隊商の護衛という役回りなので、白しろ銀がねの軽装鎧を着けている。


「そうするか」


「拙せつ者しやはべつに着替える必要もありませんので、ここに控えております。何か用があればお申しつけください」


「そう？　じゃ、カオルゥはいいとして」


　マリウスが顔を巡めぐらせる。


「セフィア様とユーリ様も、とりあえず部屋で一休みされてきてはいかがです？」


「いや、吾はべつに疲つかれてはおらん。リカルド殿の看病を手伝うぞ。何しろ吾はリカルド殿の侍じ女じよなのだからな」


「僕もリカルド様の侍女ですから、どうかお気き遣づかいなく」


「……ですか。おふたりがそれでいいのなら、いいんですけど」


　うむうむと頷いたセフィアが、


「で、まずは何をするのじゃ？」


　と訊きいてきた。


　寝台に横になって荒あらい息を吐はいている王子にちらっと視線を向けたマリウスは、直ぐにセフィアに視線を戻す。


「そうですねぇ。まずは服を脱ぬがせて汗あせを拭ふくとかしたほうがいいんじゃないですかね？　汗をかいたままだと体が冷えてしまいますから」


　セフィアが目を大きく見開き。


「お？　おお、さようか」


　やる気満々で進みでた。


「リカルド殿を脱がせるのか。それは大役を仰おおせつかったものじゃ。だが、任せるがよい。吾は脱がすのは得意じゃぞ？」


「セフィア様だけを働かせるわけにはいきません。僕もお手伝いいたします」


　む！


　とユーリを睨にらむセフィアだが、直ぐに表情を和やわらげた。


「ま、よいわ。ここで喧けん嘩かをしていると、またカオルゥにいいところをさらわれかねん。ここはふたりで一いつ緒しよに脱がすといたそうか」


「そうですね。ええ、ふたりで一緒に脱がしましょう。全部。そして裸はだかになったリカルド様の全身を余すところなく観賞……いえ、股こ間かんのいいモノを……いえいえ、汗をお拭きしましょう」


「さようじゃな」


　お～～い、マリウス、こいつらをなんとかしてくれ～～。


　リカルドは力のない視線をマリウスに向け、必死に目で訴うつたえたが。


「いや～～、王子、羨うらやましいな～～」


　マリウスは本気で羨ましそうな顔でリカルドを見返してきた。


「羨ましいな、じゃねえだろ！」


　思わず全身全ぜん霊れいで以もつて突っ込むリカルドだが、そうすると、くらくらと目め眩まいがする。


　いかん。安静にしていないと本気で不ま味ずい。頼たのむから俺をゆっくり休ませてくれ。


「……って、おい！」


　セフィアとユーリは、もうリカルドの服に手を伸のばしている。


「こら、ふたりとも！　なに早くも脱がそうとしてるんだよ！」


　セフィアが王子に向かってにっこりと微笑ほほえんだ。


「いやほれ、全身の汗を拭かんと風か邪ぜが悪化してしまうらしいからの。じゃから、こうしてリカルド殿どのを全ぜん裸ら！　にしようと。全裸！　にして全身隈くま無なく懇こん切せつ丁てい寧ねいに優やさしく拭きまくってやるから心配無用じゃ」


「どうして全そ裸こに力を込めてんだよ！」


「ですけどリカルド様、セフィア様の言うとおり、早く汗を拭かないと、風邪が悪化して死んでしまいます。一刻も早く全裸！　になってください」


「だから。どうしてふたりして全そ裸このところに拘こだわってやがるんだよ!?」


「いや、それは、まぁなんというか……」


　セフィアは恥はじらったように視線を外し、ぽっと顔を赤らめた。


「吾われも興きよう味み津しん々しんじゃからの」


「可愛かわいい態度で、思い切りぶっちゃけやがったな！」


　セフィアは真しん剣けんな表情でリカルドの顔を覗のぞき込む。


「特にリカルド殿の、とある某ぼう一点には興味津々じゃ。いや、むしろ棒一点かの？」


「上手いこと言った気で得意になってんじゃねえ！」


「ぼ……僕も、じつは興味津々で」


「おまえは女じゃなくなったんだから、自分の裸を見てりゃいいだろ！」


　ユーリが小さく仰のけ反ぞった。


「ああぁ、なんて酷ひどい言い草!?」


「人が熱にうなされてるのにかこつけて裸にしようってのは酷くないのか？」


「あ、でも、そういう意味では」


　今度はユーリがにっこりと微笑む。


「僕は女子ではないのですから、リカルド様は僕に全裸を見られても平気ですよね？」


　まぁ正確には完全な男子でもないのですが、そこは触れない方向で。


　内心で開き直ったユーリは、微笑んだまま、なおもリカルドに迫せまった。


「僕もリカルド様の全裸を見てもまったく平気ですから、どうか安心して全裸になってください。むしろ、女子ではない者同士、進んで見せ合ってもいいのではないですか？」


　ユーリの一言に、リカルドは焦あせって突つっ込んだ。


「平気じゃないだろ！　安心じゃないだろ！　というか、女子ではない者同士って、その分類にはかなり無理があるぞ！」


　焦ったのはセフィアも同じだ。すかさず彼女もユーリに突っ込んだが、しかし突っ込む方向性が全然違ちがっていた。


「なっ、何を自分だけ見て当然のように言うておるのじゃ、ユーリ殿は!?　吾だって見て当然なのじゃ。というより、男子同士で見せ合うより、男女で見せ合うほうが遥はるかに健全で建設的ではないか」


「そんなことはありません」


「いや、あるぞ？」


「ありません」


「ある」


　ふたりが睨み合っていると、マリウスが宥なだめに入ってきた。


「まぁまぁ、おふたりとも。ですから、男か女かなど関係なく、ふたりご一緒に観賞……じゃなくって、全裸王子の汗を拭いてあげればいいのではないですか？」


　おまえ、仲裁の方向性が間違ってるよ。完っ全に間違ってるよ！


「う、うむ、そうじゃな」


「そ、そうですね」


「ふたりで一緒にな」


「ええ、ふたりで一緒に」


「ところで……リカルド殿の棒一点の汗をお拭きするのはどちらが？」


「そ、それは」


「それは？」


「喧嘩はよくありません。やはりふたりで一緒にしましょう」


「できるものなのか？　というか、そもそも棒一点は汗をかくものなのか？」


「い、いえ、どうでしょうか。僕も、まだ殿との方がたの棒一点に触さわった……もとい、汗をお拭きしたことはないですし」


「自分のは、どうなのじゃ？」


　とセフィアが顔を赤くして尋たずねると、ユーリも顔を赤くして応えた。


「い……いえ、あの、判りません。たぶん汗はかかないのでは……と思わないでもないのですが、でも本当にそうなのかどうか、実際に体験してみませんと」


「さ、さようか。まぁ、何事も挑ちよう戦せん、何事も経験じゃな？」


「ええ、挑戦して初めて判ることもあると思います」


　うんうんと頷うなずき合うふたりの王女──正確には、ひとりは王女とは言い難がたかったが──の真剣な表情にリカルドは震ふるえあがった。


「マリウス、おまえ、冗じよう談だん言ってる場合じゃないぞ。なんとかしてくれ～～」


　羨ましそうに三人の言い合いを見ていたマリウスは、リカルドに泣きつかれて不思議そうな顔になった。


「こんな可愛らしい婚こん約やく者しやふたりが王子を全裸にして全身を拭いてくださると仰おつしやっているのに何を嫌いやがってるんですか？　むしろここは進んで脱ぐところじゃないです？　そして、あんなところやそんなところまで全身隈無く汗を拭いてもらえばいいんです。特に棒一点とか。きっと天国に昇のぼったような気持ちよさですよ」


　だっ駄だ目めだ、この色事師はまったく頼たよりにならねえ。そうだ、カオルゥ！　カオルゥは何してんだ？


　リカルドが室内を見み渡わたしても、カオルゥの姿は目に入らなかった。


　おかしい、部屋を出ていったはずがないから……あいつめぇ、また穏おん形ぎようの術で見学者的な態勢かよ。


「ささ、リカルド殿、風邪の悪化を防ぐために全裸になろうではないか。の？」


「リカルド様、風邪の悪化を防ぐためです。恥ずかしくても我が慢まんして、全裸に」


　おまえらに裸にされたら、確実に悪化するわ！


「優しく拭いて進ぜるぞ」


「それはもう優しく拭いて差しあげます」


「あんなところから」


「そんなところまで」


　ふたりは目を輝かがやかせながら両の掌てのひらを高く掲かかげ、じりじりとリカルドに迫ってきた。


　マリウスは止めようという意志も見せず、どころか一歩、二歩と下がって、存分におやりなさいという態勢だ。


　ふたりの魔まの手てから逃にげようとリカルドはもがくのだが、高熱のせいなのか、どうにも上手く体に力が入らない。


　誰だれか助けてくれぇぇぇ。


　リカルドの悲痛な心の叫さけび声ごえを聞きつけたわけでもないだろうが、救いは現れた。
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「む？　なんだ、この桃もも色いろの腐ふ臭しゆう漂ただよう空気は!?」


　アイオリッタだった。


　鎧よろいを脱ぬいでふつうの上着と筒つつ袴ばかま姿になった彼女は、入り口に仁王立ちになってふたりの王女を睨ねめつけた。その一睨みで、セフィアとユーリの動きがぴたりと止まった。大した眼力だ。


　そしてアイオリッタの背後からはネゥネゥも顔を覗かせる。


「どう菓か子しましたか？」


　セフィアとユーリは、いかにも残念そうな表情を隠かくそうともせず、渋しぶ々しぶといった態度でリカルドが横たわっている寝しん台だいから離はなれた。


　と同時に部屋の片かた隅すみで、しゃがみ込んでいるカオルゥの姿がゆらりと揺ゆらめいた。普ふ段だんあまり表情を変えない彼女なのに、残念そうな顔になって小さく舌打ちをしている。


　あからさまだな、おまえら……。


　リカルドが三人の女子を苦々しい目で見ていると。


「はい、王子様、薬やく湯とうをお持ちしました。熱冷ましの効果もあり茄な子すから、まずはこれを飲んで白はく菜さい」


　ネゥネゥだけは、いつも同様、料理食材駄だ洒落じやれをぶちかましている。


　あり茄子……あぁ、あります、か。


　相変わらず料理駄洒落は鬱うつ陶とうしいが、何があっても言動の変わらぬネゥネゥに、リカルドはむしろ安心してしまう。


「すまないな、ネゥネゥ」


「王子様、さぁ、薬湯をどうぞ」


「あぁ……」


　上体を起こそうするリカルドだが、なかなか体に力が入らずに悪あく戦せん苦く闘とうしていると、彼の背中をアイオリッタがぐいと押した。


「お……助かった。ありがとうな」


「気にするな」


　アイオリッタの助けを借りて上体を起こしたリカルドは、ネゥネゥから薬湯の入った取っ手付きの鉄の器うつわを受け取り、それを口くち許もとに運んだ。


「それほど熱くはないですから、一息に飲んで果くだ物ものさい」


　……ください、だな。


　突っ込む気にはならないので、黙だまって薬湯を喉のどに流し込むリカルドである。


「苦……いな」


「苦い辛から子しこその良薬です」


「辛子は苦くねえよ。辛いから辛子なんだよ」


　とリカルドは弱々しく突っ込みながら、口の中の苦みを消そうとして水差しの水を空になった器に注いで口に入れた。そこへ、リィシャとギ・アナが戻もどってきた。


「遅おそくなりました」


「お待たせしました」


「ああ、全員揃そろいましたね。では、今後の傾けい向こうと対策会議でも始めましょうか」


　とマリウスが言うと。


「傾向と対策とはなんのことだ、マリウス？」


「いやですねぇ、アイオリッタ。王子が風か邪ぜを引いてしまってしばらく身動きが取れないわけですから、いろいろと対策を練っておかないとならないじゃないですか。僕らは物もの見み遊ゆ山さんに来てるんじゃないんですから」


「……そうだな。とりあえず、これから訪れる王女様、エルメンネッラ様のところへ連れん絡らくを入れておかないとならないしな」


　マリウスが真ま面じ目めな顔で頷いた。


「ええ。事情を説明して、遅おくれることを謝罪して、王子が快復するまで待ってもらわなくてはなりません」


「しかし、そんな交こう渉しよう事ごとができるのはおまえくらいしかいないだろう？」


　そうですねぇ。ぼくくらいしか……っていうより、完全に僕にしかできませんけどね、この面子メンツだと。特にアイオリッタ、あなたの謝罪は、普ふ通つうの人からすると喧けん嘩かを売られているようにしか思えませんしねぇ。


「何か言いたいことがあるのか？」


「べつにありませんよ？」


　と首を振ふっておいてから、マリウスは、ですから、と言葉を継ついだ。


「明日あしたにでも僕がノリス城まで行って、事情を説明して遅ち参さんを謝ってきますから」


　アイオリッタが頷いた。


「ご苦労だが、マリウスに頼たのむしかないな」


「それが僕の仕事ですしね」


「ひとりだからって、ノリス城で王おう女じよの侍じ女じよに手を出したりするなよ？」


「え？　だ…………出しませんよ、もちろん」


「おい、なんだ、今の間まは!?　貴様をひとりで遣やるのがもの凄すごく不安になってきたぞ」


「ですから、そんな心配は無用ですってば」


「どうだかな」


　眼を細め、ゆっくりと視線を巡めぐらせたアイオリッタは、部屋の隅すみで片かた膝ひざついて固まっているカオルゥに目を留めた。


「カオルゥ、おまえもマリウスについてノリス城まで行ってくれ」


「それは……よいですが、王子様の警護は大だい丈じよう夫ぶでありますか？」


「なに、ここにはわたしとネゥネゥがいる。リィシャ殿どのもそれなりの使い手のようだし、問題はないだろう」


「了りよう解かいいたしました。では、拙せつ者しやはマリウス様の警護を……」


「いや、そうではない。勘かん違ちがいするな、カオルゥ」


「え？」


　カオルゥがきょとんとした顔でアイオリッタを見上げた。


「おまえは、マリウスが王宮の侍女に手を出さないように、こいつを見張る役だ」


「酷ひどっっ」


　マリウスが大きく仰のけ反ぞった。


「もし手を出そうとしたら、かまわん、思い切り刺さしてやれ」


「了解いたしました！」


「それでも手を出そうとするようなら、かまわん、こいつの股こ間かんに生えている悪あく魔まの棒を切り落としてやれ」


「承知いたしました。拙者、命に代えてもマリウス様の股間に生えている悪魔棒を見事に切り落としてご覧に入れまする！」


「いやいやいや。そんなに張り切らなくてもいいからね、カオルゥ。というか、僕の股間にはそんなモノは生えていないからね」


「いいや、張り切れ。絶対にこいつから目を離すな。万が一にも、こいつが王宮の侍女にちょっかいを出して、それをエルメンネッラ王女に知られたりすれば、外交問題に発展するぞ」


「お任せください。このカオルゥ・ユゥミ、命に代えましてもマリウス様の悪魔棒を切り落とし、外交問題の発生を未然に防ぐ覚かく悟ごであります！」


「だから。悪魔の棒とかを強調するのは止やめてくれないかな。だいいち、僕、悪いことはしてないでしょ？　女子のほうだって喜んでくれているんだし」


「黙れ、この破は廉れん恥ち股こ間かん悪あく魔ま棒ぼうが！」


「うわぁ、相変わらず酷ひどいこと言うな、この女」


「いや、それに関しちゃ、俺もアイオリッタに賛同したい気分だな。ノリス城の侍女に手なんか出したら、マジで外交問題に発展するぞ」


　リカルドが、しわがれ声を絞しぼりだすと。


「だから。そんなことしませんってば。僕だって時と場合くらい弁わきまえてますからね」


「おまえの頭が弁えていても、おまえの股間の悪魔が弁えているとは限らないからな」


「王子も酷ひど……。みんな、僕の評価を間ま違ちがえていると思うなぁ。決定的に間違えていると思うなぁ」


　俯うつむいたマリウスが、ぶつぶつと不平不満を垂れ流している。


「ま、こいつはカオルゥに見張らせておけばいいとして。あとは医士を探して王子を診みてもらわないとならないな」


　それはわたしが行けばいいんだが、しかし、この部屋に王子とセフィア様、ユーリ様を残しておくのもな。帰ってきたときに部屋全体が桃色に染まっていそうで、それも具合が悪い。どうしたものかな。


　アイオリッタが考え込んでいると、リィシャが申しでた。


「アイオリッタ様、わたしが医士を探してまいりましょうか？」


「おお、そうしてもらえると助かるな、リィシャ殿」


　ユーリがギ・アナに目め配くばせをした。


　即そく座ざに主人の意を汲くんだギ・アナが、すかさず一歩進みでる。


「あ、ではわたしもご一いつ緒しよしますよ。ふたりのほうが何かと便利でしょう？」


「そうだな。では、医士探しはリィシャ殿とギ・アナ殿にお任せしよう」


「では、早速、行ってまいります」


「少しお待ちくださいね、リカルド王子様」


　女給服姿のリィシャとギ・アナが連れ立って部屋から出ていった。


　あの恰かつ好こうで街をうろつくのか？


　と思ったアイオリッタだが、まぁべつに問題はないかと思い直す。


　実際、リディア王国の王都でも、貴族や王族に仕える侍女や、食しよく事じ処どころで働く女給が買い物をしていたりするからな。


「では、とりあえず僕は街の様子を探ってきますよ。また反乱騒さわぎに巻き込まれるなんてのはご免めんですしね。この国の王家に関する噂うわさ話ばなしなんかも、それとなく仕入れてきます」


「おまえ、まさか、街で女の子に声をかけようとか思っていないだろうな？」


「だから。僕はそこまで時と場合を弁えない人間じゃありませんよ、アイオリッタ」


「どうだかな」


　アイオリッタはまだ疑わしそうな顔だが。


「では、わたしは夕食の支度を始めようと思います。マリウス様、途と中ちゆうまでご一緒させて白はく菜さい」


「いいよ、ネゥネゥ」


「まずは市いち場ばで新しん鮮せんな食材を調達しませんと。葱ねぎりますよ？」


　葱り……値切りか。そこには触ふれないで。


「すまんな、ネゥネゥ」


「こういうときのためにわたしが同道しているのですから、お気になさらずに」


「あの……人数が増えてしまってすみません、ネゥネゥさん」


　ユーリが申し訳なさそうにそう言うと、ネゥネゥは胸を張って笑いながら応えた。


「いいえ。それこそ料理をするのはわたしの生いき甲が斐いですからお気になさらなくてもいいんじゃな烏い賊か？　むしろたくさんの方に料理を食べていただけるのが嬉うれしいでゲソ」


「おぉい、ネゥネゥ、危なすぎるからそれ以上は止めておけ～～」


　弱々しい声でリカルドがネゥネゥを制した。


「あ、申し訳ありません」


「では、僕は出かけてますから、あとはよろしく」


「わたしも」


　マリウスとネゥネゥが連れ立って部屋から出ていった。


　見送ったセフィアが感心した顔で頷うなずいている。


「ネゥネゥは、それこそ息をするように自然に料理・食材駄だ洒落じやれを連発するのう。さすが名うての料理人、大したものじゃな」


　いや、そんなことに感心されてもな。


　ユーリまでもが。


「そうですねぇ。見習いたいものですね」


　いやいや、そんなことを見習うなよ。


　寝しん台だいの上からリカルドが声にならない突つっ込こみを放った。


「あ、忘れていました」


　いったん部屋から出ていったネゥネゥが、戸口から顔を覗のぞかせる。


「王子様は薬湯を飲みましたから、今まで以上に汗あせをかくはずです。そのままにしておかずに。おかず！　に」


　判ってるわ。さっさと先を言え。


「早めに汗を拭ふいたほうがいいと思います」


　うわぁ、余計なことを言うなぁぁ。


「おお、吾われに任せるがよいぞ、ネゥネゥ」


「僕にお任せください、ネゥネゥさん」


　セフィアとユーリが勇んで前に進みでたのだが。


「アイオリッタ様、お願いできますか？」


　ふたりは、かくっとずっこけた。


　代わりにリカルドが安あん堵どの息を漏もらす。


「どうしてアイオリッタ殿を指名するのじゃ、ネゥネゥ!?」


「そうですよ。リカルド様のご病気は、僕たち婚こん約やく者しやの手で治して差しあげなくては」


「いえ、あの、おふたりにお任せすると、王子様のご病状、悪化の一いつ途とを辿たどりそうな気がし鱒ますので」


「そんなことは……」


　ないとは言い切れなかったふたりである。


「よろしいでしょうか、アイオリッタ様？」


「わたしが王子の汗を拭くのか？」


「なんだよ、その汚お物ぶつを見るような目つきは！」


　リカルドは目め眩まいがするのもなんのその、全身全ぜん霊れいで以もつて突っ込んだ。


　アイオリッタは、ふぅ、とため息を吐つき、肩かたをすくめる。


　マリウスの奴やつめ、上手いこと逃にげやがって。


「まぁ、仕方あるまいな。この部屋の空気が桃もも色いろに染まってしまってはわたしも困る」


　アイオリッタが、セフィアとユーリに向けてちらりと皮肉っぽい視線を向けると。


「うぅ……」


　ふたりは気け圧おされたように後あと退ずさった。


「では、わたしは食材の調達に出かけ鱒ますので」


「この人数分の食材をひとりで持って帰れるか？」


　とアイオリッタに訊きかれ、ネゥネゥはにっこり笑って右手で左の上じよう腕わんを叩たたいた。


「わたしが見かけ以上に力持ちであるのをお忘れですか？」


「そうだったな。では任せたぞ」


「はい、お任せください。では、皆みなさま、王子様のことをよろしくお願いしま酢すの物もの」


　丁てい寧ねいに一礼すると、ネゥネゥは部屋から出て静かに扉とびらを閉めた。
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　アイオリッタもセフィアもユーリも、しばらくは無言で王子の様子を見守っていたが、そのうちセフィアが、


「いつも思うんじゃが、ネゥネゥはできた料理人じゃの」


　とため息混じりで言った。


　もしかすると、王女という肩かた書がきがなくなってみると何もできない自分に気づいたセフィアは、そんな自分とネゥネゥを比ひ較かくしているのかもしれない。


　セフィアの言葉にユーリも小さく頷いた。


「若いに似ず、しっかり者ですね」


　一方、セフィアとユーリの言葉を受け、アイオリッタは、自分のことのように大きく胸を張った。


「ネゥネゥと彼女の父親を召めし抱かかえたのは、リディア国王様だからな。国王様の目め利ききに間違いのあろうはずがない」


　さぁ、リディア国王様を褒ほめ称たたえろ！　と言わんばかりのアイオリッタだが、彼女の言葉は全員からあっさりとスルーされた。


「リカルド殿どの、かなり汗をかいてきたように見受けるが？　アイオリッタ殿がお嫌いやなようなら、吾われがリカルド殿の汗を拭くぞ？」


「あ、もちろん僕もお手伝いしますよ」


「……べつに嫌だというわけではない。どちらかといえば不本意で、不満足で、不ふ愉ゆ快かいで、不毛で不ふ吉きつで不服なのだが、仕方がないからわたしがやろうと思う」


　思い切り嫌そうじゃが？


　目め一いつ杯ぱい嫌そうですよね？


　目を合わせたセフィアとユーリが、うんうん、と頷き合う。


　アイオリッタ殿、無理せんでもよいのに。


　そうですね。僕たちなら喜んでやりますのに。


　アイオリッタは、ぎろりとふたりを一ひと睨にらみしてから、王子が横たわっている寝台の傍かたわらに立った。


「とはいえ、全ぜん裸らはなしだ。判ってるな、王子？」


「言われなくても、おまえの前で全裸になんかなるか」


「もし貴様が全裸になったりしたら、わたしは間違いなくそこの窓から貴様を放りだしているだろう。気をつけろよ？」


「気をつけるのはおまえだ」


　リカルドの突っ込みにも、いつもの力強さがない。


「では、とりあえず上を脱ぬげ。上だけを脱げ」


「ったく」


　ぶつぶつと不満を垂れ流しながら、なんとか上半身を起こしたリカルドは、汗を吸って濡ぬれた上着と下着を脱ぎ、最後に肌はだ着ぎまでも脱いで上じよう半はん身しん裸はだかになった。


　ここで言う下着とは、上着の下に着る衣装という意味で使われる。


　すすっと動いて王子の寝台の脇わきまで進みでてきたセフィアとユーリは、そのまま膝ひざを落としてしゃがみ込む。目線を寝台と同じ高さにして、もはやかぶりつき状態だ。


「……なんでおまえらは、闘とう技ぎ場で拳けん闘とう士の仕合が始まるのを待ってる最前列の観客みたいになってるんだよ!?」


「気……気にするでない」


「気にするわ」


「いやほら、リカルド殿にもしものことがあったらいかんからな？」


「そうですよ。何があっても、即座にリカルド様をお助けできる距きよ離りに」


「意味が判らないよ」


　リカルドはふたりに向かって、あっちへ行けとばかりに追おい払はらう仕草を見せたが。


「こら、動くな。拭けんではないか」


　アイオリッタが、手にした乾かん布ぷで王子の後頭部をぱしぱしと叩く。


「あ……すまん」


　王子が身動きを止めると、アイオリッタも手を戻もどし、王子の背中を拭いてやる。


「うむぅ、やはりリカルド殿は鍛きたえておるの。腹筋とか大胸筋とか、いい具合だわ」


　ユーリが、ぴくりと眉まゆを動かした。


「やはり？」


「ああ、うむ」


　セフィアは自じ慢まんそうに頷いた。


「さっきも言ったように、吾はリカルド殿の全裸！　をすでに観賞……ではなく、確認済みじゃからな。そのときもよい体をしておると思ったものじゃが、こうして間近から見てみると、改めてその思いを強くするな」


「リカルド様、セフィア様にばかりお見せして狡ずるいです」


　ユーリが唇くちびるを尖とがらせる。


「いやいや。べつに俺が進んで見せたわけじゃないからな？　俺は騙だまされて覗き見されただけだからな」


「でしたら、そのうち僕にも見せてください。それが平等というものですよね。それともリカルド様は、婚こん約やく者しやの中でもセフィア様を特とく別べつ扱あつかいされているのですか？」


　ユーリが身を乗りだしてリカルドの顔を覗き込む。


「あ……いや……そういうわけでも」


　言葉を濁にごしたリカルドは、心の中で、ないことも……ないような……あるような……と続けた。


　明確に否定しなかったリカルドの態度を見て、ユーリはさらに不満そうな顔になる。


　一方、明確に肯こう定ていしてくれなかったリカルドの態度に、セフィアはセフィアで、どことなく不満そうな顔になった。


　あ～～も～～、あちらを立てればこちらが立たず。ふたりだけでこれなんだから、四人、五人となったら、いったいどんな恐おそろしいことになるのか。


　悪い想像に、リカルドは思わず身み震ぶるいした。


「あ～～、はいはい、王女様方、そういう生なま臭ぐさい話は、また別の機会に改めてやっていただけないでしょうか」


　アイオリッタに牽けん制せい球きゆうを食らって、ユーリは渋しぶ々しぶと身を引いた。


「ほれ、王子、今度は前だ」


「あ、すまん」


　リカルドは前ぜん傾けい姿勢を正して、アイオリッタが胸部や腹部の汗あせを拭ふき易やすいような体勢を取る。


　しかし参ったな。困ったな。俺はセフィアがシュールティス第六王女の地位を取り戻すことを手伝うと約束した。そういう意味では、彼女を特別扱いしてると言えなくもない。だけどそのためには、どうしたって他の婚約者の手伝い、協力が必要だ。セフィアを特別扱いしていては、他の婚約者が臍へそを曲げる虞おそれがある。かといって、セフィアをその他大勢扱あつかいすれば、今度はセフィアが臍を曲げかねないし。セフィアと仲なか違たがいするようなことがあれば、それこそ俺は約束を守れなくなる。難しいな……。


　十六人の王女の下もとを巡めぐって、リディアと各国の関係を損そこなわないように上手く取り計らうという、王太子としての仕事の他に、リカルド個人としての難題を抱え込んでしまい、彼は本気で頭を抱えたい気分になった。


「ほれ、終わったぞ。さっさと寝ね間ま着きに着き替がえろ」


　リカルドの汗を拭き終えたアイオリッタが、荷に袋ぶくろの中から王子の寝間着を引っ張りだして、寝しん台だいに投げて寄よ越こした。それでリカルドは我に返る。


「ああ、ありがとうな。助かったわ」


「べつに礼を言われるほどのことではない。いいからさっさと着替えろ」


　リカルドは、もそもそと寝間着の上を着込み、穿はいたままになっている外出用の筒つつ袴ばかまを脱ごうとして、はっと気がついた。


　かぶりつき席にいるふたりの王女がぐっと上体を乗りだしているではないか。しかも、目が爛らん々らんと輝かがやいている。


「……おい、おまえら」


「あぁ、気にせんでもよいぞ、リカルド殿」


「えぇ、おかまいなく。どうぞお着替えを」


「アイオリッタ、これをなんとかしてくれ～～」


「知るか。自分でなんとかしろ……と言いたいところだが、貴様がこれ以上風か邪ぜを悪化させても困るしな」


　つかつかと歩み寄ってきたアイオリッタは、セフィアとユーリの女給服の襟えり首くびのやや下、背中側を左右の手で摑つかむと、そのままぐいと持ちあげた。


「おお？」


　軽々と持ちあげられてセフィアとユーリが目を見開いて驚おどろいている。


　凄すごいな、アイオリッタの奴。猫ねこでも持ちあげるようじゃないか。さすがに王宮でも一、二を争う剣けんの腕うで前まえを誇ほこる姫き士しだけのことはある、鍛えているな。


　つくづく感心するリカルドだった。











[image: ]








「はい、王女様方は、少しあちらを向いていてください」


　セフィアとユーリを壁かべのほうに向けたまま、自分は背を向けたまま、アイオリッタは、


「早くしろ！」


　とリカルドを促うながした。


　リカルドは急いで筒袴を脱いで、寝間着の下を穿いた。


　寝台に体を横たえ、掛かけ布を被かぶったリカルドが、


「もういいぞ～～」


　と呼びかけると、アイオリッタはふたりの王女を持ちあげたまま、その場で振ふり返かえる。


　リカルドが寝ねているのを確認すると、ようやくアイオリッタはセフィアとユーリを手放した。ぽとりと、ふたりが床ゆかの上に落ちる。


　女給服の裾すそを払いながら、ふたりが立ちあがった。


「それにしても、アイオリッタ殿の膂りよ力りよくは大したものじゃな」


「乳の大きな女子は腕わん力りよくもあるんですね」


「いや、大したことではありません。というか、腕力と乳は関係ないです。たぶん、ネゥネゥでも、おふたりを持ちあげるくらいのことはすると思いますが」


「ん？　今のアイオリッタ殿の言葉は、ネゥネゥの胸が大きくはない、むしろ小さい……ということを遠回しに言ってはおらんか？」


「そういうわけではありませんが……まぁ、当たらずと雖いえども遠からず、かな」


「わたしがどうかしまし鷹たかの爪つめ？」


「うわぁ」


「どわぁ」


　アイオリッタとセフィアが小さく跳とびあがった。


　振り返ると、大きな籠かご──ネゥネゥの体よりも大きい──を背負ったネゥネゥが戸口に立っていた。


「いや、なんでもない。まったくなんでもない」


　額に浮うかんだ冷や汗を右手の手ての甲こうで拭ぬぐいながら、アイオリッタは左手を振った。


「そうですか？」


「そうだとも。というか、もう食材の調達を終えたのか」


「はい、一いつ箇か所しよでほとんど済ませられま舌した平びら目め」


「ご苦労だな、ネゥネゥ～～」


　掛け布から顔を出したリカルドが、力のない声でネゥネゥを労ねぎらった。


　相変わらず、わたしのような下しも々じもの者にまで気き遣づかってくださって。お優しい方ですね、リカルド王子様は。


　ネゥネゥは王子に向かってにっこりと微笑ほほえんだ。


「いいえ、全然ご苦労ではありませんので、お気遣いなく。では、わたしは階下の調理場で仕込みを始め鱒ます」


「ん？　もう始めるのか？　一服していけばいいのに」


　とリカルドが言うと。


「あ、そうですね。皆みなさま、お茶くらい飲みたいところですね。では、階下でお湯を沸わかしてお茶をお淹いれします。少しだけお待ちくださいませ」


　大籠を背負ったネゥネゥはその場で一礼すると、くるりと踵きびすを返し、足早に廊ろう下かを歩き去っていった。


「いやはや、まっこと働き者じゃな、ネゥネゥは。翻ひるがえって、吾われは……」


「あんまり気にするな、セフィア」


　リカルドが弱々しい声で呼びかけた。


「いやいや、リカルド殿どのの侍じ女じよとしては、さぼっているわけにはいかん。ちとネゥネゥを手伝ってくるとしよう」


　セフィアが部屋から出ていくと。


「あ、僕もお手伝いしますよ」


　慌あわててユーリもセフィアのあとを追って部屋から出ていった。


　やれやれ。あのふたり、お互たがいに競争心が溢あふれでてるな。


　リカルドは内心で苦笑する。


　って、笑ってる場合じゃないわ。ふたりが争っているのは、俺を巡ってなんだからな。まったく、どうしたもんだか……。


　そこでリカルドは、自分をじっと見下ろしているアイオリッタの視線に気がついた。


「な、なんだよ？」


「いや……王子は随ずい分ぶんとあのふたりの王女に気に入られたようだな」


「だといいんだけどな」


「婚約者に気に入られるのはいいことだ。リディア王国の未来にとってはな」


「それはそうかもだが、あんなふうに迫せまられると、俺としては扱いに困るんだよな」


「女子ふたりに迫られているのだ。喜ぶべきところだろうが」


「そう言うけどな、あちらを立てればこちらが立たずで大変なんだぞ、これはこれで」


「言い寄る女子のひとりやふたりくらいで弱音を吐はくな。情けない」


　こいつ、人の気も知らないで……そんなこと言ってると、おまえもそのうち泣くことになるぞ。というか、なれ！


「だからわたしは、王子とあのふたりがいちゃいちゃするのを止やめろとは言わんがな」


　アイオリッタは腰こしを折り、顔をリカルドに近づけ、眉まゆを寄せ、睨にらむような目で言った。


「な、なんだよ」


「ほどほどにしておけよ」


「言われんでも」


「何しろ貴様には、あと十四人もの婚約者がいるのだからな」


「だから。言われなくても判ってるって」


　アイオリッタは、ふん、と鼻を鳴らして腰を伸のばした。


「ならば、いいのだ。しかし」


「だから。なんだよ？」


「こうしてみると、貴様が国王様の子息だと改めて実感させられるな」


「な……いきなりなんの話だ？」


「国王様も、老若男女を問わず、周りから慕したわれる方だからな」


「そうかぁ？」


　アイオリッタの言うとおり、現国王は、適当でちゃらんぽらんでいい加減なようでいて、不思議と臣下や国民に慕われている。


　それは認めないでもないけど……俺は、あいつのことなんか、これっぽっちも慕っちゃいないんだけどな。


　しかし、それをここで言いだすとアイオリッタが怒おこりだしそうなので、リカルドは言葉を呑のみ込んだ。


「いや、戯ざれ言ごとだ。忘れろ」


　そう言い捨てると、アイオリッタは窓際まで歩み寄って、薄うすい遮しや光こう布越ごしに表通りを見下ろした。


　なんだ？　今日のアイオリッタはずいぶんと控ひかえ目めだな。いつものような悪あつ口こう雑ぞう言ごん攻こう撃げきもあまりないし。俺が風邪を引いたから気を遣つかってくれてるのか？　だったら、たまには風邪を引くのも悪くはないな。


　などと内心でリカルドが苦笑いしていると。


「お待たせしました」


「待たせたの」


「お待たせしました」


　お盆ぼんを持ったネゥネゥを先頭に、セフィア、ユーリが戻もどってきた。
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「はい、どうぞ、王子様」


　大たい儀ぎそうに寝しん台だいに上体を起こしたリカルドは、ネゥネゥが差しだした取っ手付きの器うつわを受け取った。


「……いい薫かおりだな」


　少なくとも風邪で鼻をやられてはいないようだな。喉のどが少し痛いのが辛つらいけど。


「市場で紅茶を売っていましたので、買い昆こん布ぶでおきました」


　買い昆布で……買い込んで、か。なんだかもう、息をするように自然にネゥネゥの料理駄だ洒落じやれが判るようになってきたなぁ。


　それもなんだかなぁと思いつつも、リカルドは鼻び腔こうを擽くすぐる紅茶の薫りを楽しみながら、一口、二口と熱い紅茶をすすった。


「それは吾われが淹いれた紅茶じゃ。どうかな、味のほうは？」


「あ、僕も淹れたんですよ」


　セフィアとユーリがぐぐっと迫ってきたので、リカルドは思わず上体を引く。


「ああ、美お味いしいよ」


「本当か？」


「本当ですか？」


「本当、本当。風か邪ぜのせいで味覚がおかしくなってるってわけでもなさそうだし」


「「よかった！」」


　セフィアとユーリが嬉うれしそうに笑う。


　そこへ、ギ・アナが飛び込んできた。


「遅おそくなって申し訳ありません！」


「あ、ギ・アナ。どうでした？　医士は見つかりましたか？」


　ギ・アナはユーリに向かって、ええ、と大きく頷うなずいた。


「いまリィシャさんがこちらにお連れしてくるところです。わたし、そのことを一足早くお報しらせにきました」


「よかった」


　ユーリが安あん堵どの息を吐はくと、ネゥネゥも、


「これで安心ですね」


　と続き。


　セフィアも、やれやれと体の力を抜ぬいた。


「リカルド殿の風邪がこれ以上悪化するのは防げそうじゃな」


「あ、では、わたしはそろそろ調理の仕込みを始めますので、いったん失礼します」


　とネゥネゥが一礼すると、すかさずギ・アナが手を挙げた。


「あ、お手伝いしますよ」


「えっと、お願いしてしまってもよいのですか？」


　ネゥネゥが自分のほうを見たので、ユーリは、もちろん、と応える。


「では、お願いし茶ちやい鱒ます」


「お願いされちゃいました」


　ネゥネゥとギ・アナは年格好が近い上に、共に王族に仕える身だけに、互いに親近感を感じるようで、一いつ緒しよに旅をしていても割と親しげに振ふる舞まっている。


「今日の献こん立だてはなんですか？」


「今日の献立はですね……」


　などと話しながら、ふたりは連れだって部屋を出ていった。


「じゃあ、俺は医士が来るまで少し横になってるわ」


「うむ、それがよかろう」


「そうしてください」


　セフィアとユーリは特に邪じや魔まをしようともせず、おとなしくお茶を飲んでいる。


　リカルドは今のうちだとばかり、再び寝台に横になって掛かけ布を肩かたまで引っ張りあげ、医士が来るのを待つことにした。
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　リカルドが横になってうとうとしていると。


　四よん分ぶん時じ（十五分くらい）ほど経たった頃ころに、リィシャが戻ってきた。


「大変お待たせしました」


「おお、ご苦労じゃったな、リィシャ」


「リカルド様の具合は如何いかがですか？」


「とりあえず汗あせを拭ふいて寝ね間ま着きに着き替がえ、ネゥネゥが淹れた茶を飲むくらいのことはできておる」


　リィシャが小首を傾かしげた。


「……汗はどなたが？」


「残念じゃが、吾ではないよ。アイオリッタ殿が上半身だけ、な」


「さようでございますか」


「なんじゃ、その目は？」


「いえ、王ひ女め様が拭かれたのでは、リカルド様の病状が悪化されてしまうのではないかと不安になりましたもので」


「どういう意味じゃ！」


「王ひ女め様、お風邪を引かれているリカルド様を全ぜん裸らにして汗を拭こうとか思われませんでしたか？」


「わ……吾がそんな非常識なことをするわけがなかろう？」


　どの面つら下げて、そういう大おお噓うそを言う!?


　と思ったリカルドだが、体を起こすのも、どころか大きな声を出すだけでも億おつ劫くうなので、黙だまってスルーした。


「ならば、よいのでございますが」


「信じておらんな？」


「はい」


　かくっ、とセフィアがずっこけた。


「そこは噓でもいいから否定するところじゃろ」


　と主従が言い合っていると。


「はいはい、ごめんなんしょ」


　大きな革製の鞄かばんを抱かかえた女性が室内に足を踏ふみ入れてきた。


　緩ゆるやかにうねった赤い髪かみをひっつめにした女性医士は、清潔そうな白い上下に身を包んでいる。アイオリッタほどではないが背は高く、アイオリッタほどではないが胸も大きかった。それを認めたセフィアの眉が寄せられる。


「あ、先生、申し訳ございません、ほったらかしで」


　慌あわててリィシャが駆かけ寄よった。


「こちらが医士のサンディラ様でございます」


　リィシャがそう紹しよう介かいすると、


「ご苦労様であります」


　とアイオリッタが頭を下げ、直すぐにユーリとセフィアも頭を下げた。


「わたしはこの隊商の護衛をしているアイオリッタと申す者。よろしくお願いいたす」


　リカルドの身分は秘中の秘。なおかつ、リディア王国王太子の使節という表向きの身分さえあまり大っぴらにしたくないリカルド一行なので、今回は私設の隊商を名乗ることにしていた。


　リディア王太子の使節団だと名乗って、この街の王宮まで行って養よう生じようしてもいいのだが、他国によけいな借りは作りたくないというリカルド本人の意向もあって、隊商を装うことにしたのである。


　女給ばかりがやけに目立つ隊商というのも随ずい分ぶんと胡う散さん臭くさい話だが、中には自分の趣しゆ味みを優先する富ふ裕ゆうな商人もいるのだろう。女医はとくに怪あやしむ様子も見せなかった。


　街医士にとっては患かん者じやの身元などより、金払ばらいがしっかりとしているかどうかのほうがより重要だ。その意味では、マリウスから医士を連れてくるための軍資金をたっっぷりともらっていたリィシャと、そんな彼女を使っている雇やとい主ぬしは、この医士にとって上客であるに違ちがいない。


「あたしは医士のサンディラ・サンテイラ」


　おざなりの挨あい拶さつを寄よ越こすと、女医は室内に立っている者を順じゆん繰ぐりに見み渡わたした後、寝台に横たわっているリカルドに視線を留め、値ね踏ぶみするように見つめる。どのくらいの金を持っているのかを推おし量はかっているのかもしれない。


「そいつが患者だね？」


「ええ、そうです」


　とアイオリッタが応えると、鞄を抱えたサンディラ医士は寝台の横まで歩み寄った。


　女医は鞄から白い羽は織おり物ものを引っ張りだして羽織ると、何故かもう一度、室内にいる者を見渡した後、リカルドの顔を覗のぞき込んで、彼の額に左手を当てる。


「少し熱があるな」


　手を離はなした女医は、足下に置いた鞄を開けて消毒用の酒が入った小こ瓶びんを取りだし、自分の両手に振りかけ、そして。


「ふむ……」


　いきなり小瓶の中身を飲んだ。


「ぷはっ」


「先生、それ、飲んでもいいものなんですか？」


　傍かたわらに立っているアイオリッタが少し不安そうな顔で訊きくと。


「酒精分が濃こいから、一口、二口で酔よえるぞ。飲むか？」


「要いりません。というか、酔ったら駄だ目めなのではありませんか？」


「あたしは酒への耐たい性せいが強いから、こんなもんじゃ酔わないよ」


「はぁ……」


　おい、本当にこいつでよかったのか？　という意味を込めて、リカルドがリィシャを見やると、彼女は、大だい丈じよう夫ぶです、というように何度も首を縦に振った。


　アイオリッタやリカルドが目の前の女医を疑わしそうに見つめていると、彼女は右手を伸のばしてリカルドの瞼まぶたを引ひっ繰くり返かえし、さらに口を大きく開けさせて口内を覗き込む。


「立派な喉のどチンコだな」


　おおぅ？


　セフィアとユーリが色めき立つ。


「ふぉんはほほふぉそんなことをふぉおふぉおふぉごへえへでひいふうはな」


　必死に突つっ込こむリカルドだが、何を言っているのか、周囲の者には判らない。まぁ言いたいことはだいたい想像がつくが。


「ただの風邪だろうけど……」


　女医は振り返って、室内にいる全員をゆっくりと見渡した。


「もう少し詳くわしく診みてみるから、とりあえず君ら、少しのあいだ部屋から出てて」


「ん？　どういうことです？」


　とアイオリッタが訊くと。


「念のため内臓の働きとかも調べたいんで、こいつを裸はだかにするから」


　なんじゃと!?


　なんですって!?


　女医の一言に、またもやセフィアとユーリが色めき立つ。


「いやいや、吾われは立ち会うても全然かまわんのじゃがな？」


「僕も、まったくかまいませんよ？」


「俺がかまうわ！」


「と患者が言ってる。ほら、出ていきな」


　女医が出入り口を指さして顎あごをしゃくり、全員の退出を促うながす。


　なぜか肩を落としたセフィアとユーリがすごすごと部屋から出ていくと、アイオリッタとリィシャが続いた。
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　四人が廊ろう下かに出ると、女医は部屋の扉とびらを閉めてしまう。


　即そく座ざにセフィアが小声で訊いた。


「アイオリッタ殿どの、よいのか、あの女医とリカルド殿をふたりきりにして!?　もし害意のある者じゃったら、不ま味ずいのではないか？」


　憤ふん然ぜんとした表情になっているから、抗こう議ぎの意も込めた問いかけなのだろう。


　アイオリッタはちらと扉のほうに視線をやってから、囁ささやくような声で応えた。


〈大丈夫ですよ、セフィア様。中にはカオルゥが残っています。彼女の術ならば、女医に気づかれることはないでしょう〉


「あ！」


　そ、そうか。何かが足りないと思っていたが……たしかにカオルゥがおらんわ。つまりカオルゥは、隠おん形ぎようとかいう術で部屋に潜ひそんでいるのじゃな。ならば安心か……いや待て！　ということは!?


　セフィアはとんでもないことに気がついて歯は嚙がみする。


　リカルド殿があの女医に裸にされていろいろ調べられているのを、カオルゥは見放題の上にも観賞し放題ということではないか。むむむむ……カオルゥだけが、そんないい思いを……。


　いい思いなのか？　という指し摘てきはこの際おいといて。


　カオルゥの術がどういうものか知らなくても、話の流れからおおよその事態を察知したユーリも、なんだかとても悔くやしそうな表情だ。


　そんな王女ふたりの様子に気がついて、アイオリッタが、ふっと薄うすい笑みを漏もらす。


　やれやれ、若いって素晴らしいな。にしても。


　あのときリカルドと交わした会話の一部をアイオリッタは思いだす。


　軟なん弱じやくで惰だ弱じやくで身勝手な男だと思っていたが、少なくとも婚こん約やく者しやに慕したわれるくらいの度量は見せている……と。国王様も一安心といったところだろうか。


　リカルドやマリウスには言っていないが、アイオリッタは国王から密ひそかに直々に、


「息子むすこのことをよろしく頼たのむ。もし至らぬところがあれば、びしびしと鍛きたえてやってくれてかまわないから」


　とのお墨すみ付つきをもらっているのだ。


　今のところ、わたしがびしびしと鍛えなくてはならない場面はあまりないな。どころか、予想外にしっかりとした一面を見せている。さすがに国王様の息子……というところか。何しろあのお方は、周りにいる者を惹ひきつける不思議な魅み力りよくのあるお方だからな。


　自分がいちばん惹きつけられているのだが、そこには触ふれないアイオリッタである。


　しかし、さすがの王子も風か邪ぜには勝てなかったな。今回の旅、あ奴やつには些いささか荷が重い旅だから、心労が重なって体調を崩くずすのも無理はない……か。


　お忍しのびでの婚約者巡めぐりの旅という体力的な疲ひ労ろう、精神的な疲労に加えて、同道しているふたりの婚約者をあしらい、仲なか違たがいしないよう気を遣つかわなくてはならないのだから、王子の負担は傍はたで見ているよりずっと大きいに違いない。


　まぁちょうどいい機会だ。ここで二、三日、ゆっくりと過ごすのも悪くないだろう。


　アイオリッタがそんなことを思っていると、廊下にマリウスが顔を出した。


「あれ？　皆みなさん、どうしたのです？」


　廊下を歩いてきたマリウスは、皆がたむろしている扉の手前で立ち止まって、不思議そうな顔で全員を見渡した。


「いま、部屋の中では女医による王子の診しん察さつが行われているのだ。裸にして精査するというので、我々は部屋を追いだされた」


　と言ったアイオリッタは、そこで言葉を切り、今度は唇くちびるだけを動かした。


〈中にはカオルゥが残っている〉


「あ、そうなんですか」


　だいたいの状じよう況きようを理解したマリウスは、いま部屋の中で進行している事態を想像して、羨うらやましそうな顔になった。


　女医さんに裸にされて診察か。いいなぁ。僕も裸で診察されたいなぁ。どうせなら女医さんも裸になって診察してくれないかなぁ。


　そんな医士がいるはずがない。希望というより、もはや妄もう想そうの類たぐいだ。


　そして。


　皆の想像とは裏腹に、リカルドは裸に剝むかれてもいなければ、全身を調べられてもいなかったのである。
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　サンディラ女医は、リカルドの寝しん台だいの上に腰こし掛かけて、先ほどの小瓶を傾かたむけ、中身の酒を飲んでいるだけだった。


「あの……医士さん？」


　上体を起こしたまま、どことなく不ふ審しんそうな顔でリカルドが彼女を見やっていると。


　サンディラは小瓶に栓せんをしてゆっくりと鞄かばんの中に戻もどした。


「何かな？」


「いえ、俺のことを……」


「酷ひどい声だな」


「あ、すみません……って、風邪を引いてるんだからしようがないでしょう。というか。俺のことを診みてくれるんじゃなかったんですか？」


「もう診たでしょ。あんたは風邪。それ以上でもそれ以下でもないよ」


「はぁ」


「それとも、なに？　綺き麗れいなお姉さんに裸に剝かれて、全身隈くま無なく念入りに調べられたいってのが、あんたの野望なの？」


「そんな野望は欠片かけらも微み塵じんも持ってはいませんけど」


　っていうか、自分で「綺麗なお姉さん」とか言うか!?


「何か言いたいことでも？」


　リカルドは、ぶんぶんと首を左右に振ふった。


「だったら、今晩と明日あしたいっぱいくらいはゆっくりと寝ねて、何か精のつく物でも食べれば、だいたい治るだろうさ」


「だいたい治るって……適当ですね」


「まぁね」


　肯こう定ていされても困るんだけどっ。


「じゃあ、どうして俺を詳しく診るなんてことを？」


「あんたとふたりっきりになりたかったから」


　は？　何それ。どういう意味だ!?











[image: ]








「ははは、そんなに警けい戒かいしなくってもいいよ。べつにあんたを裸にして取って食おうとは思わないし、あんたの前で裸になって食べてもらおうとも思わない」


「はぁ……さいですか」


「ふたりになりたかったのは、余人に聞かれたくない話をしたかったからだよ」


「え？」


「さっきここにいたあの娘こ」


　サンディラは腰こしを浮うかせ上体を乗りだし、顔をリカルドの耳に近づけ、さらに声を落とした。


「シュールティスの第六王おう女じよ、セフィア・セレニゥス・シュールティス様じゃないの？」


　思わず顔を上げ大声を出しそうになったリカルドだが、必死になって自分を御ぎよし、なんとか平静を装うことに成功していた。


「なんのことですか？」


　サンディラはリカルドの耳許から顔を離はなし、すっと上体を戻した。


「隠かくさなくってもいいさ。あたしは、どちらかというと関係者だから。いや、だった……かな」


　そこで初めてリカルドは顔を上げ、彼女の顔を凝ぎよう視しする。


　巫ふ山ざ戯けた色合いは見えないな。俺を騙だまそうとしているとも思えない。っていうか、どうしてセフィアのことが判ったかというと、それはこいつ本人が言ってるとおり、元の関係者だから、彼女の顔を見知っていたと、そういうことか？


　緊きん張ちよう感かんがリカルドの全身を駆かけ巡り、彼は先ほどまでの気怠さを忘れてしまいそうだ。


「関係者。つまりあなたは、シュールティス王宮にいたことがあると？」


「へへぇ」


　サンディラは少しだけ驚おどろきの色を見せたが、直ぐに元の、人を小こ馬ば鹿かにしたような顔に戻った。


「思ったより頭がいいんだね、あんた。そう、あたしは昔、シュールティスの王宮にいたことがあってね。で、その後……」


　サンディラは早口でざっと自分の経歴を語った後に、ああ、そうかっ！　と自分の膝ひざを叩たたいた。


「あんたもどこかで見たことがあるような気がしてたんだけど、もしかしてリディア王国の王太子様かな？」


「！！！」


　今度は、はっきりとリカルドの顔色が変わった。


　昔、シュールティスの王宮にいたからセフィアのことを知っていたとしても、どうして一いつ緒しよにいる俺がリディアの王族だと判った!?


　ここで顔色を変えてしまうところが、まだリカルドの若いところだ。彼の表情の変化で、女医は自分の推測が当たっていることを知った。


「だ～か～ら～。そんな警戒しなさんなってば、お、う、じ、様」


　たしかに……俺の正体を知っていながら、こうしてふたりきりになっても何もしないんだから、少なくとも俺をどうこうしようとは思ってないってことか。だったら。


「俺にどんな話があるんですか？　もっとも、俺がリディアの王太子だったらという仮定の下に、ですけど」


「あっさりと肯定はしないか。まぁ、外交立国を謳うたう国の王子なら、それも当然だわね。それでいいよ」


　と言って、サンディラは、どっかと寝台の上に腰を下ろした。今度はちょうどリカルドの膝の横辺りだ。


「リディアの王太子様が、シュールティスの第六王女様と婚約しているのは知っていた。そしてわたしは、セフィア様のお顔を知っている。だからセフィア様が、ここにこうしていらっしゃったということは……年格好から見て、あんた様がリカルド王子様だと見当をつけた」


「いや、そこまでは俺にも推理できる」


「へへぇ？」


　サンディラの眼が細められた。


　見た目以上の切れ者……なのかな、この王子。いや、まだ断定はできないけど、少なくとも馬ば鹿かじゃないね。噂うわさとはだいぶ違ちがうな。


「判らないのは、どうしてあんたが、俺たち一行がここにいるのを知ったのかってこと。なぜセフィア王女の居場所を知っていたか……って言いい換かえてもいい」


「あ、それはね～～」


「それは？」


「ただの偶ぐう然ぜん」


　かくっっ、とリカルドがずっこけた。


　体勢を戻したリカルドは、サンディラを睨にらみつける。


「なんだってぇぇぇ!?」


「し～～～～っっ！」


　唇に手を当て、大声を出すなとリカルドに注意する。


「あんた様は、いま、わたしに裸はだかに剝かれて綿密な診しん断だんを受けていることになってるの。大きな声出したら、何事かと疑われるでしょうが」


　……たしかに、あらぬ方向へ想像の翼つばさを羽ばたかせそうな奴がいるな。二名ほど。


「すまなかった」


　と一応頭を下げておいてから、リカルドはもう一度、女医を睨みつける。


「で。どうやって偶然で俺たちを見つけることができるんだよ!?」


「いや、だから見つけたんじゃないってば。偶然、あんたんとこの侍じ女じよさんが、あたしの診しん療りよう所じよに飛び込んできたんだよ」


「……マジでか!?」


「マジマジ」


　サンディラは、うんうんと頷うなずいた。


「だからさ、最初はただの患かん者じやへの往おう診しんだと思ってたんだよ。でも、この女おんな、どこかで見たことあるな～～、とは思っていたんだ」


　この女……あぁ、リィシャのことな。


「まぁ気のせいだろうと思ったんだけどね。あたしは医士という職しよく業ぎよう柄がら、いろんな奴やつを診みてるから。ところが、ここに来て吃驚びつくり、見て驚きよう愕がく。部屋の中に、どう見てもセフィア様にしか見えない女子がいるじゃないの。でも、侍女の衣装を着てたから、最初は見み間ま違ちがいかと思ったんだよ。あたしが知ってるセフィア様は、もっと小ちっこかったしね。でも、そこで思いだしたの。あたしの診療所に来たの、セフィア様の侍女をやってたリィシャだってことを。となると、これはもうセフィア様で確定じゃない。なんという偶然だろうって、あたしは足が震ふるえたね」


「俺たち一行に会ったのが、つまりセフィアに会ったのが偶然だとして、どうしてそこであんたの足が震えるんだ？」


「だって、あたし、つい先日、偶然とある女ひとに会ったばかりだから」


　ん？　んんん？　んんんんんん？　とある女に会ったばかりなのに、続けてセフィアに会って驚いた？　足が震えた？　つまり……。


　リカルドは自分の記き憶おくを総動員して、セフィアの城を訪れて以降の、シュールティス王国絡がらみのあれやこれやを思いだし、総点検していく。


　……あ。ああああぁ！


　リカルドは一つの話を思いだした。


　それは、セフィアの姉、シュールティスの第三王女の消息に関する話だ。


　ようやく話の全体像が見えてきやがったな。


　反乱騒さわぎのあと、残りの王族の消息を探っていた際、第三王女がイ・ウー・ハン国経由でサンテーヌ伯はく国こくに逃にげていったらしい、という情報をリカルドは摑つかんでた。その情報はセフィアに真っ先に教えたのだが、そのとき、彼女はなんと言ったか。


「さすがに三の姉上、逃げ足は天下一品だ」


　というようなことを言っていた。


　セフィアの姉に対する評価はさておき、情報が真実なら、セフィアの姉はまずイ・ウー・ハン国に逃げ込み、そこからサンテーヌ伯国まで逃げていったわけだ。そしてこの国、ロサ・ロゼ王国には、イ・ウー・ハンからサンテーヌへ抜ぬける街道が通じている。ということは、つまり、この女医が会ったのは……。


「おい、まさかあんた、セフィアの姉さんに会ったってのか!?」


「ほえぇえ～～」


　サンディラが間の抜けた声を漏もらした。


「こら、静かに！　だろ」


「あ、ごめんね～～」


　サンディラは拝むような仕草でリカルドに頭を下げた。


「いやでも、ちょっと驚いた」


　顔を上げたサンディラが、しげしげとリカルドの顔を見つめる。


「何が？」


「いや～～、リディアの王太子って、見境なく十六人もの婚こん約やく者しやを持った大色事師だって噂だったから。なんかもう、色しき欲よく方面にしか頭が向かない色いろ呆ぼけ王子で、リディア王国もいよいよ終わりだなって話だったから」


「あのなぁ」


　リカルドは一つ小さくため息を吐ついてから、サンディラに顔を近づけ、嚙かみつくようにがうっと吠ほえた。


「俺が婚約者を選んだわけじゃねえっっ」


「まぁ、冷静に考えれば、そうだよねぇ。もうずっと以前から十六人の婚約者がいたんだもんね？」


「そうだよ。十六人もの婚約者を選んだのは国王おやじだ。十六人もの王女と婚約を決めたのも国王おやじだ。俺はまったく関係ない。むしろ俺は被ひ害がい者しやだ！」


「あははは、そうだね～～」


　声を殺しつつ、サンディラはあっけらかんと笑う。


「でもさ～～、十六人もの婚約者を持っているなんて、どんな色呆け王子だって思うじゃない、普ふ通つう」


　周辺諸国に、俺の噂がどんなふうに広まってるか、考えただけで頭痛がしてくるわ。


　リカルドは本気で頭を抱かかえた。


「ところがどっこい、実際に会ってみると、これが意外にも真っ当な男子で、頭もよさそうなのに驚いたの」


「はぁさいですか、それはど～も」


「ま、あんた様の人物評価はおいといて、ここからが肝かん心じんの話。いい？」


　リカルドは顔を上げ、サンディラに視線を向けて小さく頷いた。


「あたし、第三王女のサイファ様から託ことづけを預かってるの」


「！！！」


　リカルドは目を見開いた。


「託けって、セフィアにか!?　随ずい分ぶんと手回しがいいな、おい」


　いやいや、とサンディラは顔の前で右の掌てのひらをひらひらと振ふった。


「セフィア様限定ってわけじゃなくってさ。反乱が起きたあと、シュールティスから逃げだした王族に宛あてて……だね」


　なるほど、それなら判る。何しろセフィアは世間的には行方ゆくえ不明ってことになっている。あるいは新たに王位に即ついたセルヴィンに囚とらわれて軟なん禁きんされているか。いずれにしても、ここ、ロサ・ロゼ王国に逃げてくる可能性などほとんど考えられないんだから、セフィア個人に宛てた伝言なんか、残せるはずがない。


「それは判った。理解した。で」


　リカルドは思わず身を乗りだしていた。


「託けを渡わたせた王族はいたのか？」


「あんまり顔を近づけないで。風か邪ぜがうつるでしょうが」


「……ああ、そうですか、すみませんねぇ」


　上体を戻もどしたリカルドは、女医を睨みつけるように重ねて訊きいた。


「で、託けは王族の誰だれかに渡せたのか？」


「渡せた王族は、もちろんいなかった。そんな偶然、そうそうあるもんじゃないでしょ。もし会えれば、それは偶然というより奇き跡せきに等しい水準でしょうが」


「でも、セフィアに会ったじゃないか」


「そう。これは奇跡なの。だから、わたしも驚おどろいているの。第一、奇跡は一度しか起こりえないから奇跡であって、二度も三度も起こればそれはもう奇跡じゃない」


「まぁ……そうだな」


　腕うで組ぐみしたリカルドは小さく頷いた。


「だいたいの事情は判った。けど……その託けの中身を、あんたは知っているのか？」


「ざっと説明は受けているよ」


「……どんな？」


「う～～ん、あんた様に言ってしまっていいものかどうか、わたしには判断がつかないな。たしかにあんた様はセフィア様の婚約者ではあるんだろうけど……それについてはセフィア様の判断にお任せするってことにしたいんだけど、どうでしょうね？」


「そうだな。そうなるだろうな」


　リカルドは不服そうな表情を見せず、あっさりと頷いた。


「まぁ、あれだよ。あんた様がセフィア様から信しん頼らいされているのなら、教えてもらえるのじゃないかな？」


「じゃあ、教えてもらえるだろ」


　うっわ、それを自信満々で言い切るか。自信過か剰じような奴だな。


　サンディラはさらに興味深そうな表情になって、舐なめるような視線をリカルドの全身に這はわせる。


　リカルドのほうは、熱のせいなのか、どこか焦しよう点てんの定まらない目で女医のほうを見つめていたが、やがて。


「そういう事情なら」


　リカルドは必死になって足あし腰こしに力を込め、寝しん台だいから抜けだして立ちあがった。


「ちょっと、どうする気です？」


「俺は別の部屋に移るから、ここを使ってくれてかまわないぞ」


　女医の目がほんの一いつ瞬しゆん、輝かがやいた。


「いいんですか？」


「いいよ。俺がセフィアに事情を説明して彼女を呼んでくるから」


「あ～～、申し訳ありませんねぇ。王太子様にそんなことをさせちゃって」


　いいよ気にするな、というふうに手を振ったリカルドは、薄うすい部屋履ばきをつっかけると、ふらつく足で歩きだす。


　扉とびらの前に立ったリカルドは、そこでおもむろに振り返り、サンディラに対して意味ありげな顔ともったいぶった態度で呼びかけた。


「俺は同席しないからな。内密の話ができるように、あんたとセフィアをふたりきりにしてやるよ」


「重ね重ねのご配はい慮りよ、感謝しますよ、リカルド王子様」


　リカルドは部屋の中に素早く視線を巡めぐらせると、静かに扉を開け、体を左右に揺ゆらしながら弱々しい足取りで部屋から出ていった。
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「リ、リカルド殿どの!?」


　よろめくように部屋から出てきたリカルドを認め、廊ろう下かにたむろしていたセフィアたちが目を見開いた。


「どうしたんじゃ、いったい!?」


「診しん察さつは終わったんですか？」


「何かあったのか、王子？」


「というか、ふらついてますけど、大だい丈じよう夫ぶなんですか？」


　セフィアやユーリだけでなく、アイオリッタやマリウスも、めずらしく心配そうな顔で寄ってきた。


「いや、ちょっとセフィアに用事があってな」


「吾われに？」


「ああ」


　リカルドは、ちょいちょいとセフィアを手招いた。


「我々は聞かんほうがいいか？」


　とアイオリッタが気を利きかせたが、リカルドが、


「いや、一いつ緒しよに聞いてくれ」


　と応えたので、全員がリカルドを取り囲むように円えん陣じんを組んだ。


　リカルドは声を絞しぼりだして事情を説明していく。





　曰いわく。


　サンディラは以前、医士としてシュールティスの王宮にいたこと。


　そのとき、小さなセフィアを見かけたことがあること。


　その後、シュールティスを離はなれ、ロサ・ロゼに流れてきて、この街で医士として働き始めたこと。


　最初は判らなかったが、往おう診しんを求めてきたリィシャをどこかで見た記き憶おくがあったこと。


　俺たち一行の下を訪れてセフィアを見たサンディラは、セフィアがシュールティスの第六王女であることに気がついたこと。


　セフィアが真にセフィアであるならば、手て渡わたしたいものがあること。


　それは、少し前にこの街を訪れたセフィアの姉、シュールティス第三王女サイファから託たくされた、自分同様、故国を逃にげだした王族宛あての文ふみであること。





　そこまで話すと、セフィアから驚きよう愕がくの声が上がった。


「なんじゃと!?　三の姉上が!?」


　セフィアの驚きは並なみ大たい抵ていではなかった。セフィアだけでなく、リィシャも目を見開き、口許を手で押さえてリカルドを見つめている。


「ああ。で、サンディラ医士は、セフィアにその託けを渡したいんだそうだ」


　セフィアとリィシャは呆ぼう然ぜんと立ち尽つくし。


　その他の者は感かん慨がい深ぶかそうな表情で頷うなずいた。


「恐おそるべき偶ぐう然ぜんがあったものだな」


　とアイオリッタが呟つぶやくと。


「ですねぇ。もしかすると、これはセフィア様への天からの贈おくり物ものかもしれませんねぇ」


　とマリウスが応え。


「お姉様もご無事だったのですね。よかったではありませんか、セフィア様」


　とユーリも声をかけた。


　リカルドを巡っては競争相手になるが、基本的に思おもい遣やりのあるユーリのこと、セフィアの姉の消息がはっきりと確認できそうなことを喜んでいる。


「ってことで、セフィア」


「ん？　あ……ああ」


　我に返ったセフィアに、リカルドが真しん剣けんな表情で言った。


「サンディラ医士が、第三王おう女じよからの託けをセフィアに渡したいそうだ。部屋で待ってるから、受け取ってくるといい」


「さ、さようか。だが……三の姉上は、いったい何を託けたのじゃろうな」


「さて、それはセフィアが確認してくれないと俺にはなんとも言えないけど……たぶん、自分の落ち延び先のこととか、謀む反ほんに対するこのあとの対応策とか、そんな話じゃないかと想像できるんだけど」


「そう……じゃな」


「もしセフィアが差し支えないと思ったら、あとで俺にも教えてくれないか」


「ん？　ああ、もちろんじゃとも。リカルド殿には、吾の王女復帰に力ちから添ぞえしてもらうことになっておるのじゃからな。当然、報告するとも」


「じゃあ、ほら」


　リカルドが部屋の扉を指し示す。


「ん。では皆には失礼して」


「あの、王ひ女め様」


「なんじゃ、リィシャ？」


「……いえ、なんでもありません」


　何か言おうとしたリィシャだが、躊躇ためらった挙げ句、結局、何も言いだせないままセフィアに向かって頭を下げただけだった。


　代わりにリカルドがもう一度、セフィアの名を呼んだ。


「セフィア」


「なんじゃ、リカルド殿？」


「姉さんからの託ことづけ、ちゃんと受け取れるといいな」


　と言うリカルドの顔があまりにも真剣で真ま面じ目めで、彼の口調がやけに重いのを感じて、セフィアは不思議そうに彼の顔を見上げた。


「そう……じゃな。だが……」


　セフィアが何かを訊き返そうとするのを遮さえぎり、リカルドは彼女のために部屋の扉を開けてやる。


「ほら、行ってこいよ」


「ああ、うむ」


　なんじゃ、リカルド殿は。何か態度がおかしいが……。


　と不ふ審しんに思いつつも、姉からの託けに気を取られているセフィアは、それを確認することなく室内に足を踏ふみ入れた。
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　扉を閉めると同時に、リカルドがアイオリッタを手招いた。


「なんだ、王子？」


　リカルドは唇くちびるに手を当て、声を出すなと合図をしておいてから、彼女の耳許で何事かを囁ささやいた。


〈……………………〉


「なんだと!?」


　目を剝むいたアイオリッタを、静かにしろとリカルドが制する。


〈……あぁ悪かった。だが……本気で言っているのか、王子？〉


　肯こう定ていの意を込めて頷いたリカルドだが。


〈とはいえ、俺も確信があるわけじゃない。もしも万が一に備えて……だよ〉


〈そう……か。よく判らんが、判った〉


　静かに後ろに下がったリカルドの代わりに、まだ怪け訝げんそうな表情のアイオリッタが進みでてきて扉の前に立った。


　彼女はそっと腰こしに手を回し、そして……。











[image: ]
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　来るかな。いや、来るだろう。あの王子の様子なら。廊ろう下かの気配も……ひとり増えたが変わったところはないしな。ここはおとなしく待ちの一手だ。こんな偶然はそれこそ奇き跡せきなんだから。あたしにも幸運が巡めぐってきたのかもしれない。


　サンディラは居ても立ってもいられなくなりそうな焦しよう慮りよを無理やり抑おさえ込んで、セフィアが部屋に入ってくるのをじっと待っていた。


　やがて戸が開いて。


「失礼するぞ」


　セフィアが入室してきた。


　ゆっくりと立ちあがったサンディラは、恭うやうやしい態度で一礼する。


「セフィア様で間ま違ちがいございませんね」


「うむ、吾われがセフィアじゃ。まだ故国で正式な廃はい嫡ちやく令れいが出ていなければ、シュールティス第六王おう女じよである」


「お初に……ではありませんね。ご無ぶ沙さ汰たでございます、セフィア様」


　もう一度、低頭したサンディラは、


「そこへおかけくださいな」


　と小さな木製の椅い子すを指し示した。


　セフィアは遠えん慮りよせず、言われるままに座る。


　女医は椅子に座らずにセフィアの前に立つと、その場に片かた膝ひざついた。


「改めて自己紹しよう介かいを。あたしはサンディラ・サンテイラと申します」


「以前、シュールティスの王宮にいたそうじゃな？」


「はい。王宮お抱かかえの医士のひとりでありました……というのは」


　サンディラが左手を伸のばし、セフィアの右みぎ腕うでを摑つかんだ。あまりにも滑なめらかで自然なその動きに、セフィアは疑問に感じる間もなかった。


「真っ赤な噓うそでして」


「なに？」


　サンディラの右手がきらりと光った。


「!?」


　いや、違ちがう。光ったのは彼女の右手ではない。彼女が右手に持った短刀だった。


「こんなところであたしに遭そう遇ぐうしてしまった自分の不幸を呪のろってくださいな」


　底意地の悪い笑みを浮うかべ、サンディラが右手を真っ直ぐに突つきだしてきた。


　煌きらめく短刀の切っ先は、狙ねらいを過あやまたずにセフィアの左胸に迫せまり。


　そこでようやくセフィアは悟さとった。


　目の前の女がかつて王宮にいた女医などではなく、暗殺者であることを。


　咄とつ嗟さに腰を浮かせたセフィアだが、体を逃にがすことは叶かなわなかった。サンディラが彼女の右腕をしっかりと摑んでいたからだ。


「せっかく故国から逃げだしたのに残念でしたね。さようなら、王女様。永遠に」


　短刀の切っ先がゆっくりと自分の左胸に刺ささろうとするのを、セフィアは呆ぼう然ぜんと見やっていた。
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　死んだ。


　セフィアはそう覚かく悟ごした。


　どれほど素早く動いてもかわせない距きよ離りまで短刀は迫っている。ましてや自分は、刺し客かくに腕うでを摑まれて動けない。逃げようがない。そして、この部屋には自分と刺客しかいない。今から悲鳴を上げたところで助けが間に合うはずがないと諦あきらめた。


　セフィアの脳裏に、自分が小さな頃ころの思い出が蘇よみがえり、浮かんでは消えていった。


　体は膠にかわで塗ぬり込こめられたように強こわばり。


　時間の経過がやけにゆっくりと感じられる。


　やれやれ。吾われの強運もこれまでか。最後の最後、もう一度、リカルド殿どのの顔を見たかったな。それも詮せん無なき願いか……。


　切っ先が己おのれの心臓を刺し貫つらぬくのを見ていられず、セフィアは思わず目を瞑つぶる。


　……………………。


　痛みはなかった。


　衝しよう撃げきもない。


　そうよな。心臓を刺し貫かれたのなら、痛みを感じる間もないじゃろう。ということは、吾はもう死んだのか。だが……。


　セフィアは恐おそる恐る目を開いた。


　彼女の目に、自分の左胸に突き刺さっている短刀の白はく刃じんが映った。


　なんじゃ、やはり吾は死んだのか。すると……これが魂たましいが体を離はなれるときに見るという今際いまわの光景なのか？　しかし、それにしては……。


　腕を摑まれている感かん触しよくがまだある。はっきりとある。心臓を刺されたなら、そんなことを感じるはずがない。


「き……貴様」


　呻うめくような声がサンディラの口から漏もれた。


　それでセフィアはもう一度、自分の胸に刺さっている短刀を見つめる。


　い……いや、刺さって……おらん!?


　のろのろと視線を動かしたセフィアは、サンディラの右手首の辺りに何か黒い帯状の物が巻きついていることに気がついた。


　帯状の何かの先を目で追うと、そこには。


「カ、カオルゥ！」


　カオルゥは無言で、こくりと頷うなずいた。


　そうじゃった！　この部屋にはカオルゥがいたんじゃった。すっかり忘れておったわ。だが、いったい……。


　サンディラは左手で摑んでいたセフィアをいきなり手放したので、セフィアは弾はじかれたように立ちあがり、よろけながら後あと退ずさった。


「いったいどこから!?」


　カオルゥの隠おん形ぎようの術を知らないサンディラは、彼女がどこからか部屋に入ってきたのだと勘かん違ちがいしている。


　左手が自由になったサンディラは、右手に持っていた短刀を左手に持ち替かえ、カオルゥ目がけて飛びかかった。


　しかし、サンディラはカオルゥの敵ではなかった。


　襲おそってきたサンディラとカオルゥが交こう錯さくする。


　その直後、サンディラの体が宙を舞まい、背中から部屋の床ゆかに叩たたきつけられた。


　その衝撃音の直後に扉とびらが乱暴に開けられ、最初にアイオリッタが、続けてマリウスが、少し遅おくれてリィシャが室内に突とつ入にゆうしてきた。


「ご無事ですか、セフィア様!?」


「う……うむ、吾は無事じゃ」


　セフィアの無事を確認すると、アイオリッタはそのまま床に転がっているサンディラに突とつ進しんする。


　一方、セフィアの下もとに駆かけ寄よったリィシャは、王女を庇かばうように両手を広げて立った。


　カオルゥが苦く無ないを振ふりかざすのを見たアイオリッタは、


「待て！　殺すな！」


　と制しておいて、立ちあがろうとした女医の腹部に強したたかに拳こぶしを叩き込んだ。


　サンディラは後ろに吹ふっ飛とんで壁かべに叩きつけられ、悲鳴を上げることもなく、そのまま床に昏こん倒とうした。


　倒たおれたサンディラに駆け寄ったカオルゥが、彼女の手足を、取りだした革かわ紐ひもで念入りに縛しばりあげる。


　部屋に入ってきたリカルドは、大きな大きな安あん堵どの息を吐はいた。


「まさかと恐れていたことが現実になったな。けど、セフィアが無事でよか……った」


　それだけ言うと、今度はリカルドがへなへなと床に頽くずおれてしまう。


「ちょっと、王子!?」


　マリウスが慌あわてて王子を支えようとしたが間に合わず、リカルドはぐんにゃりと床に横たわった。


「リカルド殿！」


　セフィアがリィシャの背中の陰かげから飛びだして、倒れたリカルドに駆け寄った。


　彼女が駆け寄るのと同時に、ユーリも勢いよく室内に走り込んできた。


「リカルド様」


「リカルド殿」


　跪ひざまずいたふたりは、心配そうな顔でリカルドを覗のぞき込む。


「あぁ……大だい丈じよう夫ぶ、ちょっと目め眩まいがしただけだから……な」


「いや、それは大丈夫ではなかろう」


「リカルド様、リカルド様、死なないで」


　今にも泣きだしそうなユーリがリカルドに取りすがる。


　そんな彼女の背後から、ギ・アナがやんわりと窘たしなめた。


「ユーリ様、そんな不ふ吉きつなことを仰おつしやらないでください」


「そうですよ。風か邪ぜを引いて熱があるのに、立ちあがって動いたから気分が悪くなっただけですよ。まずは王子を寝しん台だいに寝ねかせましょう」


　マリウスがそう言うと、ユーリは、


「そ、そうですね。すみません、僕、取り乱してしまって」


　む……なんだかユーリ殿だけが可愛い感じになってはおらんか？


　不満そうなセフィアである。


　そんなセフィアを押し退のけるように、リィシャがリカルドの傍かたわらにしゃがみ込んだ。


「リカルド様、これはいったいどういうことなのでございますか？　まさか、あの女医が刺客だということを……知っていたのでございますか!?」


　というリィシャの詰きつ問もんに、セフィアがぎくりとした顔になる。


「いや、リィシャさん、その前に王子を寝台に寝かさなくては」


「いいえ、その前に、事の次第をはっきりとさせていただかなくては！」


　床に倒れているリカルドを挟はさんで、マリウスとリィシャが睨にらみ合あいを始めてしまう。


　なんとか上体を起こしたリカルドだが、いきなりセフィアに向かって頭を下げた。というより、額を床に額ぬかずけた。土下座といっていい体勢だ。


「な、なんじゃ、リカルド殿!?」


「あいつの正体を疑ったとはいえ、そしてカオルゥがいたとはいえ、俺はセフィアを危険な目に遭あわせた。だから、謝る。すまなかった」


　リカルドにそこまでされてしまえば、もうリィシャには言うことはない。矛ほこ先さきを収めて立ちあがると、すっと下がった。


「差しでがましい口を利いて申し訳ありませんでした」


　頭を下げるリィシャに向かってマリウスが手を振った。


「いえ、いいんですけど」


　セフィアが土下座しているリカルドの肩かたに手をかけ、彼の体を揺ゆする。


「リカルド殿、吾は気にしてはおらん。早う顔を上げてくれ」


「許してくれるか？」


　と、リカルドは頭を下げたまま訊きいた。


「許すも何も、リカルド殿どのは吾われの身を案じて謀はかりごとを巡めぐらせてくれたのじゃ。そして、狙ねらいどおり刺し客かくを捕とらえてくれた。礼を言う理由はあっても、吾がリカルド殿を非難する理由などないぞ」


「そう言ってもらえると、俺も胸のつかえが下りる」


「いや、そんなことよりも」


　セフィアはリカルドの体を起こそうと腕うでに力を込めるが、彼女の細ほそ腕うでではリカルドは動かない。


「さっさと寝なくては駄だ目めじゃ。マリウス殿、お願いする」


　進みでたマリウスがリカルドを抱だき起おこし、ネゥネゥの手を借りてなんとか王子を寝台に寝かせることができた。
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「で、王子、いったい全体、何がどうなっているんですか？」


　リカルドが横になっている寝台を、カオルゥを除く全員──アイオリッタ、マリウス、ネゥネゥ、セフィア、リィシャ、ユーリ、ギ・アナの七人──が取り囲んだ。


　カオルゥだけは、縛りあげたサンディラの傍らで女医を見張っている。


　荒あらい息を吐はきながらも、リカルドは上体を持ちあげようとした。


「王子、寝ていなくちゃ駄目ですよ」


　マリウスが王子を制しようとするのだが。


「いや、寝てる場合……じゃないんだ」


「どういうことです？」


「あいつ、あの女医がセフィアを狙っていた刺客だとすると……いや、間ま違ちがいなく刺客だったわけだけど、どこかに仲間がいるかもしれない」


「あぁっっ！」


　悲鳴のような驚おどろきの声がリィシャから上がった。


「なるほど、可能性としてはありそうですねぇ」


　マリウスが深刻な表情を見せたその横で、唐とう突とつにアイオリッタが動いた。


「どうしました、アイオリッタ？」


「本人に尋きいてみよう」


「は？」


　彼女はカオルゥの下へ歩み寄り。


「手伝ってくれ、カオルゥ」


「承知いたしました」


　手足をぐるぐる巻きに縛られて芋いも虫むしのように転がっているサンディラを片かた腕うでで軽々と持ちあげたアイオリッタは、そのまま部屋を出ていった。カオルゥもアイオリッタのあとを追って部屋を出ていく。


「あのふたり、何をするつもりじゃ？」


　とセフィアに訊かれ、マリウスは小さく肩をすくめた。


「他に仲間がいるのか、いるとしたら、そいつはセフィア様のことを知っているのか……ということを尋じん問もんするつもりなのでしょう」


「な、なるほど」


「ネゥネゥ、そこの扉を閉めておいてもらえますか？」


「えぇと、わたしはお手伝いしなくてもいいですか？　包丁があレバー、いろんなことができますけれど？」


「必要ありませんよ。あのふたりに任せておけばいいんです。料理人の君が、わざわざ手を貸す必要はありません」


「判りました」


　素直に頷うなずいたネゥネゥは、部屋の扉を静かに閉めた。


　扉を閉めたのは、刺客を尋問するアイオリッタの声が聞こえないようにというマリウスの配はい慮りよだろう。


　とはいえ、部屋の密閉性がそれほど高いわけではない。


　外からはサンディラの声に続けて何か鈍にぶい音が微かすかに聞こえてくるが、敢あえてそれに耳を塞ふさいで、マリウスはリカルドへの質問を再開した。


「で、王子、あの女医が刺客だということ、どうして判ったんですか？　あ、もし応えるのが辛つらければ、そう言ってくださいね」


　大丈夫だと手で合図して、リカルドはなんとか寝台の上で上体を起こした。


「あいつが刺客だという確信は持てなかった。ただ……態度とか言葉の端はし々ばしに何か怪あやしいものを感じたんだ。それに、セフィアにとって、こんな都合のいい偶ぐう然ぜんがあるだろうかって考えると、どうも納得できない気がしてな。だから、敢えて隙すきを見せて誘さそってみたんだ。あいつの正体をここで見極めておかないと、後々、いろいろと不ま味ずいことになりかねない。例えば……このまま帰られたら、セフィアのことをシュールティスの新政権の誰だれかに伝えられる虞おそれもある」


　大丈夫だと言った割に、リカルドは言葉を発するのが辛そうだ。


　マリウスが低く唸うなった。


「たしかに、それは不味いことになりますね」


「たまたまカオルゥが隠形の術で潜ひそんでいたからこれを利用してやれと思ってさ、『女医とセフィアをふたりきりにする』なんて言って、彼女の注意を喚かん起きしたんだ」


「リカルド殿、説明はあとで……もう少し体調がよくなってからでよい。今は横になって少しでも回復に努めるべきじゃろ」


　横に立つユーリも、


「そうです、そうです」


　と頷いている。


「だから……そうも言ってられないんだって」


　リカルドは何度か深呼吸してから言葉を継ついだ。


「あいつに仲間がいて、俺たちに関する情報を得ているとすれば……ここでのんびり養生しているわけにはいかない。いつまた襲おそわれるか判らないからな」


「じゃが、リカルド殿……」


「たぶん、あいつはシュールティス新政権の意を受けて動いているんだ。あるいは新政権がセフィアに賞金をかけていて、それを目当てに網あみを張っていたのかもしれない。セフィアだけでなくリィシャの似顔絵も入った手配書でも持っているのかもな。うん、こちらのほうが可能性が高いか。それであいつはリィシャに気がついた。あいつは仲間に連れん絡らくしておいて、自らはリィシャについていき、セフィアの居場所を探ろうとしたとか、そういうことだったんじゃないか？　こうして俺たちが女医を捕つかまえてしまった以上、仲間は女医が戻もどらないことを怪しんで、ここで何かあったんじゃないかと疑うだろう。様子を探りに来るかもしれないし、最悪、襲ってくるかもしれない」


　セフィアが、横に立つリィシャの女給服の裾すそをぎゅっと握にぎった。


　リィシャは、セフィアのその手を握り、決意に燃える目でリカルドを見下ろす。


「では、直ぐにここを立ちましょう、リカルド様」


「ちょっ……リィシャさん？」


　マリウスが驚きの顔を向けるが、セフィアを庇かばうように立つリィシャは、断固たる決意を秘めた目をリカルドに据すえている。


「どうせエルメンネッラ様のところへ行くのですから、彼女に庇ひ護ごを求めればいいのではありませんか？」


「ああ、俺もそのつもりだよ、リィシャ。この国の王女の下にいれば、少なくとも刺客に襲われる心配をしなくてもいい」


「……王子がそう言うのなら、急いで移動の支度をしましょうか。王子の体調が少し心配ですけど」


「残念だが、そうもいかないようだな」


　部屋の出入り口のところでアイオリッタの声がして、全員が振ふり返かえった。


　アイオリッタは手に提さげた刺客を、放り投げるように床ゆかに転がした。


　サンディラは先ほどよりもさらにぐるぐる巻きに縛しばられている。


　アイオリッタの後ろから、カオルゥが姿を現し、女医の傍かたわらにしゃがみ込んだ。


「どういうことです、アイオリッタ？」


　アイオリッタはマリウスの問いかけには応えず、そのまま室内を横切って窓際に立ち、遮しや光こう布の陰かげから表通りを覗のぞき込む。


「女医が吐はいたよ。我々のことは奴やつの仲間に割れている。というか」


　振り返ったアイオリッタが室内にいる者の顔を順じゆん繰ぐりに見み渡わたし、静かに言った。


「どうやらこの宿は、すでに奴の仲間によって包囲されているらしいな」


　全員が大きく息を呑のんだ。
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「それらしい者が表にいるんですか？」


　そうマリウスが訊きくと、アイオリッタは外を見たまま応えてきた。


「ああ。向かいの建物の陰に、明らかにこちらを窺うかがっている者が数人いる。たぶん、裏手も押さえられているだろう」


「やっぱりか」


　とリカルドが呻うめくように言った。


「上手いことここにセフィア王おう女じよ様がいて、上手いこと暗殺できたら、賞金を得るために遺体を確保しなくてはならんからな。合図があり次第、仲間が突とつ入にゆうしてくる手て筈はずになっているようだ」


　顔を振り向けたアイオリッタがそう説明すると。


「とりあえず合図は阻そ止しできたわけですけど、強引に突入してきますかね？」


　とマリウスが訊いた。


　アイオリッタは、


「さて、どうだろうか」


　と首を傾かしげたが。


「いや、日の高いうちに強きよう襲しゆうしてはこないんじゃないか」


　そう応えたのはリカルドだった。


　アイオリッタが僅わずかに視線を動かして彼を見やる。


「どうしてそう思うのだ、王子？」


「奴らがセフィアやその他の王族を狙ねらって動いているのなら、ロサ・ロゼ王国で悶もん着ちやくを起こすわけにはいかないだろ？」


「なるほど、それもそうだな。昼間に襲えば、直ぐに誰かが当局に報しらせに走る。そうなれば逃にげるのが難しくなる……か」


「それに、あの女医が連中を指揮しているなら、他の奴らが勝手なことはできないだろうからな」


　と応えてアイオリッタが再び視線を表通りに向けると、リカルドが補足した。


「それに外の連中は、ここにセフィアがいることを確信してるわけじゃない。まずは様子見というところだろう。ただし、いつまで経たっても女医が戻ってこないとなると、踏ふみ込んでくる可能性が高いかな」


「ということは」


　マリウスがリカルドのほうを見た。


「踏み込んでくるなら夜ですね」


「だろうな」


「でし鱈たら、昼間のうちに王宮に駆かけ込んでしまえばよいのではありませんか？」


　こんなときでも食材駄だ洒落じやれか。頼たのもしいんだか空気が読めないんだか。


　と呆あきれつつ、リカルドは小さく首を横に振った。


「いや、駄だ目めだ。俺たちがここから逃げだそうとしたら、それこそセフィアがいることを白状するようなものだ。奴らにすれば、セフィアの首を確保できれば懸賞金をもらえるだろうから、俺たちを皆みな殺ごろしにしてもかまわないって考えるかもしれない」


「それに、移動中は守るのが難しくなる。こちらには、狙われているセフィア様の他にも王子とユーリ様がいらして、しかも王子は熱でふらふらときている。室内でならまだ防戦も利くが、外では守りようがない」


　リカルドとアイオリッタの話をマリウスが引き取る。


「ということは、時間的な猶ゆう予よは少しありますから、とりあえずここに籠ろう城じようして打開策を探る……ってことですかね」


「何かいい打開策はあるか？」


　アイオリッタがリカルドのほうに視線を向けると、全員が彼女に追つい随ずいした。


「そう……だな。誰だれかが囲みを突とつ破ぱして、この街の役所に駆け込んで救いを求める、ってのが現実的かもな」


「こちらの身分を明かします？」


　とマリウスが訊くと、王子は荒あらい息で応える。


「こういう状じよう況きようになってしまったんだ。リディアからの使節団だって言うしかないな」


「信用されますかね」


「リディア王家の紋もん章しようでもエルメンネッラ王おう女じよからの親書でも、なんでもいいから相手が納得しそうな物を見せるしかないだろ」


「とはいえ、駆け込むのは役人を説得できる者でないとなりませんね」


「だな。包囲を突破するだけならカオルゥが適任なんだけど、でもカオルゥでは説得するのが難しい」


　リカルドの言うとおり、リディア王家に仕えているとはいえ、この国の役人への信用度という点では、ニンジャのカオルゥでは苦しい。


　カオルゥは何も言わずにじっと女医を見張っている。


　彼女も、自分では役人の説得が難しいことを重々承知しているのだ。


「役人の説得となればマリウスかわたしだが、もしも接近戦になった場合、マリウスでは荷が重い」


　アイオリッタが窓際の遮光布から離はなれ、リカルドの寝しん台だいのところまで戻ってきた。


「この役目、わたし以外の者には無理だ。わたしが行こう」


「ですねぇ。ここは僕とカオルゥでなんとかするしかありませんか」


　カオルゥが無言でこくこくと頷うなずいていると。


「わたしもい鱒ますよ？」


　ネゥネゥが、料理服の腹帯に差した包丁を両手で抜ぬき取って高々と掲かかげた。


「セフィア様に仇あだ為なそうとする暗殺者など、三枚に下ろして油で揚あげて差さし揚げます」


　リカルドが弱々しい声で突つっ込こんだ。


「『揚げる』が被かぶってるぞ～～」


　声が聞こえなかったのか、誰もリカルドの突っ込みには反応しなかった。


「まぁ、マリウスにカオルゥとネゥネゥがいれば大だい丈じよう夫ぶだと思うが」


　とアイオリッタが三人を順繰りに見渡すと。


「わたくしもおります」


　眦まなじりを吊つりあげてリィシャが進みでた。


「王ひ女め様には指一本、触ふれさせるものではありません」


　アイオリッタが小さく頷いた。


「ギ・アナも手伝ってあげてください。セフィア様を守ることは、同時にリカルド様を守ることでもあるのですから」


「もちろんですよ、ユーリ様」


「いや……大丈夫なのか、その娘こ」


　とリカルドが不安そうな顔を見せると。


「大丈夫ですよ、リカルド様。こう見えてもギ・アナは、山さん岳がく民族特有の格かく闘とう技ぎの使い手なのです。小こ柄がらですけど、大の男が相手でも引けは取りません」


「へぇぇ」


　リカルドが意外そうな目を向けると、ギ・アナは、てへへ、と照れ笑いを浮うかべて頭を搔かいた。


「では、ここは任せたぞ、マリウス」


「ええ、はい、任されました」


「わたしは役所へ走る」


「あ、役所よりも警備兵の詰つめ所しよのほうが近いですよ」


「む、そうか」


「場所はですね……」


　マリウスが街の様子を探りに行ったことが、早速役に立っている。


　警備兵の詰め所の位置を頭に叩たたき込んだアイオリッタが部屋を出ようとするのを、リカルドが呼び止めた。


「おい、アイオリッタ」


「なんだ、王子？」


「ここを出ようとすれば、連中、おまえを襲おそってくるかもしれない。なんだったら、カオルゥを付けるか？」


　アイオリッタは、ふっ、と鼻で笑った。


「わたしを誰だと思っている。リディア王国の近衛騎き士し団にその人ありと謳うたわれた姫き士しの中の姫士、アイオリッタ・アイギス・アイビゥスだぞ。あんな連中の十人や百人や千人に後れを取るとでも思ったか」


　……千人は無理だろ、どう考えても。


　と思うリカルドだが、ここで突っ込むのは野暮というものだ。


「そうだな」


　と頷いておく。


　実際、奴やつらが二十人も三十人もの人数を揃そろえているとも思えないし。アイオリッタならなんとかするか。


「それにだ、カオルゥまでが抜けてしまうと、ここの戦力が不安になる。連中の狙いは、あくまでセフィア様なのだからな。ここの戦力を厚くしておいたほうがいい」


「……だな。あのサンディラは俺の正体にも気づいていたけど、それはここで俺に会ったからこそだから、仲間が俺のことを知っているとは思えないしな」


「騒さわぎが大きくなってしまえば街の警備兵が駆けつけてくるだろう。奴らもあまり大事にはしたくないはずだ。セフィア様がいらっしゃることを確信できていないのなら、そこまで危険を冒おかそうとはしないだろう」


「でも、充じゆう分ぶんに気をつけろよ、アイオリッタ」


「判っているとも、王子。ではわたしは支度をしてくる。カオルゥ、刺し客かくの見張りを頼んだぞ」


「お任せください、アイオリッタ様。拙せつ者しや、命に代えても刺客を見張りまする」


「ああ、頼んだ。ネゥネゥ、表の見張りを頼めるか？」


「はい、アイオリッタ様」


　窓際に進みでたネゥネゥが、遮しや光こう布の陰かげに立って表通りを覗のぞき込む。


「不ふ審しん者が判るか？」


「はい。あからさまに怪あやしい男が三人ほど、物陰に隠かくれていますね」


「そいつらから目を離すなよ」


「承知しま舌した平びら目め」


　アイオリッタは小さく肩かたをすくめると、自分の荷物を置いた部屋に行くため、退出していった。
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　ほどなくして着き替がえを終えたアイオリッタが戻もどってきた。白しろ銀がねの鎧よろいを着込み、左手には槍やりを携たずさえている。街中ということで兜かぶとこそ被っていないが、準臨戦態勢といった感じだ。


「何も異状はないか？」


　と彼女が訊きくと、窓の外を覗いていたネゥネゥが応えた。


「何も梨なしです」


　相も変わらず、食べ物駄洒落か。それはそれで頼もしいのだがな。


　と思いつつ、アイオリッタは寝台に横になっているリカルドに声をかけた。


「では、行ってくる……ああ、起きなくていい」


　上体を起こそうとしたリカルドを制しておいて、アイオリッタは言葉を継ついだ。


「夜までには応おう援えんを連れて戻ってくるから、大船に乗ったつもりで待っていろ」


「頼んだぞ」


　とリカルドが。


「ご武運をお祈いのりいたします、アイオリッタ様」


　とカオルゥが。


「お気をつけて白はく菜さい」


　とネゥネゥが。


「追いかけてくる奴らを皆殺しにしないようにね」


　とマリウスが。


「するか！」


「吾われのために苦労をかける」


　とセフィアがうなだれ。


「お気になさいますな、セフィア様」


「どうかお気をつけて」


　とリィシャが。


「よろしくお願いします」


　とユーリが。


　そしてギ・アナは黙だまって頭を下げ。


　アイオリッタはゆっくりと部屋を出ていった。


　皆は、彼女の後ろ姿を頼たのもしそうに、しかし、どこか不安そうに見送るのだった。
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　日が暮れてきた。


　アイオリッタが出ていって、すでに一刻以上が経たっただろうか。


　まだアイオリッタからは何の連れん絡らくもない。


　太陽はすっかり西に傾かたむいて、外は黄昏たそがれ色に染まりつつあった。


　リカルドは目を瞑つぶったまま、おとなしく寝台の上で横になっている。











[image: ]








　表を見張っていたネゥネゥは途と中ちゆうでカオルゥと見張りを交代し、リカルドのためにお湯を沸わかして薬やく湯とうを作ったり、水に浸ひたした布を絞しぼってリカルドの額に載のせたりと、かいがいしく働いた。


　セフィアやユーリもリカルドの看病をしようとしたのだが、リィシャやギ・アナに止められたため、渋しぶ々しぶ、ネゥネゥに任せることにしたのだった。


　カオルゥは、捕とらえたサンディラを、身動きどころか指一本動かせないように、さらにきつく縛しばりあげ、彼女の見張り役をギ・アナに譲ゆずって、外の見張りに就いたのだ。


　もっとも、カオルゥの縛り方はニンジャ独特の特とく殊しゆなもので、並みの人間ではどれだけもがこうと暴れようと、縄なわが緩ゆるむことはなさそうだった。


「おや？」


　窓際に立っているカオルゥが不審そうな声を漏もらした。


「どうしました、カオルゥ？」


「マリウス様。どうも……敵に応援がやってきたように思えるのでありますが」


「なんですって!?」


　慌あわててマリウスが窓際に駆かけ寄よった。


　リィシャは、すすっとセフィアの隣となりに移動し。


　同様に、ギ・アナはユーリの隣へ移動し。


　ネゥネゥはリカルドの枕まくら元もとを離はなれ、自分の荷に袋ぶくろから包丁を抜ぬきだした。リカルドの看病をするからということで、包丁はしまっておいたのだ。


　リカルドも、もそもそと上体を起こそうとしている。


「本当だ。人数が増えていますね」


　カオルゥの隣に立って、遮光布の隙すき間まから外を覗いたマリウスが顔を歪ゆがめた。


「こちらに応援が来る前に、敵に応援が来てしまいましたか。これは不ま味ずいなぁ」


　サンディラが戻らないのを怪しんだ外の連中が、さらに仲間を呼ぼうと連絡をつけたんでしょうかね。


　マリウスは腕うで組ぐみをして低く唸うなる。


「強きよう行こう突とつ破ぱしますか？」


　とカオルゥが訊いてきた。


「騒ぎが大きくなれば、街を巡じゆん回かいしている兵が飛んでくるかもしれません」


「いえ、先ほども話が出たように、こちらは風か邪ぜで寝ね込こんでいる王子を抱かかえていますから、逃にげようとしても逃げ切れるものではないでしょう。そして、セフィア様の姿を奴らの目にさらせば、標的がここにいることを教えてしまいます。巡回の兵が直ぐに駆けつけてくれればいいんですけど、そう上手くいくかどうか。もし時間がかかるようだと、奴らが襲ってきたらこちらに犠ぎ牲せい者しやが出る虞おそれがありますから」


「それにな」


　とリカルドが苦しげな声を上げた。


「あんまり騒ぎを大きくしたくないんだ。目立って人目を引けば、俺やセフィアのことが他国に知られるかもしれないし、ロサ・ロゼ王国にも迷めい惑わくをかけたくない。それは借りを作ることになる……からな」


「しかし王子、もしアイオリッタが戻る前に連中が襲ってきた場合、ここで迎むかえ撃うつしかないんですけど、相手の人数のほうが圧あつ倒とう的てきに多いとなると」


　マリウスは、ちらっとセフィアに視線を走らせた。


「王子とセフィア様を庇かばいながら闘たたかわなくてはならないわけで、かなり難しい闘いを強しいられますね」


　当の本人、セフィアが小さなため息を吐ついた。


「皆には迷惑をかけるな」


　マリウスが、ふるふると右手を振ふる。


「いいえ、迷惑とか、そういうことはありません。気になさらないでください」


「そうだ。俺たちはこの程度のことで迷惑に感じたりはしない。セフィアはそんなことを気にする必要はないんだ」


「……人の情けが身に染みるの」


　天を仰あおいだセフィアが大おお仰ぎようにそう言うと、リカルドは苦笑を浮うかべた。


「どのみち、こちらにはセフィア以外にユーリもいるんだし、体調最悪の俺もいる。逃げようとしても逃げ切るのは難しいんだから、襲おそってきたら迎え撃つしかないだろ」


「それはそうなんですけどねぇ」


　マリウスは今ひとつ不安が抜けないという表情で室内を見み渡わたした。


　ここにいる者で闘えるのは、僕とカオルゥにネゥネゥ。リィシャさんもある程度はできそうですし、ギ・アナも格かく闘とう術が使えるという話ですが……でも、実際にどのくらい闘えるのかは未知数ですし、闘うとなってもユーリ様を守ることが最優先でしょうから、頼たよりにはできません。一方、闘えないのがセフィア様とユーリ様、それに王子。三人もいます。これはなかなか厳しいですねぇ。連中が襲ってくる前に、アイオリッタがこの街の兵士を引き連れて戻ってくれるのを祈るしかありませんか。


　マリウスは、また遮光布の隙間から表通りに視線を向ける。


　そろそろ戻ってきてくれてもよさそうなんですけどね。


　マリウスが不安に思うのは、アイオリッタが交こう渉しよう下べ手ただということだ。


　とにかく、下した手てに出て相手の機き嫌げんを損そこねないように話をするということが基本的にできない人間ですからねぇ、あの女ひと。


　今に至るまでアイオリッタが戻ってこないということは、役人、あるいは警備の兵との交渉が上手く運んでいないことの裏返しといえそうだ。


　どころか、最悪の場合、些さ細さいなことで言い争いになった挙げ句、交渉が決けつ裂れつしてしまった可能性すらありますしねぇ。というか、あの女の場合、そちらの可能性のほうが高い気が……。


　どうにも不安が募つのるマリウスだった。


「マリウス」


　王子に呼ばれて、マリウスが振り返った。


「なんです、王子？」


　王子が手招くので、マリウスは寝しん台だいまで寄っていった。


「建物に……埋まい伏ぶく魔ま術じゆつを仕し掛かけられるか？」


　ぎくり、とマリウスが上体を引く。が、直ぐに表情をリカルドの耳みみ許もとに近づけ、小声で応えた。


「できなくはないですけれど、そんなことしたら、この宿屋、半はん壊かいしますよ？」


「背に腹は代えられないって言うだろ」


「いやでも……」


「もしもに備えて……だよ。その前にアイオリッタが応援を連れて戻もどってきてくれれば、使わなくても済むんだしな」


「あ～～、そのアイオリッタですけど～～」


　マリウスは自分が抱いだいた懸け念ねんをリカルドに伝える。


「あり得るな。充じゆう分ぶんに……あり得るのが恐こわいな」


　はぁ、とため息を吐ついたリカルドだが、直すぐに顔を上げ、マリウスを見つめた。


「となると、ますます準備をしておかないとならないだろ」


「ですかねぇ。やっぱり僕が行ったほうがよかったんじゃないですか？」


「おまえは接近戦に向いていないから、相手が多数で追いかけてきたら強行突とつ破ぱできない可能性があるだろ。無理やり突破しようとすれば魔術を連発するしかないんだろうけど、そうなると周囲にとばっちりがかかるしな。通り沿いの建物が尽ことごとく被ひ害がいを受けるのと、この宿屋だけが壊こわれるのとでは、損害は比ひ較かくにならないぞ？」


　そこまで一気に話すと、リカルドは、ぜぇはぁと荒あらい息を吐はいた。


「そう言われると、反論のしようがないですけど」


「……もちろん、宿屋が壊れた場合は、あとで弁べん償しようするさ。建たて替かえるだけの金を払はらってやればいいだろ」


「貧びん乏ぼう国の王子にしては、余よ裕ゆうの発言ですね」


「皮肉を言うな。余裕なんかないけど、いざというときには覚かく悟ごを決めなきゃ、何もできない。窮きゆう地ちを脱だつすることができない。金なんてのは、使うべきときのためにあるんだよ。違ちがうか？」


「そう……ですねぇ」


　こういうときの王子の決断力は見るべきものがありますね。まぁ、王子がそれでいいと言うのなら、とびっきりの埋伏魔術を仕掛けてやりますか。襲しゆう撃げき者が数人、まとめて吹ふき飛とぶような。


「でも、王子、出入り口に仕掛けるには宿屋の主人の目が邪じや魔まなんですけど」


「カオルゥ」


「はい、王子様」


「ちょっと行って、主人の目を塞ふさいでやってくれ」


　カオルゥは小首を傾かしげ。


「どういうことでしょうか？　目め隠かくしでもしてくればいいのですか？」


「そうじゃなくて」


　苦笑したリカルドが、ちょいちょいとカオルゥを手招いた。


「ははっ」


　カオルゥが寝台に寄ってくると、リカルドは声を落として言った。


「例えば。例えばだぞ。たまたま宿屋の主人の頭の上に何か重い物が落ちてきたりしたら、そして打ち所が悪かったりすれば、少しのあいだ意識をなくしちゃったりする……こともあるだろ？」


「ああ！」


　カオルゥがぽんと手を打った。


「王子様の仰おつしやることが判りました！　要するに宿の主人を殴なぐりつけて気絶させ、何か物が落ちてきたのだと錯さつ覚かくするような状じよう況きようを作っておけ！　と、つまりはそういうことでありますね!?」


「いや……基本的にはそうなんだけど、そういうことを大声で言うなよ。なんのために俺が声を落として例え話をしたと思っているんだ」


「も、申し訳ございません。かくなる上は、このカオルゥ、責任を取って詰つめ腹ばらを切りまする。見事任務を果たした暁あかつきには、どうか介かい錯しやくを」


「要いらねえよ。腹切りは要らないから、しっかりと仕事だけを果たしてこい」


「なんというありがたきお言葉。このカオルゥ・ユゥミ、王子様のご恩を末代まで祟たたり伝えます！」


「だから！　祟るなよ！」


　もういいから、とリカルドはカオルゥを追い立てる。


「ほれ、マリウス、カオルゥと行って、さっさと仕掛けてこい」


「了りよう解かいですよ～～、王子。じゃ、カオルゥ、主人のほうをよろしくね」


「承りました」


　マリウスがカオルゥを伴ともなって、静かに部屋から出ていった。





　　　　７





「リカルド殿どの」


「なんだセフィア？」


「もし宿屋が壊れた場合じゃがな」


「うん？」


「弁償金、吾われも負担しようと思う」


「べつにいいって」


「じゃがな、これは元々、リカルド殿たちが吾を助けようとしてくれるからこそ発生する被害ではないか。吾が知らん顔で厚意だけを受け取るわけにはいかんぞ」


「律りち儀ぎだな。っても……いまセフィアには、使える金なんか、ないだろ？」


「いまは持ち合わせておらんがな。リディーアウゲン城に戻れば、多少なりと持ち合わせはあるぞ。金ではないが、自分の城から脱だつ出しゆつするときに持ちだした宝玉やら宝ほう冠かんやら首くび飾かざりやら腕うで輪わやらがある。あれらをひとつ、ふたつ売れば、この程度の宿屋なら楽勝で建て直せるじゃろ。というか、数軒けんは建つのではないか？」


　セフィアの言葉を聞いたリィシャから、悲鳴のような声が上がった。


「ひ、王ひ女め様、あれらはシュールティス王家に伝わる大事な品々。王ひ女め様が王おう女じよであることを証あかす物ではありませんか」


「狼狽うろたえるでない、リィシャ」


「は……い、王ひ女め様」


「吾はすでに王おう女じよでなくなったも同然じゃ。そんな吾のためにリカルド殿は、王女の地位を取り戻してやると約束してくれたのじゃ。そんなリカルド殿の厚意に甘えているだけでよいと思うか？　吾はそうは思わん。たしかに、あれらは父上や母上がくださった大事な品々だが、今のままでは宝の持もち腐ぐされにすぎんではないか。あれらを売ることでリカルド殿の役に立つのなら、父上や母上も怒おこりはせんはず。むしろ、積極的に認めてくださるのではないか？」


　たしかにセフィアの言い分にも一理あるとリィシャも思う。


　ですが……。


　リィシャはセフィアの言葉が正論かもしれないと認めつつも、素直に首しゆ肯こうすることができなかった。


　たとえセフィアが王女として故国に戻れる日が来たとしても、あれらの品々を手放して戻るのでは、あまりにも寂さびしいし哀かなしいと、そう感じる。


　そんなリィシャの思いを代弁してくれるかのように、リカルドがセフィアに応えた。


「大だい丈じよう夫ぶだよ、セフィア。俺は、そんな貴重な品を売ってまでセフィアに助けてもらおうとは思わない。それに、いくら貧乏国の王子だからって、宿屋の一いつ軒けんを建て替えるくらいの金は融ゆう通ずうできるさ」


「……さようか」


　リカルドがセフィアの申し出をやんわりと断ってくれたので、リィシャは内心で盛大に安あん堵どの息を吐はく。


　と同時に、リカルドが本当にセフィアのことを考えてくれているのが改めて確認できて嬉うれしく思う。


　刺し客かくの尻しつ尾ぽを摑つかむためにセフィアを使って罠わなにかけたことも、リカルドなりの成算があったのだと、そう考え直した。


　やはりリカルド様は、セフィア様に相応ふさわしい立派なお方ですね。


　今のところ、リィシャのリカルド評は右みぎ肩かた上あがりだ。


「さよう、さよう。だからセフィアは黙だまって見ていればいいんだ」


　リカルドが少し苦しそうに笑った。


　黙って見ている。それはそれで、己おのれの無力さを思い知らされるようで辛つらいのだがな。


　けれど、ここはリカルドの厚意に甘えようとセフィアは素直にそう思った。


　そんなふたりのやり取りを、ユーリがじっと見つめている。


　リカルドとセフィアのあいだには、自分とリカルドのあいだにはない紐ちゆう帯たいが感じられる。それがユーリには少し悔くやしかった。


　やはり、いちばん最初にリカルド様と会った分、そしてシュールティス王家の反乱騒そう動どうを共に乗のり越こえてきたという経験がある分、親密になっていますよね。でも、これからは僕もリカルド様と一いつ緒しよに行動するわけですから、まだ間に合いますとも。というか、間に合わせますから。


　もしいま誰だれかがユーリの目を覗のぞき込めば、彼女の瞳ひとみで真っ赤な炎ほのおが燃えあがっているのが見えたことだろう。


「さて、俺は着き替がえておいた……ほうがいいな」


　リカルドは少しふらつきながらも寝しん台だいから抜ぬけだした。


「着替えるとは、どういうことじゃ？　やっぱり汗あせを拭ふく必要があるのじゃな？」


　とセフィアが訊きくと。


「いや、そうじゃなくて。このまま夜になって、もし刺客たちが襲おそってくれば……逃にげるにしろ闘たたかうにしろ、寝ね間ま着きのままってわけにはいかないじゃないか」


「おお、そうじゃったな。よし。では吾が着替えさせてやろう」


　セフィアが一歩、進みでると。


「は？」


「あ、僕もお手伝いさせていただきますよ」


　ユーリは二歩、三歩と進みでてきた。


「いやいやいや。自分で着替えられるから大丈夫だって。というか、自分で着替えるから余計なことはしなくていい」


「本当か？」


「本当に大丈夫ですか？」


「大丈夫だって。だから、着替えるあいだ、みんなちょっと部屋を出て」


　と皆を部屋から追いだそうとしたリカルドだが。


「いけません、王子様！」


「ネゥネゥから駄だ目め出だしを食らった!?」


　リカルドが驚おどろきの表情をネゥネゥに向ける。


「どうしてだよ!?」


「この部屋に王子様一人を残して出ていく分わけ葱ぎにはいきません」


　分葱には……わけには、か。


「たとえ着替えをなされるにしても、誰か護衛がお蕎そ麦ばにいるべきだと思うのです」


　余談だが。


　蕎麦の実を挽ひいた蕎そ麦ば粉こは、この世界でも食用になっている。食べ方としては、団子状の物をスープに入れて食べたり、揚あげ物ものとして食べたりという形が多い。蕎麦粉を捏こねて伸のばして細長く切って茹ゆでて食べる、いわゆる「蕎そ麦ば切きり」という食べ方は、カオルゥの故郷でもまだ発明されていない。


「アイオリッタ様、マリウス様、カオルゥ殿が無花果いちじく的にお側そばを離はなれた今……」


　無花果的？　あぁ、一時的に、だな。しかし、最近、反射的にネゥネゥの料理食材駄だ洒落じやれを翻ほん訳やくしてしまうなぁ。ネゥネゥの思う壺つぼなんじゃないか、俺。


「その役目はこのネゥネゥが鰰はたはたすべきだと思うのです。いま王子様のお側を離れ、万が一にも王子様の身に何かあれば、ネゥネゥもカオルゥ殿に負けないくらい派手にハラキリをしてお詫わびしなくてはなりません」


　そんな大げさなものか!?　っていうか、ハラキリって派手にするものなのか？


　と突つっ込こみたいところだが、自分の身を案じてくれているからこその言い分なので、あまり強くは突っ込めない。それにネゥネゥの立場を思えば、たしかに今、王子の側を離れるわけにはいかないだろう。


「ネゥネゥの言いたいことも判るけど……」


　どうしようかとリカルドが逡しゆん巡じゆんしている間かんに、セフィアとユーリのあいだではどうするべきかが決まってしまったらしい。


「寝間着から着替えるのであれば、ついでに肌はだ着ぎも替かえたほうがよいのではないか？」


「そうですね。きっと汗を吸っていますし」


「では、吾が手伝ってやろう」


「僕もお手伝いします～～」


　ふたりの王女がリカルドに向かってにじり寄ってきた。


「要らねぇ～～」


「こら、リカルド殿、暴れるでない。風か邪ぜが悪化するぞ？」


「悪化させるようなことをおまえらがしてるんだっ」


「リカルド殿の風邪の悪化を防ぐためにも、刺客の襲しゆう撃げきに備えるためにも、リカルド殿は着替えなくてはならん。ネゥネゥ、すまんが手伝ってくれんか？」


「お任せ白はく菜さい」


　すたすたと寄ってきたネゥネゥは、リカルドの両りよう肩かたを手で摑んで上体を引きずり倒たおし、そのまま彼を押さえ込んでしまう。


　リカルドは簡単に上半身の動きを制されてしまった。


　くっそ～～、ネゥネゥの奴やつ、やっぱ凄すごい力だ。


　じたばたと足を動かしながら、リカルドは上体を仰のけ反ぞらせるようにしてネゥネゥを見上げ、叫さけんだ。


「ネゥネゥの裏切り者～～」


「裏切ってはいま千せん切ぎり。これは王子様のお体を案じるからこその行動菜なの花はなです」


　菜の花？　ぎりぎり食べ物に入るか？　って、そんなことを考えてる場合じゃね～～。


　すでにセフィアとユーリが、リカルドの下半身に向けて手を伸ばしている。両足の動きを止めれば、たちどころに彼の寝間着も肌着も引きずりおろされてしまうだろう。


　こんなことしてる場合じゃないってのに～～。


「おい、ネゥネゥ、放さないと、二度と料理駄洒落に突っ込んでやらないぞ！　というか、もうとことん無視だからな！」


　意外にも、この脅おどしが利いた。


「それは寂しすぎるので蟻あり鱒ます」


　ネゥネゥは両手を肩かたから離し、即そく座ざに王子に対する押さえ込みを解いた。


「おい待て！　蟻は食い物なのか!?」


「早速の突っ込み、ありがとうございます」


　上体を起こしたリカルドは寝台の上を後あと退ずさって、迫せまり来るセフィアとユーリの手から体を離した。


「ネゥネゥめ、使えん奴じゃな」


「せっかくお着替えを手伝える好機でしたのに」


　セフィアが舌打ちし、ユーリはがっくりと両肩を落とした。


「だから！　今はそんなことをやってる場合じゃないだろ！　俺たちは……っていうか、セフィア、おまえは刺客に狙ねらわれてるんだぞ。もう少し緊きん張ちよう感かんを持とうぜ」


「あ……いや……そうじゃな。ちと悪わる巫ふ山ざ戯けがすぎたかもしれん。すまん」


「リィシャもギ・アナも、主人の暴走は止めろ」


「え～～？」


　ギ・アナが不満そうに目を見開いた。


「個人的には、ユーリ様とセフィア様を応おう援えんしたかったんですが」


「どんだけ俺を脱ぬがしたいんだ、おまえらは！」


　と三人を睨ねめつけておいてから、リカルドはリィシャに目を転じた。


「リィシャは、もう少し分別があるよな？」


「え？　ええ、あの、それはまぁ、そのとおりでございます、ええ」


「なんか、応える際のその躊ちゆう躇ちよが、心底不安になってくるわ」


「ですが、王子様」


「なんだ、ネゥネゥ？」


「お着替えはどうされるのですか？」


「いや、それはな……」


　もう頭を抱かかえたくなるリカルドである。


「ネゥネゥ、おまえは部屋から出なければいいんだな？」


「え？　あ……はい」


「じゃあ、窓から表の見張り」


　リカルドが、びしっと窓のほうを指さすと。


「それでは王子様のお着替えを見張れません」


「本音が出やがったな！　いいから見張れ。見張らないっていうなら、部屋から出ていってもらうぞ」


「う……判りました」


　肩を落としたネゥネゥが、悄しよう然ぜんと窓際に立って遮しや光こう布の陰かげから外を覗くと。


「はい、残りの連中は壁かべのほうを向いて整列」


「しかしリカルド殿どの、それは……」


「言うことを聞かない奴は、今後、俺の旅のお供から外れてもらうからな」


　リカルドが強権を発動すると、セフィアたち五人は渋しぶ々しぶと壁かべ際ぎわに立ち、リカルドに背を向けた。
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「こっち向いても、使節団から追放だからな？」


　と最後にもう一度、牽けん制せいを放っておいて、リカルドは寝台の向こうに立ち、超ちよう特急で着替えを開始した。


　は～～、ただでさえ風邪で体力が落ちてるのに。こいつらときたら、もう。なんだか、体力的にどん底に落ちた気がするわ。


　荒あらい息を吐はきながら、着替えを終えたリカルドは、


「おい、もういいぞ」


　と女性陣じんに声をかける。


　全員が、つまらなさそうに振ふり返かえった。


　こいつらは……ほんと、こいつらは。


　リカルドがげんなりとした表情になったとき、マリウスとカオルゥが部屋に戻もどってきた。
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「王子、埋まい伏ぶく魔ま術じゆつの仕し掛かけは終わりましたよ……って、どうかしましたか」


　女性の表情の変化にはとことん目め敏ざといマリウスが、不満そうな顔の女性陣に気がついて尋たずねてきた。


「何か雰ふん囲い気きが違ちがうような……」


「いや、どうもしないよ。それより、仕掛けのほうに問題はないんだろうな？」


「ありませんよ。何も知らないままに害意を持って侵は入いってきて呪じゆ札さつを踏ふめば、たちどころに反応します。アイオリッタは僕の埋伏魔術のことを知っているから、大だい丈じよう夫ぶでしょうけどね。目印は置いておきましたから」


「宿の主人はどうした？」


「カオルゥのおかげで、お休み中です。受付に置いておくと、連中が突とつ入にゆうしてきたときに危ないですから、奥の部屋に移動させておきました。一階のお客で在室している人にも声をかけておきましたから」


「そうか。となると……あとは連中が襲おそってくるかどうかということと、アイオリッタがいつ戻ってくるかということだな」


「ですが、ここまで時間がかかっていることを考えると、彼女が応援を引き連れて戻ってくるのは望のぞみ薄うすかもしれませんね」


「ったく、肝かん心じんなときに使えない奴だな」


「あんなに大きな胸を誇ほこっているのにねぇ」


「……いや、この場合、胸の大小はあんまり関係ないと思うぞ」


「ですかねぇ」


　首を捻ひねっていたマリウスだが、ふと我に返り。


「着き替がえたんですね？」


「ああ。まさか寝ね間ま着きで刺し客かく共を迎むかえ撃うつわけにもいかないだろ」


「体調はどうなんですか？」


「最悪……とまではいかないけど、お世辞にもいいとは言えないな」


「ですか。となると、カオルゥに王子を守ってもらうしかありません」


　マリウスは、ちらっとセフィアとユーリに視線を走らせ、直すぐに戻すと、声を落として言った。


「セフィア様とユーリ様は、それぞれリィシャさんとギ・アナさんに守っていただくしかありませんね」


「まぁ……ふたりとも俺の側そばにいれば、カオルゥも含ふくめて三人で俺たち三人を守ればいいんだから、なんとかなるだろ」


「アイオリッタが応援を連れてきてくれれば、すべての問題が解決するというのに」


　マリウスは、やれやれと首を横に振った。


「今さらの話だ。それより、連中の襲撃に備えて少し細工をしておこう」


「細工とは？」


「そうだな。窓は塞ふさいでおいたほうがいいだろ。あと、廊ろう下かに障害物を置くとか。部屋の出入り口も狭せばめておいたほうがいいんじゃないか？」


「そうですね。では、廊下と出入り口は僕とネゥネゥでやりますよ。手伝ってくれます、ネゥネゥ？」


「餅もちろんです、マリウス様」


「カオルゥは、窓を破られないように補強しつつ、窓の外の見張りを」


「承知いたしました、マリウス様」


「王子は寝しん台だいに横になって休んでいてください。いざというときに動けない、なんてことになったら、最悪ですからね」


「ああ、判った。よろしく頼たのむわ」


「吾われらはどうすればよいか、リカルド殿？」


「セフィとユーリは、ここでおとなしくしててくれればいい」


「さようか」


「おとなしく、だぞ」


「……念押しされんでも判っておるが？」


　本当か？　本当に判っているのか!?


　と言いたいリカルドだが、口に出すのは止めておく。


　本音を言えば、可愛い婚こん約やく者たちにあれこれかまわれるのはそれほど嫌いやではないのだ。ただし、もう少し時と場合を弁わきまえてくれればなぁ、とは思う。


　ま、いい。今はセフィアを刺客の手から守ることが先決だ。しかし。


　寝台の上に腰こしを下ろし、壁に背を預けて、リカルドは考え込む。


　サンディラは、セフィアを狙って追いかけてきたわけではない。シュールティスの新政権から直接の指示を受けている可能性も低いと思う。たぶん、シュールティスを脱だつ出しゆつした王族やその近臣には高額の懸けん賞しよう金がかかっていて、彼女はそれを知っていた。似顔絵入りの手配書を持っていたんだろう。だから、たまたまここでリィシャに出会って、近くにセフィアもいるのではないかと疑った。そして仲間を引き連れてここに来てみたら、実際にセフィアがいた。これ幸いと、彼女を殺して賞金をせしめようとした。セフィアの首さえあればいいんだから、女医の合図で仲間が突入してきて、俺たちを皆殺しにして、首だけ持って逃げる……というのが真相に近いんじゃないかな。にしても、新しいシュールティス国王、なかなか抜ぬけ目めがない。この調子だと、そう簡単にシュールティス国内には入れないな。元国王に心を寄せる貴族たちも、身動きが取れない状態なんだろう。セフィアの復帰、けっこう難しそうだな。


　熱でぼんやりとする頭をなんとか回転させ、リカルドはあれこれを考える。だが、即そつ効こう薬やくとなるようないい考えは思いつかない。


　ま、そりゃそうか。そう簡単に実現できるなら苦労はしない。何しろこの勝負の相手は、盤ばん面めんの向こうの指し手は、見事に反乱を成功させたシュールティスの現国王なんだからな。一ひと筋すじ縄なわでいくはずがない。けれど、俺も負けるわけにはいかないんだ。なんたって、セフィアと約束したからな。あいつを王女として国に戻れるようにしてやるって。俺は……。


「王子様！」


　カオルゥの呼びかけに、リカルドははっと我に返った。


「どうした、カオルゥ!?」


「外にいる連中に動きが見られます」


「なに!?」


「日が落ちて、辺りはすっかり暗くなってきました。もう少しすれば、連中、夜よる闇やみに紛まぎれて宿屋に押し入ってくるやもしれません」


「リィシャ、すまない、マリウスとネゥネゥを呼び戻してくれ」


「はい、ただいま！」


「セフィアとユーリは俺の側を離はなれるなよ」


「うむ、判っておる」


「判っています、リカルド様」


　ふたりは、足を床ゆかに下ろした状態で寝台に腰こし掛かけているリカルドの下へと近寄ってきて、彼の両りよう隣どなりにすとんと腰を下ろし、体をリカルドに密着させてきた。


「吾は何があってもリカルド殿の側を離れんぞ」


「僕もです」


「いや、これはくっつきすぎ。これじゃ、いざというとき、逆に対応が遅おくれるだろ」


「そうかな？」


「そうですか？」


「そうですよ！」


　リカルドはふたりを押し退けるようにして立ちあがる。


「俺たち三人は戦力外だ。いざ闘たたかいが始まったら、マリウスやカオルゥ、ネゥネゥの邪じや魔まをしないようにしなくちゃならない。判っているよな？」


「言われんでも」


「承知しています」


「なら、いいんだ」


「リカルド殿どの、少し吾を、吾とユーリ殿を舐なめてはおらんか？」


「そんなことはない」


「……さようか？」


「さよう、さよう」


「ならば、よいのだがな」


　とそのとき、表を見張っているカオルゥが素すっ頓とん狂きような声を上げた。


「あぁっ！　あれはっ！」


「ど、どうした、カオルゥ!?」


　全員が一いつ斉せいに顔を振り向けると、カオルゥは外を見たまま叫さけび返してきた。


「アイオリッタ様が戻られました！」


「なに!?　間ま違ちがいないのか!?」


「間違いありません」


　リカルドもセフィアもユーリも、ほ～～っと全身の力を抜いた。


「しかも」


「しかも？　どうした!?」


「増ぞう援えんを連れています。おそらく、あれはこの街の兵士で……あ、あれ？」


　外を覗のぞいているカオルゥが、頻しきりに首を捻っている。


「おい、どうしたんだ、カオルゥ？」


「いえ、なんと言いましょうか、後ろから駆かけてくる兵士の一団の先頭に立っているのが可愛らしい女の子なのです」


「なんですって!?」


　真っ先に窓際に駆け寄ったのは、呼び戻されたばかりのマリウスだった。
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　アイオリッタが駆け戻もどってきたのは、サンディラに呼ばれていた裏うら稼か業ぎよう仲間が、まさに宿屋に押し入ろうと動き始めたところだった。


　数人で通りの通行を妨ぼう害がいし、残りの仲間が宿屋に押し入る。襲しゆう撃げき者たちはそんな手て筈はずで動き始めた。


　そのうちのひとり、得物を手にした大おお柄がらな男が通りを封ふう鎖さしようとして、こちらに駆けてくるアイオリッタに気がついた。


　アイオリッタは近衛の姫き士しではなく隊商の護衛という設定だから、近衛姫士の正装ではない。男も、彼女のことを単なる用心棒か何かと判断したらしく、平然とアイオリッタの前に立ち塞がった。


「おい、姉ちゃん、この先は通行禁止だ！　どこへ行くか知らねえがばぶっっ」


　アイオリッタが軽く槍やりを振ふっただけで、大柄な男は通りの向こうまで吹ふっ飛とんでった。


「な、なんだぁ？」


　他の刺客たちが、猛もう然ぜんと突つっ込こんでくるアイオリッタに気がついた。


「なんだ、あいつは!?」


「奴やつらの仲間だ！　夕刻に宿から出ていった奴じゃないか！」


「なんだと？　レッシュたちが追いかけていったはずだぞ!?」


「捕つかまえるのに失敗したってのか、あいつら!?」


「どうする？」


「どうするって、殺やるしかえねえだろ」


「けどよ、騒さわぎが大きくなって兵士に集まってこられたら不ま味ずいだろ」


「そんなこと言ってる場合か！　もうそこまで来てるわ！」


「ここはさっさと逃にげるべきだろ」


「サンディラをほっぽって逃げたら、あとで酷ひどい目に遭あわされるぞ？」


「本当にセフィア王女がいるのなら、一生に一度、あるかないかの好機じゃねぇか」


「そうだそうだ、そんな大きな獲え物ものを目の前にして逃げられっか！」


「馬ば鹿かな。命あっての物種だろうが」


　などと言い合いをしているうちに、刺し客かくたちはすっかり包囲されてしまった。


「くそ、兵士が二十人くらい、いるぞ？」


「上等じゃねえか。こうなったら、みんなぶっ殺してやらぁ。ついでに宿屋にいる連中も殺せば文句はねえだろ。少なくともセフィア王女の侍じ女じよ長にかかってる賞金はもらえる。上手くすりゃぁ王女もいるだろうよ」


「おお、やったらぁ！」


　襲撃者たちが言い合っている隙すきに、アイオリッタは宿屋の出入り口を押さえた。


　そこで彼女は出入り口を入ったところの床に貼はってある呪札に気がついた。


　なるほど、いちおう対策は練っておいたか。しかし、予定外に時間がかかってしまったので心配したが、どうやら間に合ったようだな。


　出入り口の前に仁王立ちになったアイオリッタが、安あん堵どの息を吐はく。


　向かいの建物を背にした刺客たちが一斉に得物を抜き放はなち身構えたとき。


　兵士の先頭に立っていた少女が進みでてきた。


「あははは、なるほど、みな悪そうな顔をしている。アイオリッタ殿の話に噓うそ偽いつわりはないようだな」


　だから、ずっとそう言っているだろうが。リディア国王様に仕える近衛姫士のわたしが噓うそなど吐つくはずがないではないか！


　苦々しい顔のアイオリッタが内心で盛大に突っ込んだ。


　間に合ったからよかったものの、あの娘むすめのおかげで余計な時間を食ってしまったんだ。もっとも。


　アイオリッタは、顔を振り向け、兵士の背後を見やった。


　ちょうどそのとき、居並ぶ兵士のあいだを割って一頭の馬が現れた。馬体といい毛並みといい、載のせている鞍くらといい鐙あぶみといい、傍はた目めにも立派な物だと判る。こんな地方の城で、あれだけ立派な馬に乗れる人物は、そう多くはない。


　あの方とお話ができたのだから、僥ぎよう倖こうと言うべきか。いや……どうなのだろうな。ま、それを幸運にするか悪運にするかは王子次第だ。さて、わたしも王子のところへ戻って、報告をしておくか。


　アイオリッタは慎しん重ちような手つきで槍の穂ほ先さきを呪札に向け、触ふれるか触れないかというギリギリの間合いで、すっぱりと呪札を両断した。
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　鎧よろい戸どを開け放ち、宿屋の窓に鈴すず生なりになって表を覗き込んでいたリカルドたちは、馬上の人物を見て目を瞠みはる。


　現れたのは意外にも年若い女子で、高価な絹の長なが衣ぎぬと乗馬用の筒つつ袴ばかまに身を包み、艶つやのある革の長ちよう靴かを履はいていた。


　馬上の女子は、冷ややかな目で刺客たちを見下ろし、そして。


「屑くずどもが弟の城下を騒がせているのが我が慢まんなりませんわね」


「なんだ、貴様は!?」


　刺客のひとりが剣けんの切っ先を馬上の女子に向けて怒ど鳴なった。


「わたくしを誰だれだと訊ききますの？　いいでしょう」


　女子が、ぱしんっ、と指を鳴らした。


「エルエラ、言って聞かせておやりなさい」


　馬の陰かげから、やはり筒袴を穿はいた小こ柄がらな女子が進みでてきて、体格に似合わぬ大だい音おん声じようを放った。


「こちらにおわすお方をどなたと心得ますか!?　恐おそれ多おおくもロサ・ロゼ王国の第三王おう女じよ、エルメンネッラ・ノリスノーラ・ローゼゥス様におわしますよ！　そこの悪党ども、頭ずが高ぁぁい！」


「なんだってぇぇぇ!?」


　刺客たちも驚おどろいているが、リカルドたちも吃驚びつくりだ。


「エルメンネッラ王女って、王子の婚こん約やく者しやでしたよねぇ」


「……そうだな」


「なんで王子の婚約者様がこんなところに現れたんでしょうね？」


「いや……どうしてだろうな」


　マリウスとリカルドが顔を見合わせているその横で。


「あの若さでなんという巨きよ大だいな……。とても人の胸とは思えん。なぁ、リィシャ？」


「え？　ええ、そ、そうでございますね。あれはもはや悪あく魔まの所業と言ってよいかと」


　くぅぅ、っと歯は嚙がみしたセフィアは。


「三年。吾われに三年の猶ゆう予よをもらいたい。さすれば、必ずや追いついてみせるのじゃ」


「いえ、王ひ女め様、誰に向かってなんの決意を述べているのですか」


　一方、その隣となりではユーリが。


「ぼ……僕だって、女子に戻れば、あのくらいのことは……。ねぇ、ギ・アナ？」


「は？　あああ、そそそ、そうです……か？　そうデスね」


　いやでも、ユーリ様、女子のときにはセフィア様とあんまり変わらない程度の……。


　宿屋の二階の騒ぎなど知らぬ顔で、エルメンネッラはいちばん前にいる少女に向かって言い放った。


「セイラ、好きにしていいですわよ。ただし、皆みな殺ごろしは駄だ目め。背後関係とか、いろいろと確認したいこともありますからね。二、三人は生かしたまま捕まえて」


「あはは、そちらはエメ王ひ女め配下の兵士にお任せしよう。ボクは斬きり倒たおすほうが好みだ」


　少女が腰こしの剣を引ひき抜ぬいた。


　なんだ、また僕っ娘こか？　っていうか、ボク？　でも大だい丈じよう夫ぶなのか、あの娘こ。刺客たち相手に斬り合いするつもりみたいだけど……って、いや待て。エルメンネッラ、さっき、あの娘こをセイラって呼んだか？


　リカルド、その名には聞き覚えがある。


　まさか……そんなことが……。


　エルメンネッラから視線を移したリカルドが、その少女を凝ぎよう視しする。


　以前に見た似顔絵に似ているような気がする……けど。


「さぁ悪党ども、このボク、セイラ・セリーン・サンクトファウレが相手をしてあげよう。光栄に思うがいいさ」


　名乗りを聞いたリカルドは思わず窓まど枠わくから身を乗りだした。


　やぱりセイラ王女か！　けれど、どうして!?


　マリウスもネゥネゥもカオルゥも、再び吃驚だ。


「王子の婚約者が、さらにもうひとり登場ですか!?　いったいどうなっているんです？」


「それを訊きたいのは俺のほうだって」


　もちろん、セフィアもユーリも意外な展開に仰ぎよう天てんである。


　吾も訊きたいぞ。何がどうなっているのだ、これは。とはいえ、誰に訊けばいいのかが問題じゃが……アイオリッタ殿どのなら委細を承知しておるのか？


　随ずい分ぶんと急展開ですね、これは。リカルド様の注意が、新たに登場した婚約者ふたりのほうに向いてしまわなければいいのですけど。


　ふたりの王女は新登場の王女ふたりに対して心こころ穏おだやかならざるものを感じ、何やら胸むな騒さわぎを覚える。


　そのとき、誰かが部屋に近づいてくる気配を察知してカオルゥがすすっと移動した。


　部屋の扉とびらの前に立った彼女は、近づいてくる気配が馴な染じみの者、つまりアイオリッタのものだと知って、安堵の息を吐はく。


　外に来た兵士や新登場の王女様たちは、やはりアイオリッタ様が連れてきてくださったのですね。詳くわしい説明はあとでお聞きすればよいとして……。


　カオルゥはアイオリッタを迎むかえ入れ、ひそひそと囁ささやくような声で話を始めた。


　外での騒ぎと新登場の婚約者ふたりに気を取られているリカルドたちは、まだアイオリッタが戻もどってきたことに気がついていないようだった。
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　リカルドの十六人の婚約者の中のひとり、セイラ・セリーン・サンクトファウレ王女は、右手に剣を提さげたまま平然と刺客たちに向かって歩を進めていく。


「そこの悪党ども」


　剣を持ちあげたセイラは、身構えている刺客たちに向けて、その切っ先を突きつけた。


「おとなしく縛ばくにつけとは言わないよ。せいぜい抵てい抗こうしてくれていい。そのほうがボクも楽しいからね」


「だ、大丈夫なんですかね、王子？」


　とマリウスに訊かれ、リカルドは旅に出る前に取り寄せたセイラ・セリーン・サンクトファウレの身上書を思いだす。


　あれには、朝から晩まで剣の修行に明け暮れているって書いてあったな。ってことは、かなりできるのか？　エルメンネッラがそれを許しているってことは、あの程度の刺客が相手なら問題ないと判断したってことか。


「たぶん、大丈夫なんだろ。セイラが危ないと思うなら、エルメンネッラ王女が許さないだろうしな」


「あ、なるほど。そうですね」


「相手は……七、八、九人か。アイオリッタも黙だまって見ているし……って、あれ？　アイオリッタはどこに行った？」


　宿屋の入り口の前に陣じん取どっていたアイオリッタの姿が見えなくなっていることに、リカルドは今さらながら気がついた。


「わたしならここにいるぞ、王子」


　背後から当の本人の声がかかり、リカルドは慌あわてて振ふり返かえる。


「な、なんだ、戻ってきていたのか」


「うむ。まぁ、戻ってはきている」


　なんだ？　少し態度が変だな。微び妙みように視線を逸そらせてやがるし。まぁ、アイオリッタが変なのは今に始まったことじゃないけど。


「ああ、マリウス。宿屋の入り口に貼ってあった呪札は無効にしておいたぞ。もう連中が襲おそってくる危険もないからな」


「あ、ご苦労様～～」


「おい、アイオリッタ、いったい何がどうなっているのかを説明しやがれ」


「それは……この騒さわぎが終わって、皆が落ち着いたらにしよう。それより、いいのか？　セイラ王女の剣の腕うでを確認しなくても」


「ん？　ああ、そうか、そうだな」


　リカルドはもう一度、窓の外に体を向け、通りを見下ろした。


「何がなんだか判らないけど、とりあえず今は、セイラのお手並み拝見……といこうじゃないか」


「ですか。じゃあ、そういうことで」


　宿屋の二階の窓から、リカルド以下、マリウス、ネゥネゥ、セフィア、リィシャ、ユーリ、ギ・アナの総勢七人が、見物人的な体勢で表の通りを見下ろすと、その背後からアイオリッタとカオルゥも表を覗のぞき込んだ。
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「くそ生意気な餓が鬼きめっ！」


「あとのことなど、知ったことか！」


「ぶっ殺せっ！」


　完全にやけくそになった刺し客かくたちが、じりっとセイラに向かってにじり寄っていくところだった。


　あるいは、やけくそというより、おとなしく捕つかまっても二度と娑しや婆ばには出られないかもしれないという開き直りか。


　九人の刺客は、手にした得物を一いつ斉せいに振りあげ、セイラに襲いかかった。


　しかし、兵士たちは遠巻きにしたままで、捕とり物ものに参加しようとはしないし、退がっていったエルメンネッラも、馬上で悠ゆう然ぜんと見ているだけだ。


　そんなに手て練だれなのか、あのセイラって王女は。


　リカルドは、ごくりと唾つばを呑のんだ。


　そして彼の予想どおり、セイラ・セリーン・サンクトファウレ王女は恐るべき手練れだった。


　襲いかかってきた刺客を、瞬またたく間まに四人、切り倒してしまう。


「凄すげえな」


　リカルドが低く唸うなると、マリウスも。


「若いのにたいしたものですね。さすがの僕も、ああいう王女様にはちょっかいを出したくはないです」


　そこか？　おまえは、あくまでそっち方面での評価なのか？　まぁ、こいつの場合、今さら突つっ込こんでもしようがないけど。にしても、本当に大した腕だな、あいつ。


　と感心するリカルドだが、直ぐに彼女が自分の婚約者であることを思いだす。


　うわぁ、こりゃ扱あつかいに注意しておかないと、ばっさりやられそうだなぁ。それに、あのエルメンネッラのほうも、一ひと筋すじ縄なわじゃいかない女子のようだ。少し気を引ひき締しめたほうがいいかもしれないな。


　倒れた刺客は血を流したまま、ぴくりとも動かない。


　白はく刃じんに身を晒さらしても平然としているだけでなく、血を見てもなんら態度に変化がないところを見ると、ただ剣けんの腕が立つだけではなく、実戦経験も豊富のようだ。


　あまりにも鮮あざやかな王女の攻こう撃げきに、残りの刺客の腰が引けている。


「どうしたのかな？　それでもうお終しまいなのかい？　だとしたら、がっかりだな。ほら、かかっておいで」


　セイラは敢あえて構えを解いて、切っ先を下げ、隙すきを作る。


　破れかぶれになったふたりが、セイラに向かって突とつ進しんし、残りの三人は逃にげ場ばを探すように後あと退ずさっていく。


　ふたりのうちのひとりは両りよう刃ばの剣けん、もうひとりは東方世界で見られる円月刀に近い形状の剣を持っている。


　ふたりはセイラの目前で左右に分かれ、両側から同時に剣を振るった。なかなか攻撃の息が合っている。もしかすると、一いつ緒しよに組んで裏うら稼か業ぎようの仕事をこなしているふたりなのかもしれない。


　だがセイラは逃げようとしない。


　この場合、逃げるのは最悪の対応だ。


　左右同時に攻せめられたのだから、逃げようとすれば前に出るか後ろに退がるかしかない。しかし、いずれの場合でも相手からの連続攻撃を受け、完全に主導権を譲ゆずり渡わたしてしまう。二対一でその闘たたかいは、多少、腕に差があっても相手のほうが有利になる。


　セイラはそんな愚ぐを犯さなかった。


　彼女は左から斬りかかった男に向かって、自ら踏ふみだしていった。


　振りおろされた円月刀を自分の剣の峰みねで受け流すと、すれ違ちがいざまに右手首を返し、相手の胴どうを薙なぎ払はらう。


　男は臓物を撒まき散ちらしながら道に転がった。


　いや、ホントに凄すげえ。俺と同年代の女子とは思えない腕じゃないか。アイオリッタ並み……とまでは言わないけど、リディアの近衛姫き士し程度なら、いま直すぐにでもなれるんじゃないか？


　そんな王女を相手にしなくてはならないのだから、リカルドも大変だ。


　いや、セイラだけじゃねえ。後ろでにやにや笑いながら見ているエルメンネッラ王女も、どうやら大変な相手のようだしな。


　先ほどの言動を見れば、エルメンネッラとセイラが知り合いなのは確実で、知人である他国の王女が刺客と斬きり合っているのに助けようともせず、応おう援えんを繰くりだそうともせず、ただ笑って見ているだけというのが、考えてみれば恐おそろしい。


　もしセイラが怪け我がでもしたら、エルメンネッラはサンクトファウレ王国から責任を追つい及きゆうされるのは確実。万が一、斬り死にでもしたら、ロサ・ロゼとサンクトファウレで戦争が始まってもおかしくないような最悪の事態だっていうのにな。度胸があるというか、ものに動じないというか……まさか、人が死ぬところを見るのが好きとか、そういう悪あく趣しゆ味みな王女じゃないだろうな。


　少し不安になってくるリカルドだった。


　そのとき、初めてエルメンネッラが兵士に命令を下した。


「はい、あれを捕まえて！」


　彼女の命令一下、兵士は逃げようとしていた残りの刺客に襲いかかり、たちまち押さえつけ、縛しばりあげてしまう。


　ふぅん、なかなかよく鍛きたえられてるな。


　ロサ・ロゼ王国の兵士の練度を自分の目で確かめられただけでも儲もうけものだと、リカルドは思った。


「はい、セイラ、ご苦労様でした」


　エルメンネッラに呼ばれたセイラは、う～～んと小さく唸りながら剣を鞘さやに収めた。


「ボクはまだ物足りないな。どこか他に悪者はいないのかい、エメ王ひ女め？」


「おやおや、まだ暴れたりないと言うの、あなたは」


　馬上のエルメンネッラが小さく肩かたをすくめる。


「では、あそこの窓からこちらを見ている人たちと闘ってみたらどうなの？　できそうな人が何人かいるみたいだわよ？」


　セイラが顔を振り向け、宿屋の二階を見上げた。


　見上げるセイラと視線があって、ぎくりと頭を引くリカルドである。


「やぁ、そこにいるのがリカルド王太子だね？　初めまして。ボクがサンクトファウレの第四王おう女じよ、セイラ・セリーン・サンクトファウレだ」


　セイラは挙げた右手を、びしっと伸のばして挨あい拶さつを寄よ越こした。


　うわ、そんな大きな声で……兵や野次馬たちに全部聞かれちゃっただろ。せっかく身分を隠かくしてここまで来た苦労が水みずの泡あわじゃないか。


　がっくりと肩を落としたリカルドが、窓まど越ごしに挨拶を返した。小声で。手て遅おくれかもしれないが。


「お……おお。俺がリカルドだ」


　なんとなく間ま抜ぬけな光景だった。


「おや？　あの強く美しい姫き士し殿どのはどうしたんだい？」


　セイラは窓から目を転じて宿屋の出入り口を見やるが、もちろんそこにアイオリッタはいない。


「わたしはここにおります、セイラ様」


　並んだリカルドたちを押し退のけるようにして、アイオリッタが窓から顔を覗かせると、セイラが嬉うれしそうな顔で手をぱん、と叩たたいた。


「やぁ、そこにいたのか、アイオリッタ殿」


　セイラはにこやかな笑みを浮うかべ、アイオリッタに向かって右手を大きく振った。


　一方、アイオリッタのほうは困こん惑わく気味の顔で会え釈しやくを返しただけだ。


　そんなふたりを交こう互ごに見やったリカルドは、セイラのほうを指さしながら訊きいた。


「なんだ、やっぱりアイオリッタは、あの王女と顔見知りになっていたんだな。どういうことになってるんだ？」


　すると、セイラがリカルドに向かって手を振ふり返してきた。


「はっははは、リカルド王子、そんなふうに指をさされると、なんだか照れてしまうな。しかし、リカルド王子がそれほどノリがいい男とは思わなかったな。ちょっと嬉しいぞ。では、早速にも王宮へ戻もどって、とことん闘やり合おうではないか」


「……は？　どういうことだ？」


　リカルドが目をぱちくりさせていると。


「だから仕し合あいだよ。そういう約束だったはずだよ？」


　リカルドは隣となりに立ったアイオリッタの顔を横から覗き込むようにして難なん詰きつした。


「おい、もう一度訊くぞ、アイオリッタ。何がどうなっているんだ？　俺の病気のことはちゃんと説明してあるんだろうな!?」


　新たな婚こん約やく者しやの登場に驚おどろいて我を忘れていたが、自分が風か邪ぜを引いていて最悪の体調であることをリカルドは急に思いだした。


「いや、それが」


　アイオリッタはリカルドと視線を合わさないように気をつけながら応えた。


「応援を連れてくる際の交こう換かん条件でな。セイラ様と王子の顔合わせを祝って、本人同士で仕合をしようと、そういうことになっているのだ」


「な……なんだってぇぇぇ!?」
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　少しだけ時間を戻そう。





　ここはロサ・ロゼ王国ガルテン城の王宮。リカルドたちがガルテンの街を訪れたとき、エルメンネッラ王女とセイラ王女は、すでにここにいた。


　ガルテンの城主はエルメンネッラの弟だが、まだ年若いため、実質的に街を治めているのは城じよう代だい家が老ろうである。


　なかなかノリス城に姿を現さないリカルドに業ごうを煮にやしたエルメンネッラが、


「ならば、ボクが迎むかえに行くよ」


　というセイラの提案を容いれ、リカルドを迎えるためにノリス城を出ることになったのは既き述じゆつのとおりだ。


　そうしてエルメンネッラ率いる一行は、イ・ウー・ハン国から通じている街道筋を国くに境ざかい方面へとやって来たのだった。


　エルメンネッラはノリス城からの供回りを連れているが、リカルドの訪問が内密のものなので、彼女も目立つことはできない。いつものように派手な馬車を仕立て大勢の供回りを引き連れて……では、人々の耳じ目もくを集めてしまう。したがって、供の人数はかなり絞しぼっていた。


　そもそもノリス城とガルテン城を結んでいるのは主要街道で旅人や商人の往来も多く、昼間であれば、移動になんの心配も要らない。


　セイラ王女とエルエラ、それに数名の供を伴ともなったエルメンネッラは、街道を東進して、ここ、ガルテンの街に至り、城代に会って情報収集をしているところだった。


　そこへ、街の警備の詰つめ所しよから危急を報しらせる使者が、アイオリッタと共に王宮に駆かけ込んできたのである。


　詰め所からの使者は、


「リディア王国の王太子が遣つかわしてきた使節団が危ない目に遭あっている」


　と報告してきたので、エルメンネッラは直すぐにぴんと来た。


　彼女は城代に言ってアイオリッタを引見できるように手配をさせ、アイオリッタから話を聞いて、リカルド一行が城下にいることを知った。


　エルメンネッラの計らいで、その場にはセイラも同席したから、彼女も事情を知ることができたのである。
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「なるほど。リディア王太子からの使節団といいながら、じつは王子ご本人が率いているのだね」


「さようであります、セイラ様」


　ふたりの前で頭を下げるアイオリッタに向かって、セイラは大だい胆たん不ふ敵てきなことを言った。


「愛しい婚約者殿どのが危ない目に遭っているのなら、ボクは何を措おいても助けに行くつもりだよ、エメ王ひ女め」


　セイラのその言葉に、アイオリッタは内心で喜んだ。セイラ王おう女じよが行く以上、エルメンネッラや城代も動かざるを得ないからだ。


　しかし、肝かん心じんのエルメンネッラ王女が、あまり乗り気でないように見える。


　セイラ、あなたにとって、いつリカルド王子が愛しい存在になったのかが大いなる疑問ですけれど……。


　エルメンネッラは一いつ瞬しゆん、冷ややかな視線をセイラに注いだが。


　そうねぇ。気になることもありますし。


　顔を戻もどしたエルメンネッラは、冷ややかな眼まな差ざしはそのままに、アイオリッタを見下ろして、そして訊きいた。


「わたくしも、何がどうしてリディアの使節が襲おそわれているのか、知りたいものだわね。いえ、表向きは、使節でもなくただの隊商なのでしたっけ、アイオリッタ殿？」


「さようであります、エルメンネッラ様」


「であれば、ますます不思議な話だわね。街を離はなれた山中や森の中というのなら、隊商の荷を狙ねらった野盗が襲ってくることもあるでしょう。ですけど、城下で昼ひる日ひ中なかに隊商を襲う野盗など、聞いたことがありませんわね。どんな向こう見ずな野盗があなたたちを襲おうとしているのかしら」


　同席している城代もセイラも、あまり気にしなかったようだが、エルメンネッラだけはアイオリッタの説明の怪あやしい点を正確に衝ついてきた。


　面おもてを伏ふせたままアイオリッタは、見かけによらず頭の回転の速い王女様だ、と冷ひや汗あせを流す。


　いずれ知られることになるのだろうが、今ここでセフィア様やユーリ様のことをエルメンネッラ王女に知られるわけにはいかない。それはこちらの弱みを見せることに繫つながる。王子も嫌いやがるだろうし、何よりリディア王国にとっては不利益になる。そんなことを進んで明かすことなど、できない。


　リカルドへの忠誠心はあまり──ほとんど？──ないアイオリッタだが、リディア王国と現リディア国王に対する忠誠心の厚さでは余人に負けていない。


　だからここは、しらを切り通す。


　と覚かく悟ごを決めたアイオリッタだが、エルメンネッラ王おう女じよは、それ以上を追つい及きゆうしてはこなかった。


「ボクが助けに行けば、この目で婚こん約やく者殿のお顔を拝することができるわけだしね。どうだろう、エメ王ひ女め？」


　エルメンネッラは、不ふ審しんそうに眉まゆを顰ひそめる。


「あなた、婚約者がどうこうよりも、襲しゆう撃げき者を斬きり殺したいだけなのではないの？」


　斬り殺す？　随ずい分ぶんと危ない喩たとえだな。一国の王おう女じよ様が犯罪人を斬り殺すとか、ありえないだろうが。


　アイオリッタは喩えだと思ったが、セイラは胸を張って応えた。


「それもある」


　あるのか!?


　アイオリッタの顎あごが、かくっと落ちた。


「けれど、それだけではないさ。自分の目で婚約者殿を見てみたいというのは本音だし、できれば婚約者殿の腕うで前まえも確認したいところだね」


　と、そこで言葉を切ったセイラは、んんん？　と首を傾かしげて何かを考え始めた。


　行くなら早くしてくれないかな。こんなことをしているあいだに、あの刺し客かくどもが宿屋を襲うかもしれないというのに。


　悠ゆう長ちような態度のエルメンネッラやセイラに、アイオリッタは気が気ではない。


　やがて、セイラは顔を上げ。


「そうか。ボクは馬ば鹿かだな。できれば、などと言わずに、今ここで約束してしまえばいいではないか」


「……何を約束するの、セイラ？」


「決まっているよ、エメ王ひ女め。ボクは婚約者殿と仕合がしたい。だから、僕が助けに走る交こう換かん条件として、事が済んだ暁あかつきには、ボクとリカルド殿が仕合をする……というのはどうだろう？」


　エルメンネッラは、内心でほくそ笑んだ。


　あらあら、これは面白くなってきたようね。やはり遠路遥はる々ばると婚約者殿が出向いてきてくれたわけですから、このくらい予想もつかなく、このくらい意外で面白い展開になってくれませんとね。


「如何いかがかしら、アイオリッタ殿？」


「え？　いえ、仕合とは、いったいなんのことでしょう？」


「仕合といえば、これに決まっている」


　椅い子すから立ちあがったセイラは、腰こしに吊つるした剣けんを、二度、三度と軽く叩たたいた。


「婚約しているとはいえ、まだ実際に会ったことのないふたりにとって、いちばん大事なのは互たがいに相手のことをよく知ることだよ、アイオリッタ殿。性格とか剣の腕うでとか剣の腕とか剣の腕とか」


　剣の腕、多すぎだろ！


　アイオリッタは、なんとなくこのセイラ王女の性格……というか志向性が判ってきた気がした。


「そうじゃないかな、アイオリッタ殿？」


「あ、あぁぁはい、そ、そうかもしれません」


「であれば、ボクとリカルド殿が互いの腕前を知り合うことこそ、いちばん大事なこと。ならば、ボクとリカルドが仕合をして互いの腕を確かめるしかない。そうは思わないかい、アイオリッタ殿？」


　いま何か、もの凄すごい論理的な飛ひ躍やくがあったような気が……。


　相手が一国の王女──しかもリカルドの婚約者──であるから突つっ込こめないが、アイオリッタは、このセイラも、見かけによらず、けっこう危険な存在ではないかと直感した。


　その直感の正しさは後に見事に証明されるのだが……。


　アイオリッタが返事できないでいると、エルメンネッラが話を引き取って、結論を出してしまった。


「城代殿どの、この件はわたくしに預からせていただけませんか？」


「エルメンネッラ様がそう仰おつしやるのなら、こちらに異存はありません」


　年の頃ころは四十過ぎかという人当たりのよさそうな城代家老が、エルメンネッラに向かって頭を下げた。


「では、決まりね。窮きゆう地ちに陥おちいったリカルド様を助けに行くとしましょうか、セイラ」


「もちろんだとも、エメ王ひ女め！」


　立ったまま、セイラは夢見る少女のような遠い目つきで腰の剣の柄つかに手を置いた。


「並み居るならず者どもをこの剣で斬り捨てることができるなんて、ボクはなんて幸運なんだろう。遥々エメ王ひ女めを訪ねてきたかいがあったというものさ。ついでにリカルド王子のご尊顔を拝することもできるしね」


　そっちがついでなのか！


　突っ込みどころ満まん載さいの王おう女じよだった。


「では、救出の暁にはセイラとリカルド様が仕合をするということで」


　アイオリッタのほうを見やったエルメンネッラが、そう言い切った。


　え……？　あれ？　あれれ？


　いつの間にか、リカルドとセイラの剣の仕合が既き定てい路線になっていて、アイオリッタは大いに焦あせってしまう。


「いえ、あの、エルメンネッラ様……」


　リカルドがいま風か邪ぜを引いていて、仕合どころか、ただ歩くのにも難なん儀ぎしている状態だということを、アイオリッタは釈しやく明めいしようとしたのだが。


　彼女が何かを言うよりも早く、エルメンネッラが宣言した。


「ロサ・ロゼ王国第三王おう女じよ、エルメンネッラ・ノリスノーラ・ローゼゥスが、ガルテン城に巣くう悪党どもを、サンクトファウレのセイラ王おう女じよと共に退治しに参ります」


　こうしてエルメンネッラは、ノリス城から率いてきた数名の供回りとセイラ王女、さらには城代家老がつけてくれたガルテン城の兵士を引き連れ、リカルドたちが投宿している宿屋へと出向くことになったのだった。
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　ここで時間をいま現在に戻そう。





「……というわけなのだ。いや、参った参った」


　勢せい揃ぞろいした八人──リカルド、マリウス、カオルゥ、ネゥネゥ、セフィア、リィシャ、ユーリ、ギ・アナ──に対してこれまでの経けい緯いを説明し終わったアイオリッタは、照れたように笑って頭を搔かいた。


「笑ってる場合かぁぁ……ぐへほっっ、ぐほっ」


　跳はねるように上体を起こして思い切り突っ込んだ王子だが、たちまち苦しそうに咳せき込んでしまう。


　すでに全員、ガルテン城の王宮まで移動してきていて、リカルドは先ほど改めて医士の診しん察さつを受けたばかりだ。


　その結果は、やはり風邪。


　しかも、


「かなり病状が悪化しているので、当面、安静が必要です。精のつく物を食べてゆっくり寝ねることですね」


　という医士の駄だ目め押おし付き。


　サンディラの指示と同じだったが、裏の顔が暗殺者とはいえ、彼女も普ふ段だんは医士として活動していたのだから当然か。


　診察の後、リカルドは、エルメンネッラが用意してくれた客間に運び入れた寝しん台だいに横になったのだった。


　しかし、未いまだに何がどうなっているのか、リカルドにもよく判らない。彼だけでなく、マリウスもネゥネゥも、セフィアもユーリも事の経緯いきさつがさっぱり判らない。それだけではない。暗殺者がセフィアを襲おそってきた事件の真相も。


　宿屋でアイオリッタからざっと説明を受けていたカオルゥだけは大まかな経緯を知っているが、彼女は自ら王子に説明できるような立場でもない。


　そこでリカルドたちは、アイオリッタから事情説明を受けることにした。


　そうしてアイオリッタがリカルドの枕まくら元もとで説明を始め。


　たった今、彼女が宿屋をあとにしたところから応おう援えんが来るまでの経過の詳しよう細さいが、一通り明かされたところだ。


「なんで俺の知らないあいだに俺が剣の仕合をすることになってるんだよぐほっ」


「リカルド殿どの、安静にしていなくては駄だ目めではないか」


　と、咳き込むリカルドに向かってセフィアが優しく言うと。


「そうですよ。治すには安静が必要ですと、医士様も仰ったではありませんか」


　ユーリが続いた。


　今のところ、ふたりは王子お付きの侍じ女じよということになっている。


　使節団に侍女が四人も同道していることにエルメンネッラはなんとなく不ふ審しんそうな顔をしていたが、セイラのほうが、


「なるほど、リカルド殿は侍女が大好きな質たちなのだな。しかも、可愛い侍女が。なるほど、そういう性せい癖へきをお持ちか。あいや、判った、理解した」


　とわけの判らないことを言ってひとりで納得していたので、今のところエルメンネッラからの追つい及きゆうもなく有う耶や無む耶やになっている。とはいえ、リカルドはそちらも気になって仕方がない。


　どこかで本当のことを打ち明けなきゃいけないし。その機会を摑つかむのが大変だ。どうやってふたりを納得させるかが難題だ。考えれば考えるほど頭が痛くなってくるのは、きっと風邪のせいだけじゃないぞ。


　なんとか気分を落ち着けようと深呼吸を繰くり返かえした後、リカルドはセフィアとユーリに応えた。


「安静の必要性は誰だれより俺が判っているよ。けど、こいつが俺を興奮させるようなことを言うからいけないんだ」


「こいつとはなんだ、こいつとは。ちゃんと名前を呼ばんか、このくそたわけ王子め」


「アイオリッタこそ、ちゃんと俺を呼べよなっっぐはっげはっっ」


「ほれほれ、ちゃんと寝たらどうじゃ？」


「そうですよ。無理はいけません。お体を労いたわってくださいませ」


　セフィアとユーリがリカルドを押おし倒たおすようにして強引に寝台に寝かせつける。


「で！」


　寝台に横になったリカルドは、枕元に床しよう几ぎをおいて腰こし掛かけているアイオリッタの顔を下から睨ねめつけた。


「俺とセイラ王女との仕合の約束は、どうなるんだ？　まさか、こんな体で仕合えとか、言わないだろうな!?」


「い……いや、言わないのではないか……な。たぶん……おそらく」


「いい加減だな」


「まぁまぁ、王子。いくらセイラ王女が剣けん術じゆつに熱心だからといって、こんな状態の王子を見たら、仕合をしろなんて言いだすはずがありませんよ」


　マリウスが正論を吐はいた。


「……だといいがな」


　ところが。


　セイラ王女は、かなり規格外れ、かつ常識外れな王女だった。そんな正論が通じる相手ではなかったのである。
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「やあ、リカルド王子、ご機き嫌げん麗うるわしゅう」


　いつの間にか部屋の入り口に、一輪の薔ば薇らを口に咥くわえたセイラ王女が立っていた。


「あ……あ、セイラ王女か。こんな恰かつ好こうで……失礼するぞ」


　寝ね間ま着き姿で寝台に横たわったまま、リカルドが力なく右手を挙げた。


　セフィアやユーリも、慌あわてて椅い子すから立ちあがって答礼する。


　本来ならセイラとは同格のふたりであるが、現状はリカルドの侍女という設定なので、これも致いたし方かたない。


　リィシャもギ・アナも内心の不満を押し隠かくして、丁てい寧ねいに頭を下げた。


　セフィアたちに軽く会え釈しやくしただけで、セイラは専もつぱらリカルドに向けて言葉を返す。


「気にしなくてもいいさ。君が明あ日すをも知れぬ重じゆう篤とくな患かん者じやだというのはボクも知っている。ボクのことは気にせず、ゆっくりと養生するがいい」


　いや、そこまでの重病人じゃねぇ。


　内心で突っ込むリカルドの脇わきで、人知れずアイオリッタが安あん堵どの息を吐はいた。


　王子が治ち癒ゆしてからなら、この王女様の剣けんの相手をするくらい、なんとかなるだろう。こう見えても、この王子、意外と鍛きたえているからな。なんだったらわたしが闘たたかい方を伝授してやってもいいし。


　アイオリッタの見立てでは、こと剣の仕合に限れば、リカルドよりもセイラのほうが強そうではあった。とはいえ、リカルドも弱くはない。適当にあしらって、最後はセイラに花を持たせるという展開にすれば、王女も満足するに違ちがいない、というのがアイオリッタの読みである。


　かなり甘い読みだった。


　ほらね。セイラ王女もちゃんと判ってくれてますって。


　とマリウスはリカルドに目配せした。


　ああ……だな。


　マリウスも、人の性格や思考を見み抜ぬくのが得意なはずのリカルドでさえも、まだセイラの危険な本質を理解していない。


「では、風邪の養生は養生として、早速、剣の仕合をしようではないか」


「……………………は？」


　リカルドが、あんぐりと口を開けた。


　リカルドだけではない。マリウスもネゥネゥもカオルゥも。


　セフィアもリィシャも、ユーリもギ・アナも。


　全員が口あんぐりだ。


「おい、ちょっと待てぇっぐほっ」


「どうしたのだ、リカルド殿？　あまり大声を出さないほうがいいぞ？　喉のどに負担がかかるだろう？」


　俺の喉に負担をかけているのはおまえだ！


「それとも君は敢あえて自分の体を痛めつける趣しゆ味みを持っているのかな？　そうだとすると、ふむ、君と婚こん姻いんすると、ボクが君を痛めつける役目を負うのだろうか。なかなかの大役、光栄の限りだ。死なない程度に痛めつけるのは割と得意だからな、その役目、ボクは見事に果たして見せよう！」


「そんな趣味は一ひと欠片かけらも持ち合わせていねえっ！」


「そうなのか？」


「そうだよ！」


　ああ、もう、またややこしい奴やつがひとり増えた……。


　という内心の愚ぐ痴ちを、もしセフィアやユーリが聞いたら、以前からいるややこしい奴とは誰のことなのだ？　と迫せまってきたことだろうが。


　リカルドは髪かみの毛けを搔きむしりたくなるのを必死で我が慢まんした。


「あのな……俺の聞き違いでなければ、あんた、俺に向かって風か邪ぜの養生をしろと言ったばかりじゃなかったか？」


「言ったとも」


「その口で、俺に剣の仕合をしろと言う？」


「これは異な事を言う」


　いや、異な事を言っているのはおまえだと思うんだが。異な事というより、異常で異様で異変で遺い憾かんなことを。


「風邪を引いていても、剣の仕合くらいできるだろう？」


「な……なに言ってるんだ、こいつは？」


　リカルドが救いを求めるように周りにいる者を見み渡わたすが。


　誰からも応えは返ってこない。


「だって剣の仕合なのだよ？　そのくらい、風邪を引いていようとお腹を壊こわしていようと、腕うでの一本や二本が折れていようと、黒こく死し病びように罹かかっていようと、できるだろう？」


「できねぇよっっがはっがはがはっっ！」


　セイラはきょとんとした顔で、盛大に咳せき込むリカルドを見やった。


「どうしてだい、リカルド王子？　剣の仕合だぞ!?　剣の仕合と聞かされれば、ボクなら死んでいても起きあがる」


　馬鹿だ、こいつ。剣けん術じゆつ馬鹿という名の大馬鹿野郎だ。


　リカルドは絶望的な気分になった。


　セフィアもユーリも、どちらかというと知的で思し慮りよ深ぶかい王女だった。将棋スカツシエを好むリカルドとしては、そこが気に入ったところだ。


　外交立国の王太子として、聡さとくあれ、賢かしこくあれ、他ひ人とより考えろ、熟考しろ、視野を広く持て、知識こそ己おのれを助ける最大の武器、知ち謀ぼうこそ国を助ける最大の切り札と、彼は子供の頃ころからそういう教えを受けてきた。だからリカルドは頭のいい女子が好きだ。自分の婚こん約やく者しやともなれば、なおさらだ。


　しかし、いま自分の目の前にいるのは剣術に心を奪うばわれた……否いな、剣術にのみ心を奪われた視野の狭きよう小しような王女だった。


　彼はこの手の女子に、王女に、婚約者に、どのように接すればいいのか判らない。将棋の手を読むのは得意でも、この手の女子の心を読むのは得意ではないし、経験もない。


　さすがのリカルドも、セイラに対してどう向き合えばいいのかが判らなかった。


　というか、俺に扱あつかいきれるのか、こいつが。う～ん、参ったな。来る日も来る日も剣の稽けい古こをしようとか迫られたら堪たまらないよな。かといって、剣術馬鹿に用はない……と言い切るのも角が立つし。


　そう、彼の立場としては角を立てたくはない。婚約を破談にするにも、できる限り丸く収めておきたいのだ。


　ま……まぁ、今ここで直ぐに結論を出す必要もないか。まだ時間はあるんだし、結論は先延ばしにしておいて。こいつはセフィアやユーリみたいに、俺と一いつ緒しよに来る！　なんて言いだしはしないだろうし。ここは様子見といくしかないな。


　たしかにセイラ、このあとそんなことを言いだしはしなかった。その点ではリカルドの読みは見事に当たったのだが……。


　セイラに対する態度を決めきれなかったリカルドだが、そんな彼にもはっきりと判ることがある。


　それは。


　馬鹿に道理を説いても無む駄だだってことだな。


　げんなりとした顔で、彼はセイラを見つめる。


「仕合ってもいいけどな、こんな状態の俺と闘っても、勝負は最初から見えているんじゃないのか？」


「なるほど、それもそうだ」


　よかった。こういう剣術馬鹿には、剣術の仕合が充じゆう実じつしているかどうかというその一点に焦しよう点てんを当てれば……と思ったけど、なんとかなるものだな。


「ボクが風邪を引いていて高熱を出していておまけに足の一本も骨折していれば、上手い具合に釣つり合あいが取れたかもしれないのにね」


　さすがにむっとしてかちんと来たリカルドだが、そこで文句をつけたりしない。そんなことをすれば、話がややこしくなるだけだ。論点はなるべく明確にしておくのが、こういうときのコツなのだ。


「ってことで、仕合は、俺が風邪を治してから……」


「それは無理だ」


「なんだってぇ!?」


「こうしてボクの婚約者であるリカルド王子とお会いできただけでなく、なんと剣の仕合ができる。そう思って燃えあがったボクの情熱の炎ほのお、簡単に消すことはできないぞ。リカルド王子が治るまで待っていては、この炎がボクを焼き尽つくしてしまうだろう」


　やっぱり馬鹿だな、こいつ。徹てつ底てい的てきに馬鹿なんだな。


　リカルドは頭を抱かかえて掛かけ布に潜もぐりたくなったが、なんとか我慢した。耐たえ忍しのんだ。


「じゃあ、どうしろって言うんだよ？」


　セイラが体の向きを少しだけ変えた。


　彼女の視線の先には、リカルドの枕まくら元もとに神しん妙みような表情で床几に腰こし掛かけているアイオリッタがいる。


「そこのアイオリッタ殿どのに代打ちをお願いしようではないか」


「な、なに？」


「じつは、アイオリッタ殿を見たときからずっと、ボクは彼女と仕合をしたくてしたくて堪たまらなかったのだ。正直に言えば、リカルド王子、君よりもアイオリッタ殿に興味がある。だってアイオリッタ殿は、リカルド殿よりずっと強いのだろう？　ボクには判るよ」


　本っ当に正直だな、おまえ。っていうか、馬鹿！　正直なんだな。


「というわけで、どうだろう。リカルド王子が仕合のできない体だというのなら、代わりにアイオリッタ殿と仕合がしたい。いや、これは約束だからね。仕合をしてもらわなくては困る」


　セイラは口に咥くわえた一輪の薔ば薇らを手に取り、それをびしっとリカルドのほうに向けて突つきつける。


　っていうか、今までそれを咥えたままで喋しやべっていたのか。どういう器用な口なんだ。


「君たちが選べる選せん択たく肢しはふたつだ。リカルド王子がボクと仕合うか、アイオリッタ殿がボクと仕合うか」


「どのみち仕合うのかよ」


「もちろんだとも。仕合わないという選択肢は、ボクの人生に存在しない」


　堪らずリカルドは、ついに突っ込んでしまった。


「馬鹿だろ、おまえ！」


　セフィアとユーリが、寝しん台だいの脇でこくこくと頷うなずいているが。


　あ、王子、なんてことを言いますか！


　マリウスが真っ青になった。


　ここでセイラ王女の機き嫌げんを損そこねるようなことがあれば、エルメンネッラ王女も気を悪くするかもしれない。何しろふたりは仲が良さそうだから。


　セイラが不気味な笑い声を漏もらす。


「ふっふふふ、リカルド王子、なかなか面白いことを言うね」


　あ、怒おこった？　怒らせちゃった、俺？


　怒ったセイラが、こんな婚約は解消だ！　と言いだしたら、個人的には渡わたりに船といえるかもしれないが、国を代表する王太子としてはちょっと不ま味ずい事態だ。少し早まったかと後こう悔かいするリカルドだったが。


「そのとおりだ。エメ王ひ女めにも言われたことがあるけれど、ボクは馬鹿なのさ」


　うん、胸を張って断言する言葉じゃないからね、それ。


「馬鹿につける薬はないぞ、リカルド王子」


　いや、まったくそのとおりだね。


「ボクにつける薬があるとすれば、それはただひとつ、剣けん術じゆつだけだ」


　う～～ん、剣術馬鹿もここまでくると、一種、清すが々すがしさを感じるな。もしかしてこいつ、かなりの大物なのかも？
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　セイラに対する評価がますます難しくなった気がして、当とう惑わくするリカルドだった。


〈ちょっと、アイオリッタ〉


〈な、なんだ、マリウス〉


〈王子は仕合なんかできる体調じゃないんですからね。ちゃんと責任を取って、あなたが仕合をしてくださいよ〉


　アイオリッタは切なそうなため息を吐ついた。


〈……判っているよ〉


　アイオリッタは力なく立ちあがった。


「仕合の件、承知いたしました、セイラ様」


　まぁ、適当に相手をしてやって、最後に花を持たせてやれば納得してくださるだろう。


「それはよかった」


　セイラがにっこりと笑った。


　うわ、そうやって笑うと可愛いんだけどなぁ、こいつも。


　セイラの純真な笑顔にちょっと見とれるリカルドである。


　そんなリカルドを、セフィアとユーリが眉まゆを顰ひそめて見ているのに、リカルドは気づいていない。


「ただ、今日はさすがにいろいろあってわたしも疲つかれました。できれば、仕合は明日あしたにしていただけると助かるのですが」


　こいつのことだから、いま直ぐでないと嫌いやだとか言いだしそうだが、とリカルドは危き惧ぐしたが、案に相そう違いして、セイラ王女は考え込む様子を見せた。


「そうだね……」


　三人は素早く目配せをする。


　ここが押し時とばかりにアイオリッタが畳たたみ込んだ。


「こちらとしても、今日のところはリカルド王子の看病に充あてたいのです。何しろ王子は我がリディア王国の王太子、王子にもしものことがあれば、わたしは国王様に顔向けできません」


　おまえが本気でそう思ってくれていると、俺は万々歳なんだがな。


　セイラが顔を上げた。


「いいでしょう。本音をいえば、いま直ぐにでもあなたと仕合いたいところだが、しかし、あなたには万全な体調で仕合っていただきたい。今夜一晩、預けるといたしましょう」


　リカルドだけでなく、マリウスもアイオリッタも安あん堵どの息を吐はく。


　とにかく相手はサンクトファウレの王女だ。どういうふうに仕合をして落としどころをどこに持っていくか、ということを事前に打ち合わせておきたいからな。いま直ぐ仕合をしろと暴れだすかと危惧したが……やれやれ、助かった。


　リカルドが内心で胸を撫なでおろす。


「では、仕合の開始時刻は昼の四時頃ごろということで如何いかがでしょうか？」


　昼の四時は、この季節なら、おおよそ今でいう午前十時頃に当たる。


「朝食を摂とって一休みして準備をして……となると、そのくらいが適当だと思いますが」


　アイオリッタがリカルドの顔を窺うかがった。


〈いいよ。それで受けておけ〉


　とリカルドが目配せする。


　アイオリッタが不承不承で頷いた。


「承知してございます、セイラ様」


「ありがとう、アイオリッタ殿。ああ、それからもうひとつだけ条件があるんだが、聞いてくれるだろうか」


「ええ、もちろんです」


「仕合は木ぼつ剣けんや模も擬ぎ剣けんではなく、真しん剣けんの刃はを潰つぶした物で行いたい。問題はないね？」


　えぇえぇ？　それは大問題だろう!?


　リカルドは思わず寝台の上に横になった体勢のまま跳はねあがっていた。


　いくら刃を潰してあっても、真剣となると、斬撃が入れば腕うでや足なら確実に骨折する。頭にでも当たれば、死ぬかもしれない。何より仕合用の模擬剣より重いから、長時間振ふり回すのには不適だ。アイオリッタならともかく、セイラの体格では、仕合が長引けば不利になる。なのに刃を潰した真剣で、と言いだす彼女の真意がリカルドには判らない。


　アイオリッタも困こん惑わく顔でセイラとリカルドを交こう互ごに見やった。


「お、おい、セイラ」


　リカルドはなんとか上体を起こし、セイラに顔を向ける。


「何かな、リカルド王子」


「いくらなんでも、それは不味いんじゃないか」


「不味い？　どうして？」


「どうしてって、いくら刃を潰してあったって、真剣なんかで仕合をして、万が一のことがあったら」


「ボクの身を案じてくれるのか。嬉うれしい限りだ。だけど心配はご無用さ」


「いや…………」


「ボクは自分の剣けんの腕に自信があるからね。そちらのアイオリッタ殿も、そうとうな腕うで前まえとお見受けする。そんなふたりの仕合なのだから、真剣であってもなんら問題はないさ。本当なら、刃も潰さずに文字通りの真剣勝負をしてみたいところ。さすがにそれは不味いと思って、こうして最大限の譲じよう歩ほをしたのだからね」


　それで最大限の譲歩か。というか、なんという自信過か剰じようにして思い込み過多な奴やつなんだ、こいつは。


　この手の人間を正面切って説得するのは至難の業だということをリカルドは知っている。だから搦からめ手てから攻せめようとした。


「しかし、セイラ、ここはあんたの国ではないし、俺の国でもない。そして、刃を潰してあっても真剣で仕合う以上、何が起きるか判らない。たとえふたりの技量がどれほど高くてもだ」


「たしかに、それは一理ある」


「あんたやアイオリッタが怪け我がをするようなことがあれば、この国に迷めい惑わくがかかる。いや、エルメンネッラ王女に迷惑がかかることになる。あんた、それでもいいのか？」


「ふむ……」


　セイラが考え込んだのを見てリカルドは、どうやらセイラの奴、真剣での仕合は考え直してくれそうだ、と思った。


　ところが。


「わたくしの迷惑など考こう慮りよしなくてもいいわよ、セイラ」


　部屋の入り口で威い厳げんのある声が上がり、リカルドははっとして顔を振り向ける。


　そこには華か麗れいな絹製の長なが衣ぎぬに身を包んだ長身のエルメンネッラ王女が、背後にエルエラを従えて立っていた。


「おお、エメ王ひ女め、聞いていたのかい？」


「聞かせていただいたわよ」


　エルメンネッラが室内に足を踏ふみ入れる。


「お邪じや魔まさせていただくわ。よろしいかしら、リカルド王子」
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　リカルドの返事も聞かず、エルメンネッラは室内に入ってきた。


　座っていたアイオリッタやマリウスも慌あわてて立ちあがる。


　彼女に向かって、リカルド以外の全員が丁てい寧ねいに頭を下げたが、王おう女じよはそちらを一いち瞥べつもせずに、ずかずかと近づいてきて寝しん台だいの横に立った。


　元々、ここはあんたが用意してくれた部屋だから、べつにいいんだけど。でも、こいつが現れると、さらに話がややこしくなりそうで、それが恐こわいなぁ。


「具合は如何かしら、リカルド王子？」


　元が背の高いエルメンネッラにそうやって枕まくら元もとに立たれると、遥はるか高みから見下ろされる恰かつ好こうになってしまい、リカルドとしては不本意この上ない。


「……あんまりよくはないな」


「でしたら、回復するまでこの城でゆっくり養生していくといいですわね。城主である弟にも家老にも、事情を説明して了りよう解かいを得ていますから」


「……ありがとう。では、お言葉に甘えさせてもらうとするか」


　エルメンネッラは、ふふ、となぜか楽しそうな含ふくみ笑わらいを漏らした。


「ま、それはそれとして」


　エルメンネッラはアイオリッタにちらっと視線を向けたが、直ぐに視線を戻もどして、リカルドに言った。


「そちらのアイオリッタ殿どのとセイラの仕合、わたくしが立会人を務めますわ。互たがいに刃を潰した真剣でという条件も承知の上で。それなら文句はないでしょう？」


「べつに文句があるわけじゃないんだけど……本当にいいのか？」


「セイラのことを案じてくださるの？　少し妬やけてしまうわね」


「いや、そういうわけでは……」


　くすくすと笑ったエルメンネッラは、ですけれど大だい丈じよう夫ぶ、と自信満々の顔で請うけ合あった。


「セイラの剣の腕は並みではないわよ。王おう女じよ様の手て慰なぐさみなどと思っていれば、そちらのアイオリッタ殿といえど足を掬すくわれかねませんわね。大丈夫なのかと訊ききたいのはこちらのほうですわよ」


　この王女がここまで言い切る以上、セイラの剣けん術じゆつの腕前はアイオリッタ並み。そう考えたほうがよさそうだな。


　リカルドは覚かく悟ごを決めた。といっても、仕合うのは彼ではないのだが。


「判った。あんたがそこまで言うのなら、こちらもアイオリッタには全力で当たらせる。手加減、遠えん慮りよは一切なしだ」


「だそうですわよ、セイラ」


「ご高配、感謝するよ、リカルド王子。むろん、ボクも全力で当たらせてもらうとも」


　セイラがアイオリッタのほうへ右手を伸のばしてきた。


「よろしくお願いする、アイオリッタ殿」


「こちらこそ、よろしくお願いいたします、セイラ様」


　ふたりはがっちりと握あく手しゆをして明日の健けん闘とうを誓ちかい合うのだった。
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　その日の夕食は──時間的にはもう夜食といったほうが相応ふさわしかったが──すべて王宮のほうで用意してくれたので、ネゥネゥが腕を振るう場面はなく、彼女は少し……いや、大いに残念そうに出された食事を食べていた。


　リカルドだけはまともな食事ができそうになかったので、消化のよい病人食だった。


　食事をして薬を飲んだら、リカルドも少し具合がよくなったので、全員を寝台の周りに集めた。


「なんですか、王子？　というか、大丈夫なんですか？」


　マリウスにそう訊かれ、リカルドは、


「食べたら少しよくなったよ」


　と応えた。


「それより」


　王子は、椅い子すを持ちだしてきて座っている八人を順じゆん繰ぐりに見み渡わたし、最後にアイオリッタのところに視線を留めた。


「明日あしたの作戦会議をしておこう。とりあえず仕合に関しては俺とアイオリッタだけで済む話かもしれないが、それ以外のこともある。みんなにも聞いておいてもらう」


　八人は無言で頷うなずいた。


「しかし、難なん儀ぎな展開になったものだの、リカルド殿」


「それを言うなら、シュールティスに行った時点から難儀な展開の連続だぞ？」


　セフィアは、うぅ、と呻うめいて、がっくりとうなだれる。


「すまん」


「べつにセフィアを責めてるわけじゃないから安心しろ。もし誰だれかに責任があるとすれば、十六人もの婚こん約やく者しやを俺に押しつけた国王おやじにこそある」


　アイオリッタは何か言いたそうに口を動かしかけたが、結局、何も言わなかった。


　悪あつ口こう雑ぞう言ごんが売りのこいつにしては珍めずらしいこともあったもんだ。


　とリカルドは少し驚おどろくが、そんなことは微み塵じんも面おもてに出さずに話を進めようとする。


「でな、まずは仕合なんだけど」


「ああ、うむ」


　アイオリッタがリカルドに顔を向けた。


「ああいう話になった以上、手加減は無用だ。本気で負かしてやれ、アイオリッタ」


「いい……のか、本当に」


「いいさ。むしろ、手加減するほうがセイラを怒おこらせるだけなんじゃないか？」


「……そうかもしれんな」


「俺の見立てだとセイラの剣の腕はたしかに大したものだけど、おまえに勝てるほどじゃない。違ちがうか？」


「いや、違わんよ。エルメンネッラ様が仰おつしやっていたように、王女の稽けい古こ事ごとという水準ではないのだろうが、それでもわたしには勝てん」


「なら、ちゃんと勝て。勝って、セイラの鼻っ柱ぱしらをへし折ってやるんだ」


　アイオリッタはまだ不安そうな顔つきだ。もう一度、いいのか？　と念押ししてきた。


「いいも悪いも、相手が全力を出せって言ってるんだからさ。それに、自分がいちばん、自分が最強なんていう勘かん違ちがいをしたまま、このあとも誰だれ彼かれとなく仕合を吹ふっかけて回れば、いつか怪我するぞ。最悪の場合、死ぬかもしれない。そんなことはさせたくないからな」


「む……させたくないのか、リカルド殿は？」


「え？　そこ、突つっ込こむところか、セフィア？　まさか、他の婚約者は死んだほうがいいなんて言わないよな？」


「あ……当たり前じゃ。吾われはそんな心根の卑いやしい女子ではないぞ」


　と全力で否定したものの、一いつ瞬しゆんそんなことも思ってしまったから、セフィアは少しだけ後ろめたかった。


「とにかくだ、相手に怪我をさせないように注意して、仕合そのものには情けをかけずに圧勝しろ。判ったな、アイオリッタ？」


「了解した。全力で以て打ち破ってくれよう」


「全力って……くれぐれも言っておくが、怪我だけはさせるなよ？」


「心配するな。そのくらいは弁わきまえている」


　本当に弁えているのか、こいつ。まぁ、いくらなんでも、一国の王女様に怪我をさせるようなことはないと思いたいが。


　手加減せずに圧勝しろ。


　このリカルドの指示があのような結末を生むなど、神ならぬ身であるリカルドやアイオリッタに予想できるはずがなかった。
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　そして、翌日。


　ガルテン城王宮の内庭に設しつらえられた仕合場に、アイオリッタとセイラが立った。


　アイオリッタは上半身に白しろ銀がねの軽装鎧よろいを装備し、筒つつ袴ばかまを穿はき、足下は長ちよう靴かで固め、右手には両りよう刃ばの剣けんを持っている。


　セイラも上半身は白銀の軽装鎧で覆おおい、腕うでには籠こ手てを、下半身は筒袴の上から膝ひざ当あてや脛すね当てを着け、足下はやはり長靴で固めている。彼女が手にしているのは、アイオリッタの物よりもだいぶ細身の剣けんだった。


　本物の剣を使っての仕合ということで、ふたりともそれなりの装備をして仕合場に立っている。いくら刃はが潰つぶしてあっても、まともに当たれば骨折する虞おそれがあるのだから。


　しかし、剣は重いわ鎧は着けてるわでは、長引けば確実にアイオリッタが有利になる。つまりセイラは、速そく戦せん即そつ決けつで勝負を決めに出るつもりってことだよな。


　昨夜の段階で、それはある程度読めたので、アイオリッタには話をしてある。


　彼女もそれは予期していたようで、


「対策はある」


　と言っていたが、どんな対策かまでは説明しなかった。


　さて、立会人を買って出たエルメンネッラは、昨日と同様、派手で装そう飾しよくの多い輝かがやくような絹の長なが衣ぎぬを身に纏まとっている。鼈べつ甲こうの高価な髪かみ飾かざりなども着けていて、あまり立会人という雰ふん囲い気きではない。


　とにかくエルメンネッラは、派手で目立つことが好きな女子みたいだからな。


　まだ会って一日しか経たっていないが、セイラとエルメンネッラの趣しゆ味みや嗜し好こうがなんとなく判ってきたリカルドである。


　もっとも、なんとなく方向性が判っただけで、個人の性格とか内面とか、そちらはさっぱりだ。


　セフィアやユーリみたいに個人的なあれこれを一いつ緒しよに経験しないと、そういうものってなかなか判らないよな。


　椅子に深々と腰こしを下ろしたリカルドは、新たなふたりの婚約者にちらちらと視線を向けながら、そんなことを考える。


　一晩ぐっすりと寝ねてだいぶ体力も回復したおかげで、リカルドはなんとか自分の足で歩いてこの仕合場までやって来た。


　とはいえ、立っているのはもちろん、ふつうの椅子では腰こし掛かけているだけでも辛つらいので、背もたれに角度のついた安あん楽らく椅い子すのような物に背中を預け、こうして仕合の始まるのを待っている。


　彼の隣となりにマリウスが椅子に座り、周りには女給服姿の侍じ女じよ軍団──セフィア、ユーリ、リィシャ、ギ・アナ──とネゥネゥ、カオルゥが立ったまま控ひかえている。


　本当ならセフィアやユーリを座らせてやりたいところだが、侍女という設定で押し通すには、ここで座らせるわけにはいかない。


　ふたりには申し訳ないが、少し我が慢まんしてもらうしかないな。それにしても。


　リカルドは、改めてセイラの勇姿に目を留める。


　本当に大だい丈じよう夫ぶなのかな。いくらアイオリッタが達人だからといっても、いくらセイラの腕が立つからといっても……真しん剣けんでの仕合なんて。


　刃を潰してあっても、真剣は真剣。斬きれなくても、思い切り相手を叩たたけば、それだけで怪け我がをする虞がある。当たり所が悪ければ骨折する。鋭するどい突きが決まれば、刃が潰してあっても突き刺ささるかもしれない。


　自分が仕合うわけでもないのに、リカルドは朝から緊きん張ちようしっぱなしだ。


　仕合の結果がどうだろうと、セイラはアイオリッタと真剣勝負ができれば満足するだろうから、そこは心配していないけど、熱くなってしまったセイラが怪我をしないか、そこが心配だよなぁ。


　彼女個人に対する心配もむろんあるが、リディアとサンクトファウレが揉もめたりしないだろうか、という不安のほうが大きい。この時点でのリカルドには、まだセイラ個人に対する思い入れは、それほど強くない。


　今日の仕合のことを考えて、昨日の夜はろくに寝られなかった……ということはなく、熱のせいか、疲ひ労ろうのせいか、意外とぐっすり眠ねむれてしまった。おかげで今日は、昨日に比べてだいぶ体調がいい。


　少なくとも、こうしてゆったりと椅子に座っていれば、屋外で仕合を見ていられるくらいには回復したからな。


　回復したのならボクと勝負しろ！　などとセイラから迫せまられるかと思ったが、案に相そう違いしてセイラは何も言ってこなかった。やはりリカルドと仕合うよりアイオリッタと仕合うほうが楽しいと、彼女はそう思っているのだろうか。


　たしかに今日のセイラは、誰が見ても明らかなほどの高こう揚よう感かんに包まれている。


「ボクの一世一代の晴れ姿だ」


「アイオリッタ殿どのが相手なら、ここで斬り死にしても悔くいはない」


「体の奥底で熱気が渦うず巻まき、全身が中から灼やけてしまいそうだ」


「もう心も体も熱くて堪たまらない。いっそ鎧も服も全部脱ぬいで仕合いたいくらいだ」


　などと、誰彼かまわず話しかけている。


「ボクが全ぜん裸らで仕合をしたら、リカルド王子、君は喜んでくれるのではないかな？」


　と言われたときはリカルドも答えに詰つまった。


　本音を言えば「大喜び」なのだが、近くにはセフィアやユーリが控えているので、本音を吐はきだすわけにはいかない。


「真剣を使っての仕合に鎧を着けないのは不ま味ずいだろ。ましてや服も着ないなんて、以もつての外ほかだ」


　と立て前を言うに留めておいた。


　それを聞いたマリウスが、


「セイラ様は脱いでも問題はなさそうですけど、アイオリッタが全裸になったら大きすぎる胸が邪じや魔まで剣が振ふれないでしょうねぇ」


　などと本音を漏もらしてアイオリッタに殴なぐられていたが、それは無視。


　本当に何事もなければいいんだけど。


　リカルドは高鳴る胸を押さえつつ、仕合の開始を待った。
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「そろそろ始めましょうか」


　エルメンネッラが仕合場の真ん中まで進みでてきた。


　彼女を挟はさんで、アイオリッタとセイラが正対する。


「では、もう一度、仕合の決め事を確認しておきます」


　エルメンネッラは手にした紙片を広げると、昨日のうちに決めてあった確認事じ項こうを読みあげていく。


「ひとつ。勝敗は一本勝負」


「ひとつ。どちらかが降参の意を表すか、あるいは戦せん闘とう不能になった場合に相手の勝利となる」


「ひとつ。地面に倒たおれて十数えても立ちあがれなかった場合は戦闘不能と判断される」


「ひとつ。双そう方ほうともが戦闘不能になった場合は引き分けとなる」


「ひとつ。頭部及および首への剣による攻こう撃げきは禁止。意図的か否いなかに拘かかわらず、頭部と首への攻撃は反則負けとなる。倒れた者への攻撃も禁止」


「両者が仕合場から出た場合はそこで一時中断。仕合場内へ戻もどる。ただし、自ら仕合場外へ逃のがれたと判断された場合は当とう該がい者しやに注意が与あたえられ、それを二度繰くり返かえすと反則負けとなる」


「剣が折れた場合は仕合を一時中断。折れた剣を交こう換かんすることができる」


　つまり、相手の剣を折って勝つことはできないという規則である。


　それができれば、アイオリッタにとって話は簡単だったのにと、リカルドは残念がる。


　アイオリッタの斬撃をまともに受ければ、セイラのあの細身の剣では簡単に折れてしまいそうだ。


　つまり、セイラが使う剣を考えての規則……なのか。まぁそれでアイオリッタが不利になるわけじゃないから文句を言う筋合いでもないけど。


　これがエルメンネッラの配はい慮りよだとすると、やはり彼女は頭がいいなと、そう思うリカルドである。


「ひとつ。相手の手足、もしくは胴どうに斬撃が入れば、それで一本とする」


「ひとつ。相手の斬撃が有効か否かの判断は、斬撃を入れられたほうが行うこととする」


　これは要するに、自分で負けを認めない限り、何本斬撃を入れられても闘たたかい続けることができるという意味だ。


　これも、少しでも長く闘いたいであろうセイラのための規則だな。


　もっとも、立ちあがれないほど強きよう烈れつな斬撃を食らって十数えられてしまえば、その時点で負けとなるわけで、どちらかに有利不利というものでもない。


　あるいは、誰だれが見ても一本が決まったのに、決まっていないと言い張ることなど、誇ほこり高たかいセイラにはできないだろう。


　昨夜、エルメンネッラから規則の提示を受けたとき、リカルドは熱のせいで上手く頭が働かなくて、それを受けるかどうかは当人、アイオリッタに任せてしまっていたが、こうして改めて規則を確認してみると、なるほどよく考えられている。


　細部ではセイラに配慮された箇か所しよがあるが、かといって、露ろ骨こつにアイオリッタが不利になるわけではない。


　これをエルメンネッラひとりで考えて作ったなら、彼女は本当に頭のいい女子だとリカルドは感心した。


「さて、他に何かあるかしら。対戦者から特に何もなければ、仕合を始めたいと思うのだけれど」


　アイオリッタは無言で首を横に振り。


「ボクのほうも特にないよ」


　とセイラが応えたので、エルメンネッラはすっと後ろに退さがっていった。


　仕合場の四よ隅すみには、彼女がノリス城から連れてきた騎き士しが四人立っている。


　他にも、ガルテン城お抱かかえの医士や薬くす士しが控えていたり、ガルテン城主であるエルメンネッラの弟──まだ十歳かそこらの少年だ──が配下の兵を引き連れて見物に来ていたり、セイラが自分の城から連れてきた供回りが応おう援えんに駆かけつけていたりと、けっこうな人が集まっている。


　彼らには、あくまで「リカルド王太子が送ってきた使節団の一員の姫き士しアイオリッタ」と紹しよう介かいされており、リカルドのことを王太子本人だと認めた者はいないだろうが、見物人が多いと、後々、噂うわさ話ばなしが広まるかもしれない。


　昨日、街中の宿屋で一ひと騒そう動どう起こしてるしな。


　セイラはあのとき自分の正式な名を名乗り、あろうことか、リカルドの名前まで呼んでしまっている。


　そこがリカルドには少し不安である。


　俺自身はもちろん、リディア王国そのものにも目立ってほしくはないんだ。


　エルメンネッラに代わって、鎧よろいに身を包んだ体格のいい騎士が進みでてきた。


「本日の仕合の審しん判ぱんを務めさせていただくガルハザッドと申す者でございます」


　彼はエルメンネッラの直じき参さんで、かなりの使い手らしい。アイオリッタがそう認めていたから間ま違ちがいないだろう。


　ガルハザッドが完全装備なのは、いざというときに剣を振るっているふたりのあいだに飛び込むことまで考えているからだろうか。


「よろしいでしょうか」


　ガルハザッドが、アイオリッタとセイラを見やり、大きく右手を挙げた。


「では、始めっっ！」
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　開始の合図があってもアイオリッタはその場に悠ゆう然ぜんと立ったままだ。剣を持った右手もだらりと提さげている。どこからでもかかってきなさいという体勢である。


「あまりボクを舐なめないほうがいいぞ、アイオリッタ殿」


　体勢を低くしたセイラがアイオリッタに向かって疾はしった。


　速い！


　リカルドたちはセイラの走力に驚おどろく。


　一気に間合いを詰めたセイラは、すでにアイオリッタの眼前に迫せまっている。


　さすがのアイオリッタも驚いただろうと目を瞠みはったリカルドだが。


　アイオリッタはいきなり右みぎ腕うでを振るい、斜ななめ上方に剣を薙ないだ。


　ふつう、剣を振るうときはなんらかの構えが必要だというのに、構えどころか、なんの予備動作もない状態からいきなり斬きりつけるのがアイオリッタの凄すごさである。


　恐おそるべき勢いで突つっ込こんできたセイラには、アイオリッタの斬撃を避さける術すべがない。


　これは決まったか!?


　すでにリカルドは、ゆったりと椅い子すに背中を預けてはいられなくなっている。他の者は言わずもがなだ。全員が一いつ斉せいに身を乗りだした。


　しかし。


　セイラはアイオリッタの必殺の一いち撃げきを、剣に角度を作って峰みねで受け流すと、そのままアイオリッタの懐ふところに飛び込んできた。


　まさか!?　アイオリッタが一撃を食らう!?


　リカルドたちが一斉に椅子から腰こしを浮うかせたが。


　さすがにアイオリッタ、胴を抜ぬかれる寸前に体たいをかわし、ぎりぎりのところでセイラの剣に空を切らせた。


　いや、微かすかな金属音が上がったから、セイラの切っ先はアイオリッタの鎧を掠かすめていたに違ちがいない。相手がアイオリッタでなければ、確実に一本取れたはずだ。


　そのまま駆け抜けたセイラは、充じゆう分ぶんな距きよ離りを取ったところで足を止め、振ふり返った。


「う～ん、惜おしいっ。あとほんの指先ひとつ分くらい深く入れば一本取れたのに。ねえ、アイオリッタ殿どの？」


　アイオリッタは不敵な笑みを浮かべて応えた。


「そうですね。どうやらわたしは少しセイラ様のことを見くびっていたようだ」


　アイオリッタが剣を持ちあげた。


「ここからは本気でいかせていただきますよ」


「願ったり叶かなったりだね！」


　またもやセイラが突っ込んできた。


　先ほどのように、相手の向こうまで走り抜けるほどの勢いではない。セイラは剣の間合いにアイオリッタを捕とらえると、鋭するどい刺し突とつ攻撃を繰りだしてきた。膂りよ力りよくと剣の強度で劣おとるセイラならではの攻撃であると同時に、剣を振り回すより消しよう耗もうが抑おさえられる攻撃方法でもある。


　セイラの変へん幻げん自じ在ざいの刺突に、アイオリッタは受け身一方になっている……ように見えた。


「おいおい、凄いな、あいつ。あのアイオリッタが相手に主導権を握にぎられているぞ」


　とリカルドが感心すると。


「ですねぇ。でも、それにしては彼女に余よ裕ゆうがあるような……」


　言われてみれば、たしかに相手に攻せめられっぱなしになっている割には、アイオリッタの表情には随ずい分ぶんと余裕があるように見える。


　それはセイラ自身も感じているようだ。


「どうした、アイオリッタ殿!?　本気を出すのではなかったのかなっ!?」


「もちろん本気ですよ、セイラ様。本気で受けています」


「小こ癪しやくなっっ！」


　セイラは剣を突く手数を増やし速度も上げ、アイオリッタの受け流しを破ろうとする。


「うおぉぉぉぉっ！」


　雄お叫たけびを上げたセイラは、恐るべき速さで、恐るべき手数で刺突を繰りだす。


　だが、アイオリッタは、そのすべてを正確に見切り、切っ先をかわすか、自分の剣で弾はじくか受け流すかしている。セイラの突きは、今まで一本も鎧に当たってはいない。


　ふたりの攻こう防ぼうがあまりに速く凄すさまじく、すでにリカルドは剣の動きを目で追い切れなくなってきた。


　そうしてどれほどの時間が経たっただろうか。


　セイラが攻め、アイオリッタが受けるという構図に変化はないものの、セイラの動きが目に見えて鈍にぶってきた。


　彼女の剣の切っ先を、リカルドはしっかりと目で追えるようになっている。


　そうか。アイオリッタの奴やつ、守り勝ちを狙ねらっているのか。


　ようやくリカルドにも、アイオリッタの狙いが読めてきた。


　アイオリッタほどの腕うでなら、セイラに斬撃を叩たたき込んで勝つこともそれほど難しくないはずだが、それだと可能性は低くてもセイラに怪け我がを負わせる危険が残る。そこでアイオリッタは、守って勝つ戦法を選んだのだ。


　セイラ渾こん身しんの攻こう撃げきをすべて受け流す。完かん封ぷうする。そうして格の違いを思い知らせ、相手の闘とう争そう心を折る。あるいは、攻撃で疲つかれたセイラの手から剣を奪うばうか何かして、決着をつける。


　剣を奪ってもそのまま一本にはならないが、剣さえ奪ってしまえば、あとはどうとでもなる。剣が折れたら仕合を中断して交換という取り決めだが、剣を奪われても仕合は中断しないのだ。


　事実、渾身の攻撃を続けながら、それらをすべて受け流されているセイラは疲ひ労ろうの色を隠かくせない。傍はたで見ている者にも判るくらいだから、かなり消耗しているのは間違いない。


　一方的に攻撃を続けながら、セイラは苛いら立だっていた。


　くそ、どうして当たらないんだ。これほどの攻撃を繰くりだしているというのに。ボクとアイオリッタに、そこまでの差があるというのか!?


　剣けん術じゆつの修練にすべてを捧ささげてきたという自負があるセイラには、ここで相手との力量差を認めてしまうことはできない相談だった。


　くそ、もう限界だ。これ以上は腕の力が続かない。なんとしても当てる。入れる。たとえ相討ちになったとしても。


　セイラは最後の一撃に賭かけようとした。


　一いつ旦たん退ひいて体勢を立て直し、などと考えないのがセイラらしいといえばいえる。


「どっせりゃあ～～っっっ！」


　王女様には似つかわしくないかけ声をかけ、セイラは敢あえて大きく振りかぶった。今まではすべて突きによる攻撃だったのに、その一撃だけは横よこ薙なぎに薙いだ一撃だ。


　アイオリッタは剣で受けずに、なんなく体をかわす。


　渾身の攻撃が空から振ぶりに終わり、セイラの体がふらついて右へ傾かしいだ……と見えたのは、誘さそいの隙すきだった。


　もしアイオリッタがこの時点で勝ったと速断していたら、セイラの策も実っていたかもしれない。だが、アイオリッタに油断はなかった。


　セイラは空振った勢いのまま体を一回転させ、最後の一撃をアイオリッタの体目がけて放った。それでも、セイラの捨て身攻撃は実らなかった。


　アイオリッタはセイラが体を回転させるあいだに鋭く踏ふみ込み、セイラの体に己おのれの体を密着させるほど間合いを詰つめていた。


　セイラの剣の先にアイオリッタはおらず。


　アイオリッタは、左手でむんずとセイラの右手首を摑つかんでいた。


　おおぉっっ。


　見物人から歓かん声せいやどよめきが上がる。


「捕つかまえましたよ、セイラ様」


「あうっ」


　アイオリッタが左手に力を込めると、堪たまらずセイラは剣を取り落としてしまう。


「さて、どうやって一本取りましょうか」


　アイオリッタは右手に持っていた剣を地面に突き立てると、右手でセイラの左手首を摑んだ。セイラは完全に体の動きを封ふうじられてしまう。


「ううぅぅ」


　セイラはなんとか逃のがれようと体を動かすが、アイオリッタの握あく力りよくは人並み外れて強く、どう足あ搔がいても逃にげられなかった。


「お判りですか、セイラ様。たしかにあなたは強かった。ですが、上には上があるのです。自分がいちばんなどと天てん狗ぐになっていると、いつか足下を掬すくわれます。大おお怪け我がをしてしまいますよ？」


　そう言って、アイオリッタはぐいとセイラの体を引き寄せ、そして。


　セイラの頰ほおに軽く口づけた。


　ちゅっっ。


「はい、一本」


　セイラの体から力が抜け落ち。


　アイオリッタが手を放すと同時にセイラはその場にがっくりと膝ひざを落とし、次いで両手をつき。


　四よつん這ばいになったセイラは、蚊かの鳴くような声を出した。


「ま……負けました」


「勝負あった！」
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　審しん判ぱん役のガルハザッドが高々と右手を挙げ、仕合の終しゆう了りようを告げた。


「おいおい、どうしちゃったんだよ、アイオリッタの奴。らしくないな」


　リカルドが胸を撫なでおろしつつ正直な感想を漏もらすと、隣となりに座っていたマリウスも。


「ですねぇ。キザったらしい勝ち方ですね」


「おまえ、何か入いれ知ぢ恵えしたんじゃないのか？」


「いいえ。僕、全然なんにも言ってませんよ」


「ふうん。まぁ、いいけど。あそこまでやられたら、セイラも負けを認めざるを得ないだろうからな」


　事実、セイラは打ちのめされていた。


「負けた。完全に負けた。完かん璧ぺきに負けた。このボクが手も足も出ないほど圧あつ倒とうされた」


　四つん這いのまま、セイラがきっと顔を上げ、アイオリッタを睨にらみつける。


　ぎくり、とアイオリッタが一歩下がった。


　しまった。やり過ぎたか？　怒おこらせてしまったか？　参ったな。セイラ王女が暴れだしたらどうしよう。


　アイオリッタの顔が青ざめた。


　しかし、セイラは怒ってなどいなかった。


　彼女はむくりと上体を起こし、跪ひざまずいたまま左手を胸元に置き、右みぎ腕うでをアイオリッタに向けて真っ直ぐに伸のばす。


「あなたほどの剣けんの使い手をボクは知らない」


　どうやら負けたセイラがぶち切れて暴れだす虞おそれはなさそうなので、アイオリッタは安あん堵どの息を漏らし、そして思わず頭を下げてしまった。


「……あ、あぁぁ、お誉ほめのお言葉ありがとうございます」


「素晴らしい剣の腕。おまけに美人で、なおかつ胸が大きくて、さらに思おもい遣やりがあって優しい。あなたのような魅み力りよく的な女性を、ボクは初めて見た。知った」


「そ……それはどうも」


「アイオリッタ殿、ボクを哀あわれだと思うなら、敗者の願いをひとつ聞いてはもらえないだろうか」


「ええ、まぁ、いいですよ、セイラ様」


　おおかた剣の稽けい古こをつけてくれとでも言われるのだろうと思ったアイオリッタは、軽い気持ちで頷うなずいてしまう。それは大きな過ちだった。


「おお、やはりあなたは優しい方だ。ボクの見立てに間ま違ちがいはなかった。あなたとなら、どんな障害も乗のり越こえていけそうだ」


　セイラは目に涙なみだを浮うかべて感動している。


「えっと……セイラ様、お願いとは、どのような？」


「結けつ婚こんしてください！」


「ええ、おやすいご用………………は？」


「愛しています！　どうかボクと結婚してください！　そして末永く幸せな剣術の修行をしていきましょう！」


「てぇええぇぇええぇ？」


　アイオリッタがその場にひっくり返り。


　リカルドたちは言葉を失い、呆ぼう然ぜんと立ち尽つくし。


　なぜだか判らないが、見物人のあいだから拍はく手しゆが湧わき。


　エルメンネッラは腹を抱かかえて爆ばく笑しようするのだった。





　　　　４





　その日の夜。


　夕食を摂とったあと、リカルドはエルメンネッラに勝負を申し込まれ、ふたりで将棋スカツシエを指していた。


　彼女曰いわく、


「セイラとの仕合を受けたのですから、今度はわたくしとの仕合を受けてくれてもよいのではないかしら？」


　だそうだ。


「風か邪ぜを引いていては剣の仕合は辛つらいでしょうけれど、将棋なら平気でしょう？」


　とも言った。


　そう言われてしまうと、将棋好きなリカルドとしては逃げられない。


　だいぶ具合もよくなってきたし。それに、この王女様がどれだけの指し手なのか、たしかに興味がある。


　リカルドはエルメンネッラが将棋好きとは知らなかったが、こうして勝負を申し込んできた以上、彼女はリカルドが将棋好きということを知っているわけだ。


　この王女様、俺のことを調べているんだな。


　リカルドは、そのことにも興味を持った。


　リカルドが将棋の仕合を受けると、早速エルメンネッラはガルテン城王宮の応接の間のうちのひとつに盤ばんと駒こまを運び込ませた。


　そして今、ふたりはこうして将棋を指している。


　エルメンネッラは侍じ女じよのエルエラも下がらせたので、部屋にはふたりきりである。


　ちょうど局面は中ちゆう盤ばんの難所に差しかかったところだ。


　手番はエルメンネッラだが、指し始めてからここまでほとんど無言を貫つらぬいていた彼女が唐とう突とつに声をかけてきた。


「ところで、お風邪の具合はどうなのかしら、リカルド王子？」


　盤ばん面めんを睨んでいたリカルドが顔を上げる。


「……昨日よりだいぶいいけど、まだ完全に快復したとまでは言えないな」


「そう。お大事にね」


　あっさりとそう言って、エルメンネッラはまた盤面に視線を戻もどす。


　そう思うのなら、おとなしく寝ねかせてくれればいいのに。


　とリカルドは内心で苦笑する。


　ま、いいけど。将棋を指せば相手の性格や思考力が判るからな。エルメンネッラは俺のことを推し量ろうっていうつもりなんだろうけど……俺のほうも彼女の性格やら思考力を確認できるからさ。


　エルメンネッラは優ゆう雅がな手つきで駒をひとつ摑むと、滑すべるように動かした。


　リカルドは相手の指し手の意図が判らずに眉まゆを顰ひそめる。


　そこへ騎き士しを動かすか？　騎士の高飛び歩兵の餌え食じきだぞ。俺に取られる可能性を考えていないのか。


　もっとも「騎士」は、日本の将しよう棋ぎの「桂けい馬ま」のように後あと戻もどりができない駒ではないから、そう簡単に餌食にはならない──その点ではチェスに近い──が、それにしても、単独で出てくれば取られる危険は高くなる。


　いや、ここまでの着手を見れば判る。こいつ、かなりの指し手だ。取られることを見落としているとは思えない。何を狙ねらってるんだ？


　リカルドは用心深く相手の手を読む。狙いを探る。


　もしかして、この騎士の動き……俺に駒を取らせ、そのあいだに左辺を制圧しようって意図か？　たしかに俺の左辺は少し出で遅おくれているけど。


　相手の狙いがうっすらと読めたリカルドは、どう対応するかで少し悩なやむ。


　前に出てきた騎士を見過ごし、出遅れている左辺に手を入れるか。敢あえて左辺を放置し、騎士を取りに行くか。


　そうだな。王女様に誘さそわれたんだ、断る手はないな。


　リカルドは決断した。


　前に出てきた騎士を取り、その勢いで相手の左辺を破る。


　その間に自分の左辺──エルメンネッラにとっての右辺──がかなり危ないことになりそうだが、リカルドは敢えて踏ふみ込んだ。


　実際、その後の展開はリカルドの読みどおりに進行した。


　騎士を取り、駒こま得どくを果たしたリカルドは、そのままエルメンネッラの左辺を突とつ破ぱしようとする。


　一方、エルメンネッラはリカルドが自分の騎士を追いかけているあいだに、主力を右辺──リカルドの左辺──に集め、上部から守りを押おし潰つぶそうとする。


　細かな駆かけ引ひきはなし。どちらも相手の王を目指して一直線に駒を進め、結果、双そう方ほうの守しゆ備び陣じんが破られた。


　それから十数手の後。


　リカルドの守備陣はずたずたに引き裂さかれ、王はかなり危うい状態だ。


　驚おどろいた。本当に強いな、こいつ。これでエルメンネッラの手番だったら、もしかすると俺は負けていたかもしれない。


　リカルドは冷ひや汗あせが出るのを禁じえない。


　だが、俺の手番だ。まだ俺の王に即そく詰づみはない。ここで相手に詰みがあれば……相手の王と周りの駒の配置、それに持もち駒ごまを見れば、ここは詰みがある形なんだ。


　リカルドは必死で詰みを探した。


　熱が下がったとはいえ、万全の体調ではないリカルドにとって、それはかなり負担のかかる作業だったが、ついに彼は詰み筋を発見した。


　リカルドは内心の興奮を抑おさえつつ、ゆっくりと駒を抓つまんで持ちあげ、狙った枡ます目めに静かに置いた。


　エルメンネッラの眉がぴくりと動いた……ように見えたのは、リカルドの錯さつ覚かくだったろうか。


　それからは王手、王手の連続で、リカルドはそのまま即詰みに打ち取った。


「さすがだわね、リカルド王子」


　エルメンネッラは、逃にげる場所のなくなった自分の王を、リカルドに向けて放り投げて寄よ越こした。


「わたくしの負けだわ」


　王を受け取ったリカルドは、やれやれと安堵の息を吐はく。


「冷や汗をかいた。あんた、強いな」


「それって、あなた一流の謙けん遜そんかしら。それとも、お世辞？」


「いや、本気で言っている。最近、将棋スカツシエでここまで際どい勝負をした覚えがない」


「でしたら、正当な誉め言葉と受け取っておきましょうか」


「どうする？　もう一局、指すか？」


「いいえ、もういいわ。だいたい判りましたものね」


「そうか」


　何が判ったとエルメンネッラは言っているのか。


　リカルドの将棋の実力か。それもあるだろうが、それよりもリカルドの性格や思考力、判断力などが把は握あくできたと言っているに違ちがいない。


　それは俺も同じだけどな。こいつの大局観や手を読む力は見事なものだったと……ん？　まさか……。


「エルエラ、エルエラ」


「はぁい、エメ様」


　隣りん室しつに通じる扉とびらが開いて、エルメンネッラの侍女、エルエラが入ってきた。


「お茶を持ってきてちょうだい」


「はい、エメ様」


　リカルドは不ふ審しんそうな表情になってエルメンネッラを見つめる。


「……エルメンネッラ王おう女じよ」


「エメ、でいいわよ、リカルド王子」


「いやいや、一国の王女様をそこまで略したら不ま味ずいだろ」


「そう？　ではエルメンでも可、だわよ」


　そう言って、エルメンネッラはくすっと笑った。


「……じゃあ、エルメン」


「何かしら、リカルド王子」


「セイラのことだけど、あんた、まさか、あの結果まで読んでたんじゃないだろうな？」


「さすがにそこまでは、ね」


　とエルメンネッラは首を左右に振ふった。


「ただ、面白いことになりそうだとは思っていましたわよ。セイラからは、面白くなりそうな匂においが濃のう厚こうに漂ただよっていましたもの。でも、まさか」


　そこでエルメンネッラは思いだし笑いを始めた。


「あそこまで面白いことになるとは、さすがに想像できなかったわね。セイラは、いつもわたくしの予想の遥はるか斜ななめ上を行く素敵な娘こだわ」


「あんたは楽しいかもしれないけど……アイオリッタの奴やつ、泣いてたぞ」


「他人の不幸は甘い蜜みつ、と言うではないの。わたくしにとって、これほどの甘かん露ろ、滅めつ多たに味わえるものではないわ。とても愉ゆ快かい」


　そう言うエルメンネッラは、本当に楽しそうに笑っている。


　そこへお茶と茶ちや菓が子しを盆ぼんに載のせたエルエラが戻ってきた。


「お待たせしました、お茶が入りました……って、随ずい分ぶんとご機き嫌げんですね、エメ様」


「ええ、そうよ、エルエラ。わたくしは面白いことが大好きだから。リカルド王子はとても面白いわ。それに、王子の周りにも面白そうな人がたくさん。この先も退たい屈くつしないで済みそうだもの」


「んん？　それって……」


　リカルドがエルメンネッラの顔を見つめると。


「ええ、そうね。わたくし、あなたとの婚こん約やくを継けい続ぞくする気満々になっていますわよ」


「そうか。そりゃよかった」


　というのはリカルドの本心だ。


　ロサ・ロゼ王国はかなり裕ゆう福ふくな国で、軍事的な実力もある。この国と友好関係を保っていられれば、リディア王国の利益になるからな。


　一方のエルメンネッラは。


　それにあなたは、わたくしの野望の実現の助けになりそうな方だから。ふふふ、あなたが王様でわたくしが女王様。ふたり揃そろえば、どんな指し手が相手でも勝てそうな気がする……なんて言ったら、言い過ぎですかしらね。


　という己おのれの思いを微み塵じんも表さず、茶器に手を伸のばした。


「ところで、リカルド王子」


　優雅な所作で茶器を手に取り、紅茶を一口すすったエルメンネッラは、卓たく上じように茶器を戻すと、おもむろに口を開いた。彼のほうを見ようとしないままに。


「あなたが連れている侍女は、可愛らしい娘こばかりね」


　ぎくり。


　一いつ瞬しゆん、心臓が跳はねたリカルドだが、平静な顔を崩くずさぬまま、抑よく制せいの利いた声で応えた。


「そうかな。まぁ、否定はしないけど」


「あんな可愛い侍女に毎日身の回りを世話されれば、楽しいわね？」


　意味ありげないい方だ。


　リカルドは彼女の言葉の真意を測りかねる。


　なんだ？　嫉しつ妬と？　いや、違うな。この王女がそんなことを言うはずがない。ってことは……まさか、セフィアやユーリの正体を？


　リカルドは俄にわかに湧わきあがる警けい戒かい心を無理やり押し隠かくした。


「そうだな。俺は可愛い女の子が大好きだからな」


「あら。では、可愛くないわたくしは好きではない？」


「いや。俺はあんたみたいな頭のいい女子も大好きだ」


　エルメンネッラは、くくっと押し殺した笑いを漏もらす。


「それは光栄ね」


　笑みを消したエルメンネッラは、もう一度茶器を持ちあげた。


「あの侍じ女じよふたり……」


　何かを言いかけたエルメンネッラだが、最後まで言わず、口を閉ざした。


　あれも、わたくしの野望の手て駒ごまになってくれるかもしれないわね。


「なんだ？　どうかしたか？」


「……いえ、なんでもないわ。それより」


　エルメンネッラはあからさまに話題を転じてきた。


「このあと、どうするおつもり、リカルド王子？」


　彼女が何を言おうとしたのか気になったリカルドだが、セイラやユーリに関する話題を続ける気にもならない。


　ここはエルメンの話題転てん換かんに乗っておくか。


「そうだなぁ。風か邪ぜを完治させないといけないし、エルメンにもセイラにも会えたから、一度、自分の城、リディーアウゲン城に戻もどろうかと思っている」


「そう。それがいいかもしれないわね」


　エルメンネッラは、あっさりとリカルドの言葉を受け容いれた。


「いずれ、あんたの城、ノリス城には、近いうち改めて挨あい拶さつに出向くよ」


「楽しみに待っているわね」


　エルメンネッラは空になった茶器を受け皿に戻すと立ちあがった。


「さて、風邪引きさんをいつまでも留めておくわけにもいきませんわね」


　リカルドも、彼女に合わせて立ちあがる。


「来てくださってありがとう。楽しかったわよ」


「いや、ノリス城まで行けてないんだけどな」


　と頭を搔かいたリカルドは、


「エルメン、あんたとセイラがいてくれなかったら、かなり厄やつ介かいなことになっていたかもしれない。礼を言っておくよ」


　と頭を下げた。


「気にしなくてもよいわ。わたくしは、結果として面白くなれば、そこまでの苦労は厭いとわない主義なの」


　苦笑したリカルドは、


「明日あした、戻ることにする」


　と右手を差しだした。


「大丈夫なの？」


「明日、もう一度、体調の様子を見てから最終的な決断をするけど、馬車に乗っての移動なら、なんとかなるだろ。ここの薬士からもいい薬をもらったしな」


「では、あなたを見送ったら、わたくしもノリス城へ戻ることにします」


　エルメンネッラも右手を差しだした。


「セイラのことをよろしくね」


「ああ……でも」


　エルメンネッラの右手を握にぎりながら、リカルドはもう一度、苦笑する。


「それはアイオリッタに言ってやってくれ」


「あの姫き士し様なら、きっと大きな心でセイラを受け容れてくれるのではなくて？　何しろあれだけ大きな胸を誇ほこっているのだもの。中に収まっている心も大きいに違いないわ」


「ということは、エルメン、あんたも大きな心の持ち主なんだな？」


　エルメンネッラが、にやりと笑った。


「そうよ。わたくしは胸も度量も大きな女なの。でも」


「でも？」


「シュールティスの新国王、謀む反ほん人にんのくせに他人の国に土足で踏ふみ込むような真ま似ねをしてくれて、さすがに度量の大きなわたくしも腹を立てているのよ」


「……あの襲しゆう撃げき者たちのことか？」


「ええ、そうね。どこの誰だれを狙ねらったのかは知りませんけど、我が国で勝手なことをされるのはとても不ふ愉ゆ快かいだわ」


　エルメンネッラの言葉の裏に隠されている真の意味をリカルドは察知する。


　捕とらえた襲撃者たちを尋じん問もんすれば、リィシャやセフィアのことが知られるかもしれない。だが、さすがに昨日の今日では、まだエルメンネッラもその情報を把握してはいないはずである。にも拘かかわらず彼女がそう言うのは……。


　シュールティスを逃のがれた元王族に新国王が賞金を懸かけ、賞金を狙って暗殺者たちがこの国に入ってきたことを指しているんだよな。いや、やっぱりこいつ、セフィアの正体を知っているんじゃないのか？


　エルメンネッラの右手に少し力が入ったのをリカルドは感じ取った。


「リカルド王子、もしもどこかでシュールティスの王族に出会ったら、わたくしがシュールティスの新国王に腹を立てていたと伝えてくださる？」


　その瞬しゆん間かん、リカルドは確信した。


　エルメンネッラがセフィアの正体を、リカルドの婚約者であるシュールティス第六王女、セフィア・セレニゥス・シュールティスだと見み抜ぬいていることを。セフィアの応おう援えんをしてもいいと、彼女がそれとなく匂におわせていることを。


　その理由は判らない。単にシュールティスの新国王に腹を立てただけとも思えない。


　この王女が、それほど単純な奴だとは思えないからな。でも、まぁ。


「判った。出会ったら必ず伝えておくよ」


　助力してくれるのなら素直に受けようと、リカルドはそう思った。セフィアのために、自分が果たすべき約束のために、今はひとりでも多くの味方がほしいから。


　ふたりは握っていた手を放し、小さく笑い合った。


「エルエラ、リカルド王子を案内して差しあげて」


　部屋の隅すみにひっそりと立っていたエルエラが進みでてきた。


「はい、エメ様」
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　エルエラに先導されて部屋を退出していくリカルドの背中を見送りながら、エルメンネッラは内心で笑っていた。


　これは楽しいことになりそうな予感。面白いことになりそうな期待。それに……。


　エルメンネッラは盤ばん上じように駒こまが配置されたままの投とう了りよう局面を見やった。


　いろいろな駒が登場してくれたわね。リカルド王子、セイラ。そして……ふふふ、わたくしの想像が当たっていれば……当分、退屈しないで済みそうだわね。わたくしの野望の実現には、まだまだいろいろなものが足りませんけど、それを調ととのえるのも楽しみのうち。難しい局面を打開する手を考えているときがいちばん充じゆう実じつしているわ。


　面白くなるなら苦労は厭わない。


　そう言ったエルメンネッラの面めん目もく躍やく如じよたる考えであり、判断だった。
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　リディーアウゲン城の王宮の内庭──。





「アイオリッタ殿どの、さぁ、本日の手合わせを！」


「本日の手合わせって、今日はもう三回もしましたよ、セイラ様！」


　剣けんを手にしたセイラに追われ、鎧よろい姿のアイオリッタが必死の形ぎよう相そうで逃にげ回っている。


「三回しかしていないと言うべきだ、アイオリッタ殿。ボクのあなたへの愛は、一日十回しようが二十回しようが、とうてい満足できはしない。さぁもっと！　もっとしようではないか。そうやってふたりの愛は深まっていくのだから」


「うわぁああ、誰か助けてくれぇぇぇ」


「人のことを『言い寄る女子のひとりやふたりくらいで弱よわ音ねを吐はくな。情けない』なんて言って揶や揄ゆしているから、そうやって自分のところへ跳はね返ってくるんだ。今度こそ思い知っただろう。少しは反省しろ」


　自室の窓から冷ややかな目で内庭を見下ろしていたリカルドだったが。


「とはいえ、ああも偏へん執しゆう狂きよう的に追われては可哀かわい想そうになってくるな」


　彼の傍かたわらには、当然のように侍じ女じよ服姿のセフィアとユーリが控ひかえていて、ふたりの後ろには、これも当然のように侍女服姿のリィシャとギ・アナが控えている。


　さらにその後方に、ネゥネゥとカオルゥが控え。


　リカルドの隣となりにはマリウスもいて、同じように窓から身を乗りだして内庭を見ていた。


「それにしても賑にぎやかですねぇ、王子」


「賑やかというより、もはやうるさいと言うべき水準じゃないか？」


「ですが、少しうるさいのと引ひき替かえにアイオリッタの罵ば詈り雑ぞう言ごんを聞かなくても済むのですから、ここは我が慢まんするべきところではありませんか」


「相変わらず、本人がいないと強気だな、マリウス」


「もちろんです」


　いや、胸を張って肯こう定ていすることじゃないだろう。


「ま、いいや。アイオリッタは当分、ここへ来られそうにないから、先に打ち合わせを済ませてしまうか」


「そうですね。そうしましょう」


　窓から顔を引っ込めたふたりは、方ほう卓たくの周りに置かれた椅い子すまで戻もどって腰こしを下ろした。


　外からは相も変わらずアイオリッタの悲鳴とセイラの歓かん声せいが聞こえてくるが、無視。


　リカルドはリィシャが注ついでくれたお茶に口をつけた。


「さて、王子、次回の行き先ですけど」


「そうだな。帰りにはノリス城のエルメンネッラ王おう女じよを訪ねたいから、そうなると、次はハインネゥス大公国辺りか」


「ああ、三つ子の王女様がいっらっしゃる国ですね」


　とマリウスが言うと。


　エルメンネッラの名前が出たので軽く眉まゆを顰ひそめていたセフィアが、驚おどろきの顔になった。


「なんと、三つ子とな？　まさかとは思うが、リカルド殿、三人ともが婚こん約やく者しやなどと言わんじゃろうな？」


「言うか！　婚約者は三つ子の真ん中の王女様って話だよ」


「さようか」


　セフィアだけでなく、なぜかユーリも安あん堵どの息を吐はいている。


「こいつら……俺のことを見境のない色事師か何かだと思ってないか？　俺はマリウスじゃないってぇの」


「王子も大たい概がい、酷ひどいですね」


「どっちもどっちじゃと思うがな」


「そうですね。おあいこですよね」


「うわ、容よう赦しやねぇな、ふたりとも」


　リカルドが小さく仰のけ反ぞった。


「ところでリカルド殿」


「なんだ、セフィア？」


「次回の旅、セイラ殿をどうするつもりじゃ？」


「あ～～、それか」


　リカルドはガシガシと髪かみの毛けを搔かきむしったが。


「アイオリッタを連れていけば自動的にセイラもついてきてしまう。でも、ついてくるなと言っても聞く耳持たないだろうしなぁ。かといって、俺は命令できる立場でもないし。諦あきらめるしかないんじゃないか？　というか、アイオリッタに諦めてもらうしか」


「そうですねぇ。いちおう世間的には、婚約者である王子の下へ花はな嫁よめ修業に来ている……ということになってますしね」


「修行は修行でも、剣けん術じゆつの修行だけどな」


「先方さん、サンクトファウレ王家がそれでいいのなら、いいんじゃありませんか？」


「というか、先日来た向こうの使者からは、厄やつ介かい払ばらいができてやれやれ的な安あん堵ど感かんが漂ただよっていなかったか？」


「そうかもしれませんねぇ」


「ともかく。護衛としての腕うでを考えれば、アイオリッタを供から外すという選せん択たく肢しはないから、セイラがついてくるのには目を瞑つぶるしかないだろうな」


「ですねぇ。仕方ないですよねぇ」


「で、セフィアとユーリは、どうするんだ？　俺としては、今回のような事件のあとだと、セフィアはいないほうが安心なんだけど」


「何を言うか、リカルド殿。もちろん、吾われは行くよ。どのような危険があろうとも、リカルド殿と艱かん難なん辛しん苦くを共にしてこそ……」


「ああ、判った。判ったから」


　右手を振ふり回して熱弁を振るおうとするセフィアを制したリカルドは、ユーリに視線を向ける。


「もちろん、僕も行きますよ。いざというときにリカルド様が側そばにいてくださらないと、僕は女子に戻れませんもの」


　参ったなぁ。セフィアだけなら説得できなくもないんだけど、ユーリのほうは、つねに俺の側にいないとならないという切せつ羽ぱ詰つまった事情があるからなぁ。ユーリだけ連れて、セフィアを置いてくなんてことはできないし。


　婚約者から慕したわれることがこれほど重荷になるとは、さすがのリカルドも思ってもみなかった。


　リカルドは、はぁぁぁ、と切ないため息を吐ついた。


「じゃあ、そういうことで。マリウス、手配のほうを頼たのんだぞ」


「了りよう解かいしました～～」











[image: ]








「大変大変」


　年の頃ころは十三、十四という可愛らしい女子が部屋に駆かけ込んできた。


　数多くの玩具おもちやでとっちらかっている部屋にいたのは、駆け込んできた女子と背格好も顔も瓜うりふたつの……というか、瓜三つ（？）の女子ふたり。


「どうしたの、一の姉ねえ様さま？」


「いま聞いてきちゃった」


　一の姉ねえと呼ばれた女子が、にんまりと笑った。


「リディア王国のリカルド王子様から使者が来たんだって」


「うわ～～、じゃあ、いよいよあたし、リカルド王子様に会えるのね!?」


「よかったね～～、二の姉ねえ」


「よかったね～～、二の妹いも」


　真ん中の王女は、姉からは「二の妹いも」と呼ばれ、妹からは「二の姉ねえ」と呼ばれているようだ。


「じゃあ、リカルド王子様がいらっしゃったら、一いつ緒しよに遊びましょう」


「遊びましょう」


「遊びましょ～～」


「何して遊ぶ？」


「こんな遊びはどうかしら」


　ひとりが残りのふたりに、ひそひそと耳打ちする。


「面白そ～～」


「楽しそ～～」


　三人は、きゃっきゃと声を上げて笑い転げている。


「リカルド王子様、正解を出せるかしら」


「きっと出せるわよ。頭のいい方だっていうお話だもの」


「でも、もし出せなかったら？」


「そのときは～～」


　三人の声が綺き麗れいに唱和した。


「「「捨てちゃいましょ～～」」」
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　あとがき










　　　　０





　大地震と、それに続く大津波の被害の映像には衝撃を受けました。亡なくなられた方々のご冥めい福ふくを祈ると共に、被災された方々・地域の一いつ刻こくも早い復活復興を祈る次第です。





　　　　１





　さて、舞まい阪さかが札さつ幌ぽろに引っ越しておよそ五ヶ月が経たちました。


　札幌アメダスの積雪深も０センチになり、ようやく北国も春本番を迎えたというところでしょうか。


　移住する前は、本当に冬を越せるのか？　という不安と恐れが拭ぬぐえなかったのですが、こうして一冬を暮らしてみると、意外に平気なものですね。


　昼間の気温がマイナスになるなんてのは、東京近辺じゃ、まずあり得ないこと。だから真冬日の寒さなんて想像もつかなかったわけですが、完全装備に身を固めれば、なんとか外を出歩けるものだということが判わかりましたよ。


　所ところ沢ざわで暮らしている頃は、気温が十度を下回ると手袋は必要不可欠でしたが、札幌では気温が五度を超えれば、手袋なしでも出歩ける。日中の気温がプラスになっただけで「お、今日は少し温かいな」なんて思えるくらいには寒さにも慣れました。人間、自分で思っている以上に順じゆん応のう力りよくがあるのかも。


　もっとも、外気温に合わせて完全装備で出かけるから、ビルの中や地下街を歩いているときに暑くて困ります。地下街の喫茶店に入って一服するときなど、汗だくです。コートだけでなく、その下にもう一枚、脱ぎ着できる服を着るのが肝かん要ようかもしれません。


　あと、引っ越す前に池袋のデパートで買った耳当てが重宝してる。耳が外気に晒さらされているか否いなかで、感じる寒さが全然違いますわ。


　ってな具合で、なんとか冬を乗り切った今、舞阪の目の前には前途洋々たる未来が広がっています（笑）。


　五月が爽さわやかなのは、札幌も東京も同じだとしても。


　杉花粉が飛んでない。


　北海道には梅つ雨ゆがない。


　関東より湿度がずっと低い。


　真夏でも猛暑日になることがない（たま～にあるらしいけど）。


　昼間暑くても、夜になれば涼しくなる（らしい）。


　まぁ、最初の杉花粉に関しては、わたしは花粉症ではないので、直接の被害はないのですが、でも花粉症ではない人間も、花粉を浴び続けていると、突然、発症する危険があるといいますからね。杉花粉がない＝発症する危険が低い、というわけです。これでもう、わたしは一生、花粉症とは縁のない生活が送れそうです。


　さすがに冬の暖房費は所沢の頃よりもかかりましたが──増えた分の大半が灯油代で、あとガス代が少し。電気代はあまり変わらなかった──その分、夏の涼しさで取り返せると踏んでます。わたしは三十度くらいならエアコンが要いらないので、たぶん一夏通しても、エアコンを点つける回数など片手に余るくらいでしょう。


　地獄のような関東平野のあの猛暑をもう味わわなくてもいいのだと思うと、それだけで心が軽くなります。


　北海道万歳！　ビバ札幌！





　　　　２





　とはいえ、さすがに寒いし雪は降るしで、冬のあいだは外を出歩く機会がめっきりと減ります。車で出かけようとしても、道には雪が積もってるし。積もっているだけならまだいいんですが、生あい憎にくとまだ道をよく知りません。知らない雪道を走るのはさすがに不安が大きいので、車でも遠出はできない。となると、必然的に家の中にいる時間が増えます。


　そのおかげなのかどうか、原稿の進み具合、思っていたよりペースが上がりましたね。いざとなれば山やま籠ごもりという非常手段が使えない分、毎日コンスタントに書き続けなくてはいけないのですが、なんとかなりました。ネットの誘惑も、ネットに繫つながっていないノートパソコンをリビングに持ってきて原稿を書くという裏技（？）でクリアしました。いま、このあとがきもノーパソで書いているのですが、こういうときのためにノーパソは敢あえてネットに繫げていないのです。


　万が一デスクトップがネットから汚染されてデータが壊れても、ネットに繫がっていないパソが一台あれば、無事なデータが残りますからね。ネットでの時間浪費防止と同時に、データも保護するという二重の意味で、今後もノーパソはネットには繫がないつもり。


　本作「乱☆恋３」に続けて「真サムライガード」と「真サムライガード２」の原稿も、全部札幌の自宅で書きました。


　もう原稿執筆のペースも完全に摑つかめたし、うん、これで大丈夫！　札幌で生きていけることが確信できましたね。


　もっとも、ペースがいい分、体にかかる負担が大きくなったのか、最近、また首の後ろや手首が痛みだしまして、それが悩みの種かな。


　また整形外げ科かに通わないと駄目かも。





　　　　３





　札幌には意外とラノベ作家さんが多くて、こちらに移住してきてから何度も、飲んだり食べたり遊んだりしてもらいました。札幌生活に関するアドバイスも多々、頂ちよう戴だいしまして、本当に助かりました＆実に心強かった。ここでお名前は出しませんが、皆さま、ありがとうございました。





　　　　４





　さて、ここらで恒こう例れいの今後のスケジュールですが。


　本作が出る直前、五月十五日（頃）に「真サムライガード　メイド剣士参上……っていうか、惨状!?」（ＧＡ文庫）が発売されているはずですので、本書共々、よろしくお願いします。


　そのあとは、七月に、やはり「真サムライガード」の二巻目が出る予定。


　七月か八月には「ガブリエラ戦記」（ファミ通文庫）の三巻目も出るはずです。一巻、二巻と合わせて、よろしくお願いします。


　そのあとは……まだ確定してないんですけど、どうだろ、「乱☆恋」の四巻目かな？





　ということで、次は七月の「真サムライガード２」と「ガブリエラ戦記３」でお会いしましょう。








二〇一一年四月吉日




舞阪＠もう完全に札幌市民　洸












乱らん☆恋こい３


婚約者は16人!?





舞まい阪さか　洸こう
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